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　早そう雲うん生徒会副会長『傍ぼう若じやく無ぶ人じん　拓たく哉や』は決意することとなる。

　どんな髪かみ型がたでも思いのままと噂うわさの美容院。

　フィクションという特異な力を持つ者のみが生活しているこの『升ます々ます学がく園えん』ならば、どんな触ふれ込みもあり得る。

　拓哉はいつも、家から近いところを利用していたのだが、今日は少し遠出してここへとやってきた。

　別に、カリスマ美容師がいるとか、カットしかしないから安いところがいいとか、そういう理由ではない。

　ここを選んだ理由は──

『おっぱいが当たる店』として有名だったからだ。

　ぎゅっとハチマキを締しめ直す。拓哉は見た目がどう見ても女の子で、いつも間ま違ちがえられてきた。だから、少しでも男らしく見せようとハチマキをトレードマークにしている。

　もし女の子だと思われたら、イケメンカリスマ美容師が担当する可能性が出てくるだろう。

　指名予約はしていない。

　臆おく病びような拓哉は、電話をすることすら緊きん張ちようして出来ないからだ。

　知らない美容院に入るのは、小心者の拓哉にとって緊張の一いつ瞬しゆんだったが、勇気を振ふり絞しぼって自動ドアの前へと立つ。

　ういーん。

　開けてしまった。禁断の扉とびらを。

　もう後には引けない。

「いらっしゃいませー」

　受付には、制服の上から黒いエプロンを着けた少女。

「千ち里さとさん？　何やってんすか」

　その少女を、拓哉は知っていた。

　身長は一五〇センチメートル以下。小さな体に不ふ釣つり合いなほどの巨きよ乳にゆうに、どうしても目が行ってしまう。長い黒髪はさらさらで、良い匂においがするのは知っているが、今くんかくんかすることは出来ない。

　彼女は『強きよう行こう突とつ破ぱ　千里』。銭湯を拠きよ点てんに持つ『浴よく場じよう生徒会』の会長である。

　その彼女が、どうして美容院にいるのか。

　浴場生徒会は、銭湯しか施し設せつがなかったはず。

「お手伝いです」

　にっこりと笑え顔がおを見せる千里に、拓哉は納なつ得とくした。たしかに、浴場生徒会はバイトでもやらないと運営していけない財政状じよう況きようだろう。

　拓哉はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　千里のごっつボインから目が離はなせない。

　拓哉は歯医者に通う時、必ず歯石取りをお願いする。

　それは、おっぱいが当たる可能性があるからだ。歯科医はそのほとんどは男性だが、歯石取りは女性の歯科衛生士がしてくれる。

　それが巨乳だったならば──

　顔に押しつけられたとて、その柔やわらかさを十二分に味わうことは出来ないだろう。本来の感かん触しよくとは別物だろう。

　だが、当たるのだ。

　おっぱいが。

　当たっているのだ。

　おっぱいが。

　しかしながら、これは都市伝説とされている。

　当てている側が意識すれば、これは回かい避ひ出来る問題なのだ。

　安心させるため？　いや、違う。

　誰だれが好き好んでそんな行こう為いをするだろうか。

　気付いていないだけなのだ。

　天然と呼ばれる鈍どん感かんさが、この都市伝説を起こさせるには必要だ。

　千里は小中学生のように背が低い。ということは、腕うでの長さも短い。さらにおっぱいは特盛りだ。

　そして千里の性格上、「おっぱい当たってるよ？」と指し摘てきしても──

「ふぇー？　…………ふぇーっ！　全然気付きませんでした！　ごめんなさい」

　などと顔を真っ赤に染めるだけだろう。

　当たっていることに気付かないタイプ。

　しかも、気をつけようが、また同じ過あやまちを繰くり返してしまう。

　そんなアホな子なのだ。

　そう、千里は男にとって、歯科衛生士及および美容師として絶ぜつ妙みようなボディをしていた。

　いける。

　おっぱいは──必ず当たるっっっっっ！

　拓哉は確信した。評判は正しい──と。

（ボクは！　この子に！　髪かみの毛を洗われてみせるっ！）

　鼻血が出るような思いだった。

「あのー？　拓哉さん？」

　頭がおっぱいで埋うめ尽つくされていたために、意識が飛んでしまっていた。

　はっと我に返った拓哉は、慌あわてて目的を言う。

「あ、ああああの……か、かかかかかかっっっっとを」

「あ、はい。カカロット風ですね」

「違うよっ！　そんな左右に飛び跳はねたカニみたいな髪型にして欲しいわけじゃないよ！　カット！　切って欲しいの！」

　顔を真っ赤にしてまくし立てる拓哉。

「あ、はい。メンバーズカードはお持ちですか？」

　千里は狼狽うろたえる拓哉に、また笑顔を向けた。

　笑顔でスルーされた拓哉は冷静になる。

「初めてなんすけど」

　初めて──という言葉に、拓哉は恥はじらいを見せた。

　何も知らないバカな奴やつと見られないだろうかとすら思った。

　初めての店に入ると、いつもそう思う。ご飯を食べに行っても、そこが食券システムなのか、レジまで伝票を持っていくシステムなのか、食べた席で店員を呼んで会計するシステムなのか。それが分からない状態で店には入りたくない。

　店側は当然それを熟知しているが、こちらは初めてなのだ。

　もし間違えたら、バカにされるのではないか。

　そこまでネガティブに考えてしまう。

「そうですか。ではこちらにご記入をお願いします」

　千里はさらっと流すように言って、バインダーをレジ下から出してきた。コルクボードのような素材で出来たバインダー。そこに用紙が一枚挟はさんである。

「あ、はい」

　あっさりとした態度を取られ、呆ぼう然ぜんとした拓哉は、言われるがままに住所氏名電話番号を記入する。どういう髪型にして欲しいのか、癖くせ毛げ、カラー、アレルギー、病状……

「あ、病状はドイツ語でお願いします」

「ドイツ語っ！　病状って何！」

　意味が分からないと思いつつも、とりあえず『便秘ぎみ』と記入し、千里へ返した。

「これで次来ても大だい丈じよう夫ぶですね。今からカードをお作りしますので、お帰りの際にお渡わたしします。奥へどうぞ」

　千里に招かれて、拓哉は奥へと入っていく。

（千里さんのおっぱい……千里さんのおっぱい……）

　興奮は最高潮だった。

　だが──

「お願いしまーす。こちらがカルテになります」

　そこに、青年が立っていた。

　先ほど記入した用紙を千里から渡され、「あいあいー」と軽く返事をする青年。

　さらに、その隣となりに少し背の低い少年も見える。

　拓哉は絶望した。

（いや……まさか……そんなはずはないな……うん）

　そこにいたのは──カリスマ美容師ではなく、手術着を着た男子二人だったからだ。

（医者がやるわけないもん……カットは千里さんがやるんだもん）

　拓哉は目を閉じて、うんうんと頷うなずくことで、今眼前に広がった『手術着を着た男達』という馬ば鹿かげた『幻げん覚かく』を消し去ろうとした。

　青年は、深刻そうな顔を見せ、隣に立っている少年に『カルテ』を回す。

　その内容を見て、渡された少年も驚おどろきの表情を見せた。

「私が担当カリスマ美容師の『気き炎えん万ばん丈じよう　譲じよう一いち』です」

　長身の青年、譲一は真しん剣けんな顔でそう言った。鍛きたえ抜ぬかれた肉体を隠かくすように、緑色の手術着が覆おおっている。

「研修の『行こう雲うん流りゆう水すい　和かず馬ま』です」

　隣に立っていた少年、和馬はぺこりと頭を下げた。一見すると奥手そうな少年だ。

　拓哉はちらっと目を開けて、やっぱり二人が存在する『現実』に打ちのめされた。

　幻覚は、消えなかった。

「あの、担当って──千里さんじゃ……」

　ちらりと千里に目をやると、すでにそこには誰もおらず、今ここには男が三人いるだけだった。

「えー、Ｖ６の岡おか田だくんみたいになりたい……そう書いてありましたが」

　カルテに目を落とした譲一は、声のトーンも一気に落とした。

「先生！　告知をするんですか！」

　すかさず、和馬と名乗った研修の少年が、担当医である譲一の袖そでを掴つかむ。

「和馬くん、患かん者じやは知るべきなんだ」

（患者って……何……）

　拓哉はツッコミを入れたかったが、そこまでの勇気が出なかった。

「知らない方が幸せなことだって……あるんだ……」

　がくりとヒザを床ゆかに付けて、悔くやしがる研修生。

「よく聞いて下さい」

「はい」あまりに深刻な顔をしていたので、拓哉は身構える。

「あなたは岡田くんにはなれません」

　しっかりと、拓哉の目を見てそう言った。

　本当は目を逸そらしたかった。だが、背そむけるわけにはいかない。

　現実を見ろと言っておきながら、自分が逃にげてはいけない。

　そんな思いが籠こもった譲一の目を、拓哉は困こん惑わくした表情で見つめていた。

「ちくしょおおおおおおおっ！　なんて残ざん酷こくなんだっ！　それが現実だとしても、言う必要はなかったはずなんだああああっ！」

　ダン。と床を両の拳こぶしで叩たたいて絶ぜつ叫きようする研修生、和馬。

（えええええ……この人こんなに熱血キャラだっけ）

　拓哉は驚いた。何よりもそのテンションに。

　拓哉はこの二人を知っていた。

　知っていたからこそ驚いた。

「まあそれは分かってましたけど……で、どうするんですか？」

　ぼーっとした表情で、拓哉は返す。

「……切るしか……ありません」

　譲一は無念な様子で、小さく、力強く言った。

（だから来たんだよ！　カットをお願いしたんだよっ！）

　拓哉も強く返したかった。だが──出来なかった。

「やって下さい」

　ここは、変な反論をすべきじゃない。

　もう流してしまって、さっさと終わらせてしまおう。

「じゃあまずシャンプーをしまーす」

　急にテンションが普ふ通つうになった譲一に連れられて、シャワー台のある椅い子すへ。

　ハチマキを取って、パーカーを脱ぬいでシャツ一枚になり、椅子へ腰こし掛かければ、ぐっと倒たおされて、シャワーを当てられる。

　ばしゃばしゃ……ばしゃばしゃ……

「カユいところや痛いところはありますかー？」

（あれ？　意外と普通っぽい）

「んー、足の裏～なんちゃってー」

　いつも美容院で言っているギャグをかましてみる。誰でも言いそうな、ありふれたギャグだ。

「もう全身にまで症しよう状じようがっっっ！　先生！　今すぐモルヒネの投とう与よを！」

　和馬が譲一の体を揺ゆさぶり、その衝しよう撃げきで顔に思いっきりシャワーが当たった拓哉は熱さに足をばたばたさせた。

「ダメだっ！」

　譲一は冷たく突つき放す。

「先……生……」

「今、モルヒネを投与するのは危険すぎる」

（そりゃあまあそうだよ！）

「だったら……せめて麻ま酔すいを……全身麻酔を掛けてやって下さい！　それしかもう──」

（えええええ～。ボクが足の裏とか言ったからーっ？）

「出来ないんだよ。和馬……今、ここには麻酔医がいない」

　本当はしたいけど出来ない悔しさに、自分の掌てのひらをパンと殴なぐる。

（そりゃいないよ！　ついでに美容師もいないよ！）

　シャワーから手を離はなしたために、シャワーが顔面を直撃して、拓哉は身み悶もだえた。

「でも、痛がってるんですよ？　そんなお役所仕事……言ってる場合じゃないですよ！」

「だったら、君は責任が取れるのか？　今彼に麻酔を掛けて、意識が戻もどらなくなったとき、その責任を研修の君が全すべて負えるのかっ！　……出来ないことを言うんじゃねえっ！」

「くっ…………俺は…………なんて…………なんて無力なんだ」

　和馬は天を仰あおぐ。涙なみだが、頬ほおを濡ぬらさないように。

（あっぶなーっ！　危あやうく麻酔されるとこだったーっ！）

「おっぱい当たってますかー？」

　抱かかえるように頭を支えられ、厚い胸むな板いたを押しつけられる。

「え？　あ、はい」

　噂うわさはその通りだった。女子とは書いてませんー。だったが……

（………………硬かたい）

　拓哉は泣きそうだった。千里の見るからに柔やわらかそうなおっぱいを事前に目にしていたからこそ──それに反して、男のちょっと無骨な手が温かくて大きくて、気持ち良かったのが悔しかった。

　シャンプーが終わると、カット台へと手を引かれて向かう。

　そして──服が汚よごれないようにエプロンを掛けられた。

「あの……これ、焼き肉とかの奴なんですけど」

「今それしかないんでー」

　胸辺りまでしか保護されていない紙エプロンだった。

「いや、もうその手術着でもいいんじゃ……」

　拓哉の髪かみはまるで女の子のようにさらさらだ。パラパラと髪の毛を撫なでた譲一は──

「どうしてこんなになるまで放ほうっておいたんだ！」

「ええー」

　突とつ然ぜん怒ど鳴なられて、拓哉は放心状態に陥おちいった。シャワーの時だけテンションが美容師で、それ以外は鬱うつ陶とうしい外科医。そのキャラの変化に付いていけなかった。

「これより、オペを開始する──研修、メス！」

「はい」

「ええー」

　拓哉のさらさらした髪を手に取り、そして、切れ味鋭するどいメスを入れる。──が、上う手まく切れない。

「あの、ナイフとかはやめて頂いていいですか？　ハサミか何かないんですか？」

　不ふ穏おんな空気を察した拓哉は、勇気を振ふり絞しぼって懇こん願がんする。

　メスの切れ味を疑うわけじゃないけれど、出来れば手術道具以外でやって欲しい。

　ハサミを要求すれば、きっと、ちゃんとした道具を使ってくれるだろう。

　この台詞せりふが、彼の勇気の全てだったろう。

　………………少しの沈ちん黙もくのあと……

「コッヘル」

「はい」

　ぱし。手術用のハサミが、今手て渡わたされた。

（あるんだーっ！　手術用のハサミってあるんだなー。コッヘルってなんだよ。ハサミって言えよ）

　計算外だった。ハサミなんてド定番日用品を、手術で用いるなんて拓哉は知らなかったのだ。結果──

「もうさっさと終わらせて下さい」

　と、拓哉は抵てい抗こうを諦あきらめ、医者に全てを任せる。抗あらがっても勝てないのは明白だからだ。

　何度か髪を撫でた後──譲一は急に右手をがっしりと掴んだ。

「くっ！　手が震ふるえやがる」

「先生……やっぱり、五年前のあの事件が……」

（何があったのーっ！　ここで事件があったんなら営業するなよーっ！）

「このオペの成功率は、高く見積もっても六〇％だろう──俺に出来るのか？」

（出来ないなら他の人呼んでーっ！　美容師の人呼んでーっ！）

　意を決して、髪にハサミをあてた正にそのとき──

「あのー。今日って空いてますか？　って電話きてますけど。カラーリングの方です」

　電話の子機を持って受付から千里がやってきた。

　拓哉は助けを求めるチャンスだったのだが──

「今日は予約で一いつ杯ぱいだ。断ってくれ」

「はーい」

　機を失った。気を失いたかった。

「ちょっと待って下さいよっ！」

「どうした研修」

「予約が一杯……たったそんなことで、受け入れを拒きよ否ひするんですかっ！」

「そうだ」

「人の髪をなんだと思ってるんですかっ！」

（ほんとだよ。なんだと思ってんだよ）

「いいか。ヘアカラーは好みの色があるんだよ！　予約で一杯な今、すぐに用意は出来ない」

「だったら……俺が作ってやりますよ！」

「厚こう労ろう省の認にん可かを受けていないヘアカラーは使えない！　……保険が利きかないんだぞ」

（保険は全部利かないよっ！）

「だったら……だったらカリスマ美容師ってなんのためにいるんだっ！」

　がっくり。座り込んで天てん井じようを見上げ、涙を流す和馬。

（その体勢好きだなこの人！）

「切るためだ。切って、人を幸せにするためさ」

　なんて言いながら、譲一はハサミを入れていく。

　横は耳にかかる程度。後ろも少し伸のばす感じで、トップにボリュームを持たせつつ、前髪は眉まゆ毛げにかかるぐらい。

　全体的に軽く短く～みたいな感じで切っていく。

（カット自体は悪くないな）

　というのが正直な感想だった。

　一応、カリスマ美容師って肩かた書がきは正しいようだ。

「前髪は成功だ。おめでとう」

「はあ、ありがとうございます」

　成功率六〇％なんて言ってたけど、普通に散さん髪ぱつ上手いじゃないかと尊敬していたら──

「ちょっと待って下さい。どうしてまた横を切っているんですか！　成功したんじゃないんですかっ！　……本当は……失敗したんじゃないんですか？」

（ええ～）

「ああ、そうだ──」

（ええええー。失敗してるんだーっ！）

「それを患かん者じやさんに告知しないんですか！」

「知らない方がいいことだって……あるんだ」

（えええええええええ……聞こえてるんですけどぉ）

「知る権利がある！」

「じゃあなんて言うんだっ！　実は後ろ刈かり上げすぎたとでも言うのか！」

（後ろか～っ！　そっち刈り上げちゃったのか～っ！　Ｖ６の岡田くん刈り上げてないもんなー）

「いいか。今なら横を切ることで、彼を救うことが出来るんだ」

「それであなたは満足しても、彼は満足しませんよ！」

（いや、もうそれは切ってよ！　変になってるんだったら切って調整してよ！）

「君の言うとおりかも……しれないな……よし、もう切るのは」

「あのっ！　……もう失敗しててもいいんで──ちゃんと整えて下さい」

　危ないところだった。もし今勇気を出して発言していなかったら、本当にこれで終わりそうな気がしていた。

「なんて精神力なんだ……」

　驚おどろきに目を見張る和馬。

「ありがとぅ」

　吐と息いきを吹ふきかけるような譲一の優やさしくも甘い声を耳元で感じて、拓哉はぞくぞくと身を縮ませた。

「俺は君の手を握にぎることしか出来ない」

　ぎゅっと右手を和馬に握られた。

（この人、何にも出来ないんだな）

　と哀あわれみの目を向けながら、カリスマ美容師に聞いてみる。

「ただ、一つだけ教えて欲しいんですけど」

「はい」

「どんな失敗をしたんですか？」

「なあに、ちょっと刈り上げちゃって、わかめちゃんみたいな感じになっただけですよ」

（ちょっとじゃねえっ！）

　笑え顔がおで説明してくれたのは良かったが──

　ショートのおかっぱにされてしまったと、拓哉は涙を流した。

　そして、ちょきちょきと耳が出るように切り揃そろえられて──

「よし。はーい。じゃあシャンプー行きましょうかー」

（え？　終わり？　後ろがどうなったかは見せてくれないんだ）

「よく頑がん張ばりましたね。おめでとう」

　和馬はにこにこしながら言う。その笑顔がまるで嘲ちよう笑しようのように見えて、拓哉はさらに涙を流した。

　じゃばじゃばと洗い流す。

　涙も洗い流したかったが、髪の毛だけだった。

「おっぱい当たってますかー？」

「あ、はい。それは当たってるんですけど……」

（これだけは合ってんだよな。他は全部間ま違ちがってんだけど）

　このおっぱいを当てるという行こう為いだけが、美容師らしい行動と言えるだろう。

　シャンプーの時『だけ』普ふ通つうになる美容院。

　それ以外は、なぜか病院。

（なんだこの店）

　拓哉は騙だまされたと後こう悔かいしたが、ふと騙されていないことに気付く。

　おっぱいが当たる店──それに、間違いはないのだから。

　ドライヤーで短くなった髪を乾かわかしながら──

「ワックス付けますかー？」

「あ、じゃあお願いします」

　もう、これで終わりだと安あん堵どする拓哉だったが……

「待って下さい……」

（まだなんかあるんだ）

　拓哉はうんざりしていた。入って二分ぐらいですでにうんざりしていたが、今は心底うんざりしていた。

「そうやってまた、意味のない薬を出すんですか！」

「意味はあるさ」

「そんなことをしても刈り上げは治らない！」

「ああ、治らないさ！　でもこれしかないんだよ！」

「そうやって金かね儲もうけにばっかり走る……この業界は……腐くさっている」

　どこまでこれが続くのだろう。

　いつまで、美容院ではなく病院なのだろう。

「あの、ずっと……言いたかったんですけど」

　拓哉は少し口ごもりながら、小さく手を挙げる。

「はい、なんですか？」

「普通に……出来ないんですかね？」

　そのとき、世界が凍こおった。

　……………………沈黙だけがその場に残っていた。

　そして、世界が壊こわれる。

「出来ますよー。なんなら髪型、元に戻もどしてからやり直しましょうか？」

　先ほどまでのキャラはどこへやら、口調も普通に、けろっとした表情。そこにいたのは医者ではなく、ただのお兄さんだった。

（ええええええええ……出来んだぁ……元に戻したりも出来んだぁ。普通に出来んだぁ）

「じゃあ……それで……お願いします。あ、髪増やせるんだったら……あの！　お願いがあるんですけど──」

　この時だ。この時、拓哉はある決意をした。

　格好良い男に憧あこがれていた。中性的で美形だけども男らしさを忘れない男になりたかった。

　そうすることで、ある目的を果たしたかった。

　だが、拓哉は別の決意をする。

　髪を増やせるんだったら──

「星ゴ月ツ夜ホ」

　譲一の猛たけ々だけしいオーラが拓哉を包み込むと、髪の毛が一いつ瞬しゆんにして床ゆかまで伸びる。

　オーラの中にあるモノを際限なく『増やす』力。それが譲一の『星ゴ月ツ夜ホ』だった。

　櫛くしとハサミを手に、無言で普通にカットを始めた譲一を見て、和馬は笑顔を見せてふっと溜ため息いきを吐つくと、静かに店の奥へと引き上げていった。

「あーっはっはっは。ひー。最高でしたわ和馬」

　奥にある事務所には、大笑いする一人の少女、『明めい鏡きよう止し水すい　明あ日す菜な』がいた。

　ツーサイドアップの髪は水に濡ぬれたようにきらきらと輝かがやき、着ている制服はまるで液体のように固定されずゆらゆらと揺ゆれている。

　足を組んでふかふかの赤いソファーに腰こし掛かけ、メガホンを片手に腹を抱かかえていた。

「次は、もう少し顔が見える位置に立って下さいます？」

「はいはい。仰おおせのままに」

　テレビモニターに映るのは、店内の様子。

　そう、今の病院風美容院コントは、撮さつ影えいされていたのだ。

　明日菜はリモコンで、撮とれ立てほやほやの映像を巻き戻し、最初から再生する。

　確かに、明日菜の言う通り、和馬の顔が上手く撮れていない。

「また、いつでもワタクシを頼たよりなさい。あなたをこうしてアゴで使えるなら、快くお受け致いたしますわ」

　先日、和馬は『矛ほこ盾たて生徒会』を潰つぶすために、彼女を頼った。

　その代だい償しようが、この『不可解なバイト』なのだ。

「なるべくお前の手は借りたくなかったんだけどな。──白か」

「白？　まあ、土地を貸している時点で、あなたはワタクシの奴ど隷れいみたいなもんですわ」

「はいはい。分かってます分かってます。──ところで明日菜」

「なんですの？」

「去年の今いま頃ごろは、どんなパンツ穿はいてたっけ？」

「ば、バカですのっ！　急に何を言い出して──はっ！」

　明日菜は素す早ばやく立ち上がると、持っていたメガホンを和馬の脳天に振ふりかざした。

　すぱーんと小気味いい音が鳴った。和馬は衝しよう撃げきに逆らわず地面を一度見てからもう一度顔を上げる。

　そこには、さっきまでの威い勢せいが消えて恥はじらう明日菜の顔があった。

　和馬は脇わき腹ばらを押さえながら──

「今の衝撃で肋ろつ骨こつが一本いっちまったようだ」

「み、見ましたわね！」

　顔を茹ゆでタコのように真っ赤にさせて、明日菜はワナワナと唇くちびるを震ふるわせるように声を荒あららげる。

「何を？　それより俺の肋骨ボケに何か声を掛けてやってよ」

「ぱ……しょ、ショーツをっ！」

「うん」

　すぱーん。

　二撃目は、威い力りよくが三倍だった。

　脳を揺らされた和馬は脇腹を押さえ、もう片方の手で指を三本立てながら──

「三本折れた、三本」

「見たいなら、そんなフィクション能力など使わずに、見せてと頼たのむべきですわっ！」

　この子供しかいない隔かく離りされた学園都市──『升々学園』には、特異な力を持った少年少女がのんびりと過ごしている。

　気ともチャクラとも魔ま力りよくとも呼ばれる『オーラ』を纏まとうことで、彼らは超ちよう人じん的な力を手にすることが出来るのだ。そのスーパーマンのような力から、『フィクション』と呼ばれている。

　中でも、個人個人が固有する『フィクション能力』は、どれもこれも反則級チートクラスの強大なモノ。

　そう、この升々学園には、『最強』の人物しかいない。

　和馬のフィクション能力『最後の晩餐ダ・ヴインチ』は、『時を止める』という力。

　その力を使って、この生意気な明日菜から主導権を奪うばおうと、パンツを覗のぞいたわけだ。

　明日菜のパンツは、白だった。その話題を振られ、最後の晩餐ダ・ヴインチを用いてパンツを覗いたと知った明日菜は和馬をメガホンでしばいたのだ。

「俺の肋骨ボケに毛布か何かをかけてやってよ」

「あなたが頼むのでしたら……そそそそ、それだったらその……まあ、見せてあげないことも……ないですのに」

　指先をちょんちょんと合わせつつ、恥ずかしそうに目を逸そらす明日菜。

「じゃあ、パンツ見せて」

　すぱーん。

　三撃目は、胴どうを薙なぐ凄すさまじい一いつ閃せんだった。

「み、見せるわけないでしょう！」

　和馬は腹を右手で押さえたあと、ゆっくりと掌てのひらを返しながら、驚きよう愕がくの面おも持もちで──

「な、なんじゃこ「血なんか出てませんわよっ！」」

　和馬は満足だった。

　やっと、明日菜がボケを拾ってくれたからだ。

　全く、コントをさせといて、ボケを放置するなんてどういう了りよう見けんだ。

　明日菜は「しまった」と顔を強こわばらせる。

　せっかく、自分が支配する側だったのに、いつの間にか、和馬に主導権を握にぎられているではないか。

「どうやら、どちらが上か分からせる必要がありますわね」

「いや、どう考えても、一応立場的にも権力的にも俺の方が上なんだが──受けて立とう」

　ふっふっふっふ……

　二人は睨にらみ合い、そして──

　ゴウっ！　とオーラが明日菜の足あし下もとから炎ほのおのように奔ほん流りゆうとなって全身を包む。その衝撃で、ふわりとスカートと髪が舞まいあがった。

「豪奢・静寂・逸楽アンリ・マテイスっ！」

　明日菜はびしっとメガホンを和馬の顔に突つきつける。

　その状態のまま、ぴたりと動きが止まった。

　明日菜だけではない。その場にある全すべてのモノが停止していた。

　ディスプレイの画面、時計、髪の毛の一本一本に至るまで何もかもだ。

（危ない危ない）

　和馬は間かん一いつ髪ぱつ、最後の晩餐ダ・ヴインチで時間を止めていたのだ。

　明日菜の豪奢・静寂・逸楽アンリ・マテイスは、オーラ内にあるモノを全て液体化させるという力だ。

　自分自身が液体になることも、この美容院ごと和馬や譲一達を一瞬でドロドロの液体に変えることも出来る。

　時を止めなければ、ただの意思を持ったスライムにされていただろう。

　今、フィクション能力『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を解除したら、すぐに液体化が始まる。

　そうならないよう、和馬は明日菜の耳にふーっと息を吹ふきかけてから、フィクションを解除する。

「うにゃあああああん♥」ぞくぞくぞくぞく……明日菜の全身を鳥とり肌はだが襲おそう。

　その隙すきに、和馬は明日菜の太ももをさわっと撫なでた。

「あぁん♥」明日菜は恍こう惚こつの表情を浮うかべながら、悩なやましげに嗚お咽えつを漏もらした。

　ふっとオーラは消え去り、明日菜はぺたんと座り込んでしまう。

「あ、あなあなあな──」

　まるで麻ま酔すいでも打たれたかのようにだらけきった口からは涎よだれが滴したたり、震えるように声を出す。息を吹きかけられた耳を手で覆おおいながら、真っ赤に染まった顔を上げて、和馬を睨み付けた。

「穴？　それともアナウンサー？」

「あなた！　何をなさったの！」

　明日菜は、理解出来なかった。時を止めた空間で何をしたのかは、和馬にしか分からない。

　やられた方は、結果だけが残るのだ。

　耳に、不快感だけが残っていたのだが、触さわられたという感じではなかった。

　明日菜は全てを液状化させるという凄まじい能力の代償に、異性に肌はだを触られると過か敏びんに反応してしまう体質を持っていた。

　だから、和馬に太ももを一撫でされただけで、腰こし砕くだけになり、立っていられなくなった。

　だが、耳に感じた感情は、それではない。ただただ、くすぐったいだけの、恐きよう怖ふにも似た感情。それは、初めて感じるモノだった。

「いや、ただふーって耳の穴に息を吹きかけただけだけど──それでこんなになるんだったら、キスとかしたら一体どうなるんだろうな」

　ごくりと明日菜の喉のどが鳴る。口内にたまった唾つばを飲み込んだのだ。

　想像も付かない。

　和馬以外の異性に肌を触られたこともないし、ましてや、こんな体質になる前から敏感な場所──キスなんかされたら……そう想像するだけで、明日菜はぶるぶると体を震わせる。

　明日菜はなんとか立ち上がる。これでもかというぐらいの内うち股またで、ヒザをがくがくさせながら。

「さ、されたことがありませんから、分かりませんわ」

「全く、お前はホント面おも白しろい奴やつだよな。ちょっと試ためしに──してみるか？」

「え？」明日菜は目を輝かがやかせた。

　他の人間に知られていない、明日菜の副作用による過敏な体質。それを知られ、おちょくられるようになってから、明日菜はもうお嫁よめにいけない、和馬に責任を取って貰もらうと決めた。

　最強が集まる升々学園において、明日菜は名門中の名門である明鏡止水家の一人ひとり娘むすめとして、ピラミッドの頂点に君臨してきた。

　そんな彼女が、初めて出会った勝てない相手。

　それが、和馬だったのだ。

「あ、あなあなあな」

「穴？」

「あなたがその……したいなら……その……」

「キス、したいのか？」

「ば、バカにすんじゃねえですわっ！　したくないに決まってるでしょう！」

　べしべしとメガホンで、頭の頭頂部にある便秘に効くというツボ『百ひやく会え』を叩たたく。

（……命令でもしてくだされば……………………もう）

　思い詰つめたような表情を浮かべて、何も喋しやべらなくなる明日菜。

　なんて的確な攻こう撃げきなんだと明日菜を絶賛しつつ、脇腹を押さえた和馬はもう一度肋骨ボケをしようとしたが、ふとディスプレイが気になった。

「あれ？　あいつ──」

　和馬の病院風美容院コントの映像は終わっていて、画面は店内を映していた。

「どうかなさいました？」

　そこにいたのは──美少女だった。

　傍若無人拓哉は元々、顔も体も少女に見える可愛かわいらしい男の子だ。

　今、彼の髪かみの毛は、胸辺りまで長く伸のびたところでフィニッシュしていた。

　髪を切るためにやってきたはずの美容院。

　いつもいつも、男に見えるよう気を付けてきた拓哉だったが、そこにいたのは、完全な女の子。

　そう、彼が決意したのは、『男であることへのアピールをやめること』だったのだ。
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　浴よく場じよう生徒会会長『強きよう行こう突とつ破ぱ　千ち里さと』は、目の前で髪の毛を指にくるくると絡からませている可愛らしい女の子──みたいな拓たく哉やの、全く違い和わ感のない容姿に感心していた。

　銭湯の脱だつ衣い所に、千里達はいた。

　掃そう除じの行き届いた、綺き麗れいな脱衣所だった。

　裸足はだしで歩き回りたい、青の絨じゆう毯たん。ポスターの貼はられた白い壁かべ。明るすぎない照明。

　コンビニ等の島陳ちん列れつのようにロッカーがいくつも並んでおり、脱衣所の中心部には大きな机。千里達はそこを囲っていた。

　ここは、浴場生徒会の生徒会室。

　矛ほこ盾たて生徒会に火を放たれて、千里は内装をリフォーム。焼けて使えなくなったり、黒ずんだ部分を全すべて取とっ替かえて新装開店した。

　その費用を捻ねん出しゆつするため、千里も明あ日す菜なの美容院を手伝ったりしていた。

　千里はほぼ無一文の状態でこの銭湯を始めた。会員もほとんどおらず、客という客も来なかったためにずっと金欠だったが──

　今、この銭湯は異例の賑にぎわいを見せている。

　受付には、金きん髪ぱつツインテールの無口な少女が座っている。本を読みながら、適当に接客を続けていた。

「それにしても可愛いですねぇ～」

　ぽーっと、拓哉の可愛らしさに見とれてしまう千里。

　その後ろで、ちらちらと千里を見ながら浴場へ向かう裸はだかの男がいた。

「見み違ちがえるよう……って奴かな？」

　なんて、照れくさそうに言う拓哉は、あれほど普ふ段だんから否定していた『女の子』になったことが恥はずかしくて、ずっと顔を真っ赤にして下を向いていた。

　その後ろで、ちらちらと拓哉を見ながら浴場へ向かう裸の男もいた。

「いや、普段とあんまり変わってない」

「ええ！」

　和かず馬まに言われて、拓哉は頬ほおを赤く染めたまま顔を上げて驚きよう愕がくする。

　そんな拓哉にニヤニヤしながら横で着き替がえる男がいる。

「確かに、前から可愛かったです」

　千里は「あー」とバカみたいに口を開けて共感した。

「うう、ボクはダンディネスクラブぐらいダンディだと思ってたのに」

　ショックだった。

　いつもの努力はなんだったのかと。

　てっきり、普段の自分は男らしいと思っていた。

　そう、すぐそこで着替えをしているマッチョな男のように。

「ダンジネスクラブね。ダンディなカニにするんじゃねえよ」

　和馬がさらりとツッコミを入れる。

「ダンオディロクってあだ名を付けられるぐらいダンディだと思ってたのに」

　ショックだった。

　むしろ普通の男子よりもエッチなことには関心がある。

「団だん鬼おに六ろくね。なんだよオディロクって。言いにくいだろオディロク。まあ団鬼六さんはダンディだけども」

　ダンディともかけ離はなれた造語に、和馬は呆あきれた声を出す。

「で、オディロクさんは、なんで女の子になろうと思ったんですか？」

　千里は変わらず明るい声で話を続けた。

　その背後では、ハアハアと息を荒あらくする裸の男がいた。

「千里さん、オディロクって言葉が気に入ったんだ」

　和馬は笑え顔がおを見せて、はあと溜ため息いきを吐つく。

「実は……その……恋こいをしまして」

　てへ。オディロクは可愛く笑った。

「恋をしたんだったら、より男らしくなろうとしません？」

　首を傾かしげる千里。きょとんと丸い目が可愛くて、隣となりでずっと裸の男はまじまじと千里を眺ながめていた。

「お、おう。だからこう、Ｖ６の岡おか田だくんみたいな格好良い感じになって、仲良くなろうと思ってたんだけど──」

　しどろもどろに言うオディロク。千里はどうも話が見えないようだったが、和馬はオディロクの考えが分かっていた。

　分かっていたからこそ、笑顔と溜息を絶やさなかった。

「相手は『男』なんだろ。最初は、相手に釣つり合うような友達になりたいと思って美容院へ行ったが、譲じよう一いちさんに髪を伸ばせるって聞いて、だったら女子として──恋を成じよう就じゆさせたくなった」

　和馬の言葉に、拓哉はこくりと小さく頷うなずいた。

「やっぱり……あんたには敵かなわないなぁ……なんでもすぐバレちゃうんだもん」

　拓哉の『だもん』があまりに可愛くて、和馬とその背後にいた裸の男達は少しきゅんとした胸を手で押さえて気持ちを鎮しずめた。

「え！　ええっ？　でも拓哉さんは……」

　男だし──という言葉を千里は呑のみ込んだ。

「ボクだって、こんな気持ち──初めてなんだ」

　拓哉はむっとする。苛いら立だっているのではない。恥ずかしいのだ。

「何があったんだ？」

　聞きたくないとでも言いたげな声で和馬が聞くと、バツの悪そうな表情を見せる。

「その……まあ……先日、雨が降ったじゃない？」

「あー、結構凄すごい雨でしたね」

　恋バナ大好き女子高生な千里は、うんうんと笑顔で相づちを打つ。

「その……まあ……その……滑すべってさ。…………転んだ時に手を差し伸のべられて」

　ありがちな話。ありがち中のありがちな話。世にも奇き妙みようじゃない物語だった。

「………………」

「………………」

　千里と和馬は待っていた。

　誰だれかに恋をした話なんて、恥ずかしくて言いたくないのは分かるだろうが、ここは気持ちを察して笑わずに聞いてあげよう。

　それが、どれだけありがちな話だろうが。

「………………」

「………………」

　まさか、と思い始めたのは、背後でタオルを腰こしに巻いている無関係な男達だった。

「………………え？　終わりですか？」

　千里は拓哉と和馬の顔を交こう互ごに見ながら、その「まさか」を確かく認にんしてみる。

「みたいだね。オディロクさん、さすがにそれは凄いわ」

　和馬は頭を抱かかえた。

　ありがちな話のようで、ありがちではなかった。

　出会いとしてはありがちだが、手を差し伸べられただけでオチるなんて──

（虫でも、もう少し求愛行動するぞ。──ウサギかお前は）

　という言葉はさすがに呑み込んだ。

　ダンオディロクは頭を抱えて体をうねうねと捩ねじった。

「ボクだって、単純な自分が恥ずかしいんだよぉ～っ！　まさか一ひと目め惚ぼれした相手が男だなんてさぁっ！　……手を握にぎっただけで好きになるなんて思いもしなかったんだよ～」

　恥ずかしくて恥ずかしくて。拓哉は音を感知してくねくねと動くフラワーロックのように動きが激しくなっていた。

「素す敵てきです！　私もそんな風に恋出来るような人に会いたいですぅ～」

　フォローしようとした千里は、顔をぽーっと赤く染めておっとりとした声で言う。

「あれ？　てっきり千里さんは一目惚れしたんだと」

　ちらりと和馬の顔を見る拓哉。

「初対面でそんな印象はなかったな」

　和馬はふと、猫ねこを助けようとしてガードレールに突つっ込む千里を思い出していた。

「へへ～。実は私、和馬さんとはむか～し昔あるところで会ったことがあるんです。きっと……和馬さんは覚えていないだろうけど……だから、私、理り沙ささんから和馬さんのことを聞いたとき、もうすぐ分かっちゃいました！」

　はにかむ千里は、とても魅み力りよく的な表情だった。

　千里は、和馬と出会ったときに、一目でそれが和馬であると分かり、そしてずっと明らかな好意を寄せている。

　それは、拓哉の一目惚れのような突とつ発ぱつ的なものではなかったのだ。

「なるほどー」

　と、感心したように頷く拓哉。

　対して、和馬は少し怪け訝げんな表情を見せた。

　和馬は、この升ます々ます学がく園えんを統とう括かつする大生徒会の会長であり、立場としては『王』に当たる。

　もし和馬を知っているのであれば、王としての立場を利用しているのではないか。

　王であるという秘密を知る明日菜は、千里のことをそう分ぶん析せきしていた。

　やはり、千里は知っていたのだろうか？

　昔を知っている──どころか、ずっと知っていたとすれば？

　全すべては、千里の過去にあるだろう。

　しかし、それを詮せん索さくする気は毛頭なかった。

　和馬は別に、利用されていても良いと考えている。

　和馬が利用している内は──

「そうなのか？　……千里さんぐらい可愛かわいかったら、覚えてるんだがね」

　じっと千里を見ながら、さらっと話を流す和馬。

「か、可愛いなんて……胸を見ながら言わないで下さい」

　千里は耳まで真っ赤にさせて俯うつむいた。和馬の視線は、明らかに千里の体に不釣り合いなほどの巨きよ大だいなおっぱいに向けられていたからだ。

「ちなみに、どういう奴やつなんだ？」

　和馬は照れる千里を尻しり目めに、話を拓哉へ戻もどす。

「特とく徴ちようは特にないなー」

　腕うでを組んで、んーと唸うなる拓哉。

「顔が格好良いとか？」

　特徴も無しに好きになるわけもないと、和馬は追いすがる。

「んー、よくいる顔かなー」

「ムキムキマッチョだとか？」

「いやあ、そんなに筋肉があるって感じでもないなー」

「何の特徴もないのか？」

「特徴ねえ……まあ──強しいて言うなら……服を着てなかった」

「え？」和馬は聞き返す。

「ん？　え？」拓哉はさらに聞き返す。

「……え？　全ぜん裸らってこと？」

「いや、靴くつは履はいてたよ？」

　全裸と聞いて、千里は顔を赤くさせていた。

「ず、ズボンとか……し、ショーツも着けてないんですか？」

「うんまあ、靴は履いてたけど」

　照れている千里が移ったのか、拓哉もぽーっと顔を赤くさせる。

「なんでまた、そんな男を好きになったんだ？　──全裸の」

「だから……分かんねぇよ、恋こいなんてさ。──靴は履いてるし」

「にわかに信じられないな。全裸の男を好きになるなんて──フィクション能力でも食くらったんじゃないか？」

「オーラなんか見てないし、靴を履いてるから全裸じゃないってば」

「もう一度確認するけど、どんぐらい全裸なの？」

「いやだから、靴は履いてるってば」

「それ以外は？」

「んん～。あ、カバンを肩かたから下げてた。財さい布ふとかあるしね」

「よし、それ全裸だわ」

「いやいや、靴は履いてるんだって。全裸じゃなくて、半裸……九裸ぐらいだって」

「九裸ってどういう状態だよ」

「葉っぱ一枚は全裸じゃないってことだよ！」

「たしかに、全裸じゃないですね」

　千里が納なつ得とくしてしまったので、和馬もそれ以上言わなかった。

　全裸の全が一〇〇％という意味だとすれば、この世に、一〇〇％なんて物はない。




　もしかしたら……全裸というのは想像上の生き物で……存在しないのかもしれない……




　拓哉の妙みような説得力に、その場にいる人間全てがそんな気持ちになっていた。

　脱だつ衣い所にいる男達は、皆みんな感心したように服を脱ぬいでいた。

「……そこで、相談があるんだけどさ」

　少し照れながら、小さな声で拓哉が言う。和馬は『皆みなまで言うな』と手で制して──

「女の子らしくなれるように、まあプロデュースでもして欲しいってことだろ？」

「相変わらず察するなー」

　拓哉はしきりに感心しつつも、やっぱり恥はずかしくて堪たまらなかった。

「だが、最初に言っておく。俺は、最初に美容院を訪おとずれた時の気持ちのまま、『友達』として接せつ触しよくするのをお勧すすめする。──騙だまして恋れん愛あいするなら、いずれ告白しなくてはいけない状じよう況きようになり、……そのとき絶対に悲しむことになるだろう。その覚かく悟ごはあるのか？」

「分かってる。分かってるけど……ボクがそうだったように、もしかしたら向こうもボクを男と知ってて、好きになるかもしれないじゃないか」

「それは否定しないけどね。悲しい結果になる可能性が高いってことを知った上で、言ってるのかなって」

「要するに、覚悟を聞きたいんですね？」

　千里が目を輝かがやかせていた。覚悟という言葉が好きなようだ。

「どういう結果になっても、ボクは後こう悔かいしない！」

　きりっとした、男の目だった。和馬はその言葉を聞きながら、拓哉の本心を探さぐる。

（………………どうやら、本気のようだ）

「和馬さん、手伝ってあげましょうよ！」

「よし、じゃあとりあえず、みんなで風ふ呂ろ入るか」

　和馬がそう呟つぶやきながら立ち上がると、急に千里がそわそわしだした。

「ぉ、お風呂……みんなで入るんですか？」

　頬ほおは紅潮し、肩をもじもじ指をもじもじ……明らかな挙動不ふ審しんだ。

「どうかした？」

「ぃぇ、その……一いつ緒しよに入るのは……恥ずかしいなって……」

　当然の話だ。当然の話だったが──

「今いま更さらかよっ！」

　和馬は言わざるを得なかった。千里と和馬はすでに、お風呂に入ったことがある。

「な、何回でも恥ずかしいモノは恥ずかしいです！」

「そう言えば、千里さんのビーチクは見てない気がする」

　思い返してみれば、千里は下着を身に着けていた。

　裸はさすがに恥ずかしいという主張であれば、おかしくはない。

「ビーチクって……なんですか？」

　千里は聞き慣れない業界用語に困こん惑わくし、拓哉に振ふる。

「いや、ボクに言われても……その……まあ、恥ずかしいことだよ」

　拓哉は口ごもる。

「まあ、タオル巻いてもいいから一緒に入ろうか」

「見られるのは当然恥ずかしいですけど……男の方の裸を見るのも恥ずかしいです……」

「それこそ今更な感じがするなー。何度も見てるんだし、もう慣れたんじゃないの？」

「そ、そんな感じにはなれないですよ！　チャック全開は、何回全開でも恥ずかしいです！」

　ばん、と机を叩たたきながら立ち上がって凄すごむ千里に、和馬は圧された。

「な、なんという説得力だ……」

　そうまで言われて、和馬は口を噤つぐむ。

「でもさ、千里さん」

「はい、なんでしょう？　拓哉さん」

　和馬を黙だまらせて、千里はすとんと椅い子すに座る。

「周り、裸の男ばっかりだけど……」

　拓哉に言われて、ロボットのような体の硬かたさでぐるりと辺りを見回す千里。

　見み渡わたす限り、人、人、人。

　裸の男が、わんさかいる。

　なぜならここは、脱衣所だから。

　……………………か～。

　千里の頭から湯気が出そうなほどに、顔が赤くなった。

「ぃ、ぃつのまに……こんなに……うぅ……」

「気付いてなかったんだ」

　まさかとは思っていたけど、やっぱりか。拓哉は唖あ然ぜんとした表情を浮うかべていた。

「だろうとは思ってたけどね」

　和馬は笑え顔がおを見せて、溜ため息いきを吐つく。

　千里は何事にも一生懸けん命めいで、一つのことに夢中になると、目の前しか見えていない性格だ。

　拓哉が女の子になり、男なのに男に恋をしたという相談を受けたために、それだけに集中し、銭湯の脱衣所であるということを忘れ、服を脱ぐ男達が目に入っていなかったのだ。

　驚きよう異い的な集中力。

　バカ故ゆえの、天然故の、集中力だった。

　その集中力があるからこそ、拓哉に言われたことにより、そっちに意識を持って行ってしまったら、もう裸の男が気になって仕方が無い。

　千里は下を向いて、黙り込んでしまった。

「さて、千里さんはまあこのまま放ほうっておいて、風呂にいくか」

　入りたくないという千里は無視出来るが、元々は拓哉の話。

「まあ別にいいけど──混こんでるし閉店してからでもいいんじゃない？」

　別に、拓哉は和馬に対して特別な感情はない。

　一緒に風呂に入るぐらい、なんてことはない。

　むしろ、『男らしく』をモットーにしていた拓哉にとって、裸の付き合いは望むところだ。でも、それなら二人きりでいたい。

　脱衣所を見れば分かるように、今は人が多すぎる。

「おいおい、それじゃ特訓にならんだろ」

「特訓？」

「お前は今から、『女子』として風呂に入るんだ」

「じょ、女子として──バレないかな」

　ごくりと喉のどを鳴らす。

「別に、今はバレてもいいし、聞き耳立ててる奴やつらはすでに知っているさ」

「……だったら、意味がないんじゃ……」

「いや、売り上げに貢こう献けんして貰もらおう」

　と言いながら、和馬は携けい帯たい端たん末まつを弄いじる。

　インターネット掲けい示じ板ばんに、一文を載のせるだけ。

　この、『混浴』が売りの『浴場生徒会』に、女の子入りまーす。

　これで、全く拓哉が男だと知らない連中がやってくるだろう。

　浴場生徒会はうはうはだ。

　そう、今賑にぎわいを見せているのは、和馬の裏工作によるところが大きい。

「で、でしたら！　私も……お手伝いします！」

　浴場生徒会会長、ここの主あるじとして責任のある千里は、戸と惑まどいつつも手を挙げた。

　そのときだった。

　まるで夏の海水浴場のようにあれほど溢あふれかえっていた裸の男達が、まるで地じ震しんでもきたかのように、慌あわててその場から消えてしまった。

　話を聞いていた連中は、拓哉が入るぐらいでは動かない。

　男だと分かっているから。

　しかし、千里ならば話は別だ。

　なぜなら、千里は巨きよ乳にゆう。

　貧ひん乳にゆうは希少価値がある──と誰だれかが言った。

　貧乳派もまた、希少なのだ。

　これは、裏を返せば、大半の人間が巨乳派ということになる。

　おっぱいが嫌きらいな男はいない。

　もう一度言うが、おっぱいが嫌いな男はいない。

　千里と混浴が出来る。

　そう思っただけで、頭の中がヒャッハー。

　世紀末状態である。

「じゃあ、着き替がえようか──というか、脱ごうか」

　脱ごうか──という和馬の嬉うれしそうな言葉に、二人は同時に恥ずかしそうな表情のまま下を向いた。







「おー、混んでるなー」

　和馬は腰こしに手ぬぐいを巻いて、めくるめく裸はだかの世界に足を踏ふみ入れた。

　さぱーっと豪ごう快かいに水の流るる音、あーっ、と一息吐く声。

　これだけ人がいて、これだけ静かな場所は銭湯ぐらいなモノだろう。

　もわっとした独特の空気と独特の匂においが漂ただよっている。

　屋内プールほどはある巨大な浴場。そのバックには、手て描がきの富士山が悠ゆう然ぜんと描えがかれ、体を休める人達を見下ろしていた。

　この幼よう稚ち園児が描いたような富士山は、千里の作品だ。

　これを初めて見たとき、誰もが一度唖然とする。

　なんて幼稚な絵だろう──と。

　しかし、矛盾生徒会によって焼き討うちにあい、一度ボロボロにされてしまったことも相まって、和馬には思い入れのあるモノだった。

　お湯を吐はくのはマーライオン。手作りなのだろうか、メイド服を着ているように彫ちよう刻こくされている。

　つまり、マーメイドである。

　和馬はこのダジャレを気に入っていた。

　実はこのマーメイド、拓哉が置いた。

　最初はバカバカしいと思っていたが、こうやって眺ながめているとだんだん可愛かわいく見えてくる。

　この大浴場で、男達がひしめき合っていた。

　ただの銭湯では、こんなに混まないだろう。

　ぎっしりと、満員電車のように詰つまっている。

　一人として足を伸のばしていない。

　くつろぐはずの空間で、ある者は立ち、ある者は体育座りをしている。

　湯船の半分を埋うめ尽つくすほどの人。一〇〇人なんてもんじゃない。

　数百人、いや、一〇〇〇人を超こえているかもしれない。

　そうまでしても、この湯に浸つかっていたい理由がある。

　浴場生徒会の『生徒会室兼けん銭湯』には、脱だつ衣い所が一つと大浴場が一つしか存在しない。

　よって、必然的に混浴。さらに言えば、同じところで着替えということになる。

　そのため、やってくる客はその九九・九九九九％が男だ。

　露ろ天てん風ぶ呂ろでもないのに、女の子が混浴に来るわけがないのだ。

　そして、千里は恥はずかしいという理由から、閉店後に利用する。

　しかしながら、利用する女の子がいないわけではない。

　この『浴場生徒会』には、千里の他ほかにもう一人女の子がいた。

「ふう」

　肩かたにお湯を掛かけるようにして、優ゆう雅がに足を伸ばす美しい少女。

　ほんのりと上気した肌はだ、その中でもうなじが艶なまめかしい。

　壁かべに向かって右手側半分。それが女風呂だ。

　ここは混浴として有名になっている。だが、それは『結果的に混浴のようになった』にすぎない。

　男風呂と女風呂は、分かれているのだ。

　その女風呂を利用していたのは、『豪ごう華か絢けん爛らん　理沙』だった。

　女性らしいむっちりとした体付き。中でもそのおっぱいは、『世界三大おっぱい』に認にん定ていされているほどに見事なモノだった。

　そう、升々学園を統とう括かつする大生徒会の会長によって、公式に認定されているのだ。

　大きさは当然として、形もさることながら、柔やわらかさや色、水の滴したたり具合なども含ふくめて王が認めた人間国宝的おっぱいなのだ。

　これほどの客を集められたのは、偏ひとえに、世界三大おっぱいに認定されたためだろう。

　そのおっぱいが、揺ゆれている。

　ぎゅーっとタオルで押しつけているわけではないようだ。

　マーメイドことライオンの頭から、どばどばと吐き出されるお湯によって、オーバーフローを起こさせ、濁にごった湯を常に循じゆん環かんさせている。

　温度を上げれば麺めんを茹ゆでるのに最適だろうごぼごぼとした水面。

　肩まで浸かれば、波打つ湯に体を持って行かれるのではないかと不安になるぐらい、マーメイドは頑がん張ばっていた。

　そして、その波が、彼女のおっぱいを揺らしている。

　タオルを巻いて風呂に浸かることは衛生的にどうなのかと声を掛ける人間はいない。

　みんな、彼女と一いつ緒しよに入りたいからここにいるのだ。タオルを許さなければ、きっと出て行ってしまうだろう。

　さっと体を洗った和馬は、ぎちぎちに詰められた男湯に入り、ロープで仕切られた女湯との境界線へ向かう。

　特等席だ。急にやってきてこの特等席を陣じん取どろうなんて、普ふ通つうは許されない。

「よう理沙」

　だが、知り合いというなら話は別だ。

　男達は和馬の登場を歓かん迎げいした。

　なぜなら──タオルを巻いた美少女が、話をするために男湯のすぐそばまでやってきたからだ。

「あんたには、聞きたいことがあったのよね」

　むっとした表情。タオルで包んでも抑おさえきれない爆ばく乳にゆうに、男湯にいた連中は興奮が最高潮に達する。

「ずっと風呂に入ってたのか？」

「まあ、私お風呂大好き人間だし」

「恐きよう怖ふのお風呂男って奴だな」

「あ？　誰が男みたいなふとましさだって？」

「言ってない言ってない。ショッカー風に言いたかっただけだ。──それにしても、もう一時間ぐらい入ってないか？」

「んー、今で二時間ぐらいかな」

「のぼせるわ！　どんだけ入ってんだよ！　石いし原はらさとみかお前は！」

「いや、石原さとみがどんだけ長風呂か知らないけど。──話逸そらさないで」

「話逸れてないだろ。最初から長風呂の話だ。あと石原さとみは『休みの日の過ごし方』で、『お風呂に三時間入ります』とか答えてたぐらいね」

　和馬の態度に業ごうを煮にやした理沙は、不ふ機き嫌げんそうな声で話を修正する。

「あんた、どういうつもりなの？　浴場生徒会、会員数二人になってるじゃない」

「そうだな。お前が入ってくれて助かったよ」

「そりゃあ、私があんたを千里へ紹しよう介かいしたんだし、筋すじ肉にく食堂を救ってくれるって信じてたしね──ってそうじゃなくて！　なんであんたが入ってないのかって話よ！」

　和馬と千里が二人で始めた浴場生徒会。

　だが、その実態は、理沙と千里の二人しかいない生徒会だった。

「入ろうにも入れないんだよ」

「はあ？　あんた、生徒会長でもやってるわけ？」

　生徒会員は、好きな時に好きな生徒会へ移動出来る。しかし、生徒会を設立した会長はその生徒会を解散するまで他には移れないのだ。

「そうなんだ。実は俺──大生徒会ってのをやってて」

　和馬の言葉に、理沙は唖あ然ぜんとした表情を見せる。

　大生徒会は、この升々学園を取り仕切る政府機関。

　そんなありとあらゆるフィクション能力者のトップに立つのが、和馬だ。

「はいはい。──どうせ、あの貧乳が関かかわってんでしょうよ」

　本当のことなのに、理沙は信じなかった。

　この場にいる誰も信じないだろう。

　ここにいるこんな青二才が、この升々学園の王であり、全すべての権限を持っているなどという『事実』なんて。

　フィクション能力は、銃じゆうよりも爆ばく弾だんよりも怖こわい武器になり得る。命の危険を考えて、大生徒会の会長が誰なのかを知っている人間は少ない。

　ここには子供しかいない。政治に無関心な人間ばかりなこともあってか、名前も知らない王に、ほとんどの人間が何の違い和わ感も持っていなかった。

　しかし、やはり関心を抱いだく者がいる。

　王の座を狙ねらう者がいる。

　だからこそ、伏ふせられているのだ。

「それともう一つ、なんで千里は手伝って、他の手伝いはしてくれないのよ」

　バカバカしいという顔を見せた理沙は、また不機嫌そうに言う。

「したいと思ってもねー。お前が紹介した奴やつらは、すぐ帰っちまうじゃねえか」

「セクハラするからでしょうが！」

　千里は理沙に紹介された。

　和馬の力を貸して欲しいと。

　そして、和馬はそれに応こたえた。

　一パンツ、一おっぱい、一膝ひざ枕まくらという三さん顧この礼によって。

　理沙はその後も、千里のように困っている女の子を和馬に引き合わせたが──千里の時みたく、和馬が手伝うことは一度もなかった。

　それはまるで、見合い話を持ってくる上司と、それを台無しにする万年平社員のようだった。

「セクハラって言ってもスカート脱ぬがしたぐらいじゃないか」

　しれっとした顔の和馬に、理沙は思いっきり喉のどを突つく。

「地じ獄ごく突きはやめろよ。ザンギエフかお前は」

「万ばん死しに値あたいするわよ！　断るなら普通に断ればいいじゃない！　なんでスカートを脱がす必要があんのよっ！」

「いやいや、俺は一度も断る気はなかったんだけど、向こうが『お前なんか信用出来るかこの薄うすら焼きおにぎり！』なんて罵ば声せいを浴びせて出て行ったわけだ」

「そりゃあ浴びせるわ！　私でも言うわ！　この薄らハゲ！」

「ハゲじゃねえよ。そこまでの非人道的罵声はなかったよ」

「で……また、あんたに仕事頼たのみたいって人来てるから。次追い払はらったら──」

「爆破するってか？」

「ええ。──金色の魂たましいをね」

「女の子が金玉とか言っちゃいけません」

　和馬はきゅっと股こ間かんを押さえた。

「い、言ってないわよ！　いや、意味的にはそうだけど直接的には──全くもう」

　理沙はそれだけ言うと、諦あきらめたのか口を噤つぐんだ。

　和馬も手伝ってやりたいとは思っているが、裏というか、むしろ表の仕事がある。

　王として、和馬は外交や治安等々の問題を統括する政務があるのだ。

　大体のことは大生徒会の仲間達に任せているのだが、政策に対して最終決定を下すのは、やはり和馬なのだ。

　理沙はそのことを知らない。ただの暇ひま人じんニートとしか考えていない。

　そして、それを知られるわけにはいかない。

　だからこそ、露つゆ払はらいをせざるを得なかった。

（きっと、パンツが見たいわけではないんでしょうね）

　やれやれと溜ため息いきを吐つく理沙。

（まあ、パンツは見たいから見てるんだけどね）

　和馬が溜息を吐いた頃ころ、ざわめきが起こる。

　大浴場に、タオルを纏まとった二人の少女が現れたからだ。

「あら、千里達も来たのね」

　和馬は助かったと胸を撫なで下ろす。これで、話が逸れる。

　一人は身長が低く、艶つやのある長い黒くろ髪かみの少女だ。

　一五〇センチメートルもないロリなボディに、不ふ釣つり合いなほどのけしからんおっぱいを持っている。

　この銭湯の主であり、浴場生徒会の会長である『強行突破　千里』だ。

　恥ずかしげに、下を向いたまま脱だつ衣い所へとやってきた。

　ぎゅっと押し込められたタオルの膨ふくらみに、男達は顔がほっこりと和やわらいだ。

　もう一人も、千里と同じように髪の長い『美少女』だった。

　千里よりは背もあるが、それでも小こ柄がら。華きや奢しやな体をタオルで隠かくしている。

　そのタオルの下には、男のシンボルが存在するのだが、そんなことを感じさせない。

　何かに怯おびえるようにキョロキョロと辺りを見回しながらやってきた。

「な、なんて可愛かわいい」

　と呟つぶやく男がいる。

　計算通りだと和馬が頷うなずいていると──

「でも、あの子男なんだよね」

　………………空気が、凍こおり付いた。

　脱衣所で、一連の生徒会会議を見ていた男が、つい残念そうに呟いてしまったのだ。

「おい、バレてんじゃないかよ」

　ずいずいと湯船までやってきては、みんなに聞こえるレベルの小声で拓哉は言う。

「……完っ全に、失敗したわ。すまん」

「ええー」

　言い訳もされなかったことに、拓哉はただ驚おどろいた。

「まあでも、入りなさい入りなさい」

　ちょいちょいっと手招きされるが、どう見ても入れる隙すき間まはない。

　仕方が無いと和馬が湯船から上がり、そこへ拓哉が浸つかる。

　次の瞬しゆん間かん、まるで歯車が動き出したように、男達が蠢うごめいた。

「うぇ？　のわっ！　ええ？」

　ぐるぐるごちゃごちゃと人が入れ替かわり、拓哉は男湯の中心に追いやられる。

　拓哉は、誰だれの目にも可愛い。

　それならいっそ、この可愛い男と混浴しよう。

　そんな思いがそこにはあった。

　洗せん濯たく機きのように、ぐるぐる回って渦うずを作る。

「あいつ、旅立っちまったな」

　和馬はそんな様子を巣立っていく雛ひな鳥どりを見るように眺ながめていた。

「拓哉さん、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　心配そうに、千里が見つめている。

「ああ、見ろあの歓迎のされっぷりを。ニューハーフでもこうはいかない。あいつは、女子として認められたんだよ」

「だったら、女湯に入ればいいんじゃないですか？」

　千里の問いに、和馬は答えなかった。

　女湯に浸かって文句を言われなければ、それはそれで女子として認められたことになるのではないかと思った。

　だが──そんな姿より、人間洗濯機状態でもみくちゃにされる姿の方が面おも白しろい。

　だから、答えなかった。

（これじゃ、明日菜と変わらないな）

　ぽりぽりと頭を掻かいて、和馬は反省する。

「千里さんの案でいこうか」

　そして、和馬は千里に笑え顔がおを向けながら、溜息を吐いた。

　一つ、大人の階段を上ったような気がした。
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『行こう雲うん流りゆう水すい　和かず馬ま』はいつも『筋すじ肉にく食堂』で朝食をとる。

　どこからどう見ても老舗しにせと言わざるを得ない、古くさい木造建築。

　引き戸を開ければガラガラと音がして、呼び鈴りんいらずだ。

　椅い子すは硬かたくて背もたれは垂直。

　テーブルには醤しよう油ゆ差しのあとが日焼けのように残っている。

　そんな、客も全然入ってこない場所に毎日和馬が通い続けている理由は、『納なつ豆とう』が美お味いしいからだ。

　子供ばかりの升ます々ます学がく園えんにおいて、納豆の味にこだわる店は少ない。

　最高級だとか、ブランド物である必要はない。

　ただ、ちゃんとした納豆が食べたい。

　それだけだ。

　そう、別に、幼おさな馴な染じみのおっぱいを触さわるために、通っているわけではないのだ。

　和馬はちりちりのアフロにされながら、静かに『鮭さけ納豆定食納豆マシマシ』を食べていた。

「あーもう、その手て癖くせ、どうにかならないわけ？」

　従業員の女の子、『豪ごう華か絢けん爛らん　理り沙さ』はイライラと呆あきれを表していた。

　子供しかいないこの升々学園において、男子達には目に毒なダイナマイトボディ。

　なぜ目に毒なのかというと、彼女は貧びん乏ぼうで、着ている服のサイズが小さいからだ。

　少し屈かがめばパンツが見えるし、その爆ばく乳にゆうと称しようされるごっつボインは服にいやらしいシワを常に作る。

　さらに上から着けているエプロンが、何とも言えない大人なエロさを醸かもし出していた。

「反省しています。もうやりません」

　和馬は椅子の上で正座していた。

「常習犯ほどそう言うわよねー。一〇〇万回聞いたわ、それ」

　呆れ果てた様子で、理沙はお盆ぼんでべしっと和馬を叩たたいた。

「肋ろつ骨こつが折れたわ」

　お腹なかを押さえながら、和馬は人差し指を立てる。

「なんで頭のダメージがそっちにいくのよっ！」

　べしべしべし。お盆アタックが続けられる。

「肋骨が三本折れた、三本」

　指をもう二本立てる。

「折れないわよ！　いやもう全部折れて、そのまま死んでしまいなさいよ……もう」

　明あ日す菜なのときはスルーされたが、理沙はちゃんと最初から構ってくれる。

　同じ幼馴染みでも、やはり二人は正反対。

　同じツンデレでも、差があるのだ。

　そんな違ちがいに、和馬は思わずニヤついてしまった。

「何よその顔。ムカつくわー。生まれてこなければ良かったのにって思うわー」

　べしべし。べしべし。リズミカルなお盆アタック。

　そんな一部始終を見ていたのは、『あっち剥むいてほい』というＳＦ小説を読んでいたツインテールの少女『国こく士し無む双そう　殺さつ気き』だった。

　彼女はこの筋肉食堂を経営している早そう雲うん生徒会の会長。いつも眠ねむいのか世間に興味がないのか、目を半分ぐらいしか開いていない少女だった。

　そのジト目でそんなやりとりを眺めていた殺気は、ぼそりと呟く。

「……ねえ……和馬はどうして……私にセクハラしてくれないの？」

　………………え？

　和馬はそんな疑問に、唖あ然ぜんとして答えに困っていた。

「されたいの？」

「……抱だきしめて……欲しい……大好き」

　殺気は、知っていた。和馬がおっぱいを触るのは、理沙『だけ』であるということを。

　そこには、絶対に切れない絆きずな。信しん頼らいが存在することを。

　そして、自分もそうありたいと思っていた。

　しかし、和馬はそれに気付かない。

　殺気の表情からは、何も感情が読み取れないでいた。

　じっと見つめ合った後、和馬は飄ひよう々ひようと理沙に言う。

「聞いたか理沙。中にはこういう子もいてはるんでっせ～？」

「何よその下品な喋しやべりは」

　こうやって誤ご魔ま化かすしかなかった。

　殺気が何を考えてここにいるのか。それすらも分からないまま、ただ誤魔化すしかなかった。

（……気長に……いこう）

　殺気は、諦あきらめて本を読むことにした。いつか、きっと和馬は気付いてくれるだろう。

　殺気の内に秘ひめた思いを。この食堂に残っている思念を。

「ところで、詰つまるところ、今のお前は何カップなわけ？」

　ずいっとお盆アタックを払はらい除のけて顔を近づける和馬に、理沙は体を少し引いた。

「い、言うわけないでしょうが」

「つまり、詰まるところ、詰まらない話だけども、どれだけ詰まっているのか──」

「もうわけ分かんないから。……はあ、ホントやめるべきだったわ」

　ずずずいっとさらに近づいてくる和馬の顔を、理沙は押しのけて溜ため息いきを吐つく。

「何を？　俺に千ち里さとさんを紹しよう介かいしたこととか？」

「それもあるんだけど──」

　理沙は口ごもる。

　その態度だけで、和馬は迫せまるのをやめて、引きつった笑みを浮うかべた。

「お前まさか……また俺のことを誰かに紹介したんじゃないだろうな？　さすがに次はおっぱい揉もむぞ？」

「さっき揉まれてるから、いくらでも紹介していいって意味に聞こえるわ。あんたは最低の変態だけれど……残念ながら、私が知る中で一番頼たよりになるのよね」

「それだったら他ほかにもいるだろ。譲じよう一いち兄さんとか、明日菜とか」

「扱あつかいにくいわよ。あの二人は。……それに困ってる人は、放ほうっておけないでしょ？」

「別に、放っておけるけど──」

「千里が」

「ああ」なるほど、と和馬は頷うなずいた。

　理沙はこう言いたいのだ。

　あんたに頼たのむんじゃない。千里に頼むんだ。──と。

　千里が生徒会長をしている『浴よく場じよう生徒会』を一いつ緒しよに作った手前、絶対に和馬は手を貸すだろう。

　だから、理沙は商談相手に千里を紹介する。

　千里はお世辞にも、役に立つとは思えないほどにバカだ。

　だから、千里を紹介してもピンと来ない。

　だが、和馬は違う。

　彼には伝説的な逸いつ話わがいくつもあるのだ。

　最近ならば、作りたての生徒会で、会員数一〇〇万人を超こえる一六位を叩き潰つぶした──とか。

　そんな和馬とセットで千里を紹介することで、理沙は仕事を取ってくる。

　困ってる人を助けるという『小こ遣づかい稼かせぎ』をしているのだ。

　一番の問題は、和馬がセクハラすることで、その仕事が白紙に戻もどるということ。

「もしかして、今から紹介した奴やつが来るんじゃないだろうな？」

「いや、そうなんだけどね。やっぱりあんたのセクハラが気になってさ。ほんっと、そこだけなのよね。セクハラさえしなければ──」

　和馬の耳に痛い言葉を連発する理沙。

　それはまるで、セクハラさえしなければ、理沙は和馬に惚ほれているとでも言いたげな様子だった。

「お前にセクハラするのは、それでも俺を好きでいてくれるからだよ」

　なんてからかってみる。

　殺気は本に向けていた視線をちらっと和馬に向けた。

　その眼まな差ざしには羨せん望ぼうが込こめられていたが、いかんせんジト目で和馬でも分からない。

「んなっ！　バっっっカじゃないのっ！　いつ誰だれがあんたを好きだなんて言ったのよ！　大っっっっっっっ嫌きらいっっっっ！　死ねっ！」

　理沙は顔を真っ赤に染めて、和馬の後頭部にチョップを入れる。

　次の瞬しゆん間かん、ボンと爆ばく発はつ音が鳴り響ひびき、和馬のアフロは二〇％増量された。

　理沙のフィクション能力『夜警レンブラント・フアン・レイン』はオーラ範はん囲い内にあるもの全すべてを爆破する。その規模も数も自由自在。

　乙おと女め心ごころが爆発するとき、よく和馬も爆発する。

　素す直なおじゃないんだから──なんて乙女のようなことを思いつつ、和馬は食事を続けていると──

「失礼する」

　綺き麗れいな声がして、和馬は思わず箸はしを止めた。

　件くだんの女性がやってきた。と、和馬は瞬時に理解する。

　しかし、身構えたわけではない。

　あまりにも綺麗な声で、あまりにも和馬の耳に残る声で、つい箸を止めてしまったのだ。

　がらがらがらがら……

　台風でも来ればたちまち壊こわれてしまいそうな引き戸を開けて、美しい少女が入ってきた。

　それは、美少女という言葉では言い表せないほどに、和馬の心を惹ひき付けた。

　千里や拓たく哉やだったら、初対面の相手に対しておどおどと挙動不ふ審しんに陥おちいるだろうが、彼女は違った。威い風ふう堂どう々どうとした立ち振ふる舞まい。真まっ直すぐに和馬のところへやってくると、向かいに座った。

　満面の笑えみを浮かべて、白魚のような手を和馬に差し伸のべる。

「君が和馬くんだな？　初めまして。私は『天てん衣い無む縫ほう　綾あや音ね』という者だ。歳としは一六。君と同じだな」

　和馬は握あく手しゆが好きだった。

　最も簡単で、最も気き兼がねなく出来る最初のセクハラ。

　すっと差し伸べられた右手を掴つかむと、包み込むように優やさしく左手を添そえて、両手でしっかりと握手する。

　ほんのりと暖かい体温と、柔やわらかくすべすべした手。

　漆しつ黒こくの長い髪かみと、それと反比例するように透すき通るようなきめの細かな白い肌はだ。細ほそ面おもての端たん整せいな顔に、信念を曲げることがなさそうな意志の強さを映し、凜りんとした眉まゆ、瞳ひとみ、唇くちびる、そして声。

　和馬はその絵に描かいたような顔よりも、その声に魅み了りようされていた。

　綺麗な女性というのは、どこか冷たさを感じさせる。

　彼女が冷たさを感じさせなかったのは、天使のような明るい声を持っていたからだろう。

（まるで、女め神がみ……だな）

　初めて彼女に会った感想が、それだった。

「握手、長くない？」

　理沙がすでにオーラを纏まとっていた。

「もう災さい厄やく～。綾音さんに触ふれるなんてセクハラだセクハラっ！」

　その綾音の後ろに控ひかえていたのは──小学生ぐらいの可愛かわいらしい幼女。

　自分から仕し掛かけた握手でセクハラだと批難するなら、この世はセクハラ祭りだろう。セクハラインザスカイ。

　幼女は和馬のところへやってくると、チョップで繋つながった男女の手を切り離はなした。

「まるで、ちんちくりん……だな」

　初めて彼女に会った感想が、それだった。

「はあっ？　ちょっとこいつ災厄なんですけどっ！」

　ちんちくりんの髪、綾音と反比例するようにちんちくりんでちんちくりんな体。ちんちくりんな顔に、ちんちくりんそうな眉、目、口、そして声。

　それらがちんちくりんだと感じさせたのは、その小物臭しゆうのする態度のせいだろう。

「あっはは、ちんちくりんとは実に的を射ているな」

　綾音は腹を抱かかえて楽しそうに笑う。

「私の名前は「ちんちくりんでいいや」」

　むっとしたちんちくりんの言葉を、和馬は遮さえぎった。

「あっはははは」そんな様子を見て、綾音はうっすらと涙なみだを流すほど大きく笑う。

　どうやら、ツボに入ったようだ。

　一見、気が強そうで隙すきがなさそうな美人が、こうも大きく笑うなんて。

　やはり、女の子は笑顔が一番だなと、和馬は笑い転げる勢いの綾音を眺ながめていた。

「はあっ？　ちょっとこいつ超ちよう災厄なんですけどっ！　綾音さん、もう帰りましょう！」

「まあそう慌あわてるな。ちんちくりんよ」

「んなっ！」

　綾音にまでちんちくりん呼ばわりされて、ちんちくりんは言葉を失った。

「急にやってきて、すまない。食事が終わるまで待とうか？」

　気を取り直した綾音は、じっと和馬の目を見て話しかける。

　話すときは相手の目を見て話す。

　千里や拓哉のような奥手な人間が最も苦手とする常識的行動だった。

「いや、食べながら話を聞こうか。こんな美人だったら、むしろ大だい歓かん迎げいだね。──おかずになる」

　綾音の胸むな元もとをじっと見つめる。大きさは──お世辞にも大きいとは言えない。

　むしろ貧ひん乳にゆうの部類に入るだろう。

　その部分だけだ。完かん璧ぺきな彼女が唯ゆい一いつ完璧と言えないところ。

　千里とは逆の意味で、不ふ釣つり合いなおっぱいだった。













（この体だったら、千里さんのおっぱいが合うだろうな）

　千里の不釣り合いなおっぱいをこの体に付ければ、正に綾音は向かうところ敵無し。パーフェクトボディと言える。

「か～ず～ま～」

「んっん……」

　咳せきをする理沙の気に当てられて、和馬は言葉を濁にごすように咳をする。

　ちょっとおっぱいを眺めながらおかずにしたいと言っただけでこの威い圧あつ感。

（千里さんだったら、喜んでおかずになります！　とか言うだろうな）

　理沙がおかず＝セクハラだと瞬時に見み抜ぬいたことに、和馬はどこか寂さびしさを感じていた。

　幼き頃ころの、純真無む垢くだった頃の理沙はどこへ行ってしまったのか。

　そう──スカートのまま滑すべり台を滑って、それを下から眺めていた和馬に蹴けりを入れて「ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶ？」なんて言っていた頃が理沙にもあったのだ。

　和馬がパンツを覗のぞいていたことなど知る由よしもなく。

（五年前からすでに爆ばく乳にゆうだったなー）

　しみじみと思う。

「ちょっと、ちゃんと話聞きなさい。何昔を思い出した感じに、淡あわい視線を部屋の端はしへ向けてるのよ？　そんなところに霊れいはいないし、思い出も落ちてないわよ」

　和馬は理沙に冷たく言われて、視線を綾音に戻した。

「で、何をして欲しいって？」

　納なつ豆とうを食べながら本題に入る。

「うむ。施し設せつを取り戻して欲しいのだ」

　綾音は料理を注文しなかった。

　和馬は満面の笑みを見せて、大きく溜ため息いきを吐つく。

　やっぱり、千里と同じパターンだ。何度も聞いた台詞せりふ。

　どうやら、理沙は和馬を私立探たん偵ていや何でも屋に仕立てるつもりなのだろう。

　ちらりと理沙に流し目を送ったあと、綾音の話を聞くだけ聞こうと決めた。

　恨うらみ辛つらみを述べたところで、爆破されて終わりだ。

「一〇〇位以内ランカーと戦うのは勘かん弁べん願いたいがね」

　生徒会の数は一〇四八。それぞれが領地を管理しており、施設を運営している。

　それらはランキングがつけられていて、当然上位ほど施設の数も会員数も多くなる。

　一〇〇位以内ランカーになれば、それは最も早はや和馬一人の手には負えない。

「今週末に決けつ戦せん闘とう兵ひようを仕掛けるつもりなのだ。相手は三五六位。青あお色いろ生徒会」

「三五六位は割と上位だなー。面めん倒どう臭くさそうだ」

「頼たのむ。これを機に、我々も和馬くんと浴場生徒会に助力を惜おしまないつもりだ」

　その言葉に、和馬は少しだけ目を細めた。

　好意的な綾音の笑顔とは正反対の表情に、緊きん張ちようが走った。

「そのためなら、何でも出来る？」

「出来る限りのことをしよう」

　綾音の真しん剣けんな表情に、和馬はきりっとした顔で言った。




「じゃあ、おっぱい見せて」




　すっぱ──────ん。

　理沙が後頭部を思いっきりお盆ぼんビンタする。

「だからセクハラ禁止って言ってるでしょ！　バカ和馬っ！」

「さ、ささささ災厄です！　こいつやっぱり災厄ですっ！　災厄じゃないかなって思ってましたけど、これほどまでに災厄だなんて！　帰りましょうほんと──」

　ちんちくりんが綾音の制服をぐいっと掴んで引っ張っていた。

　綾音はさっと手を上げ、二人を制止させる。

「冗じよう談だんで言ってるのだろう？」

　にっこり。また、必殺のエンジェルスマイルを見せる。

　少しだけ、怒いかりが見え隠かくれしていた。

　んー。和馬は腕うでを組んで少し悩なやんでいた。

　彼女が何者なのか。何を企たくらんでいるのか。もしかしたら、裏があるのでは──と、そこまで勘かんぐっていた。

　理沙が和馬を頼たよる理由──当然、時を止めるという絶大な力もそうだが、その凄すさまじいカンの鋭するどさが一番の理由だ。

　その鋭いカンが叫さけんでいる。

　こいつは怪あやしい──と。

　最後の晩餐ダ・ヴインチを発動させる。

　全すべての時が停止して、有機物も無機物もピタリとその息を潜ひそめる。

　静せい寂じやくだけが支配する世界。

　この力に目覚めて、和馬が最初にしたことは『おっぱいを触さわる』ことだった。

　それは男の夢とも言える行こう為い。

　時を止めたらとりあえず何をしますか？　というアンケートで上位を占しめるのがこういったセクハラ行為だろう。

　だが、残念ながら、『止まった時の中』でするセクハラに、大した意味はなかった。

　おっぱいを揉もんでも、反動が付かないために、凹へこんだら凹んだまま。

　そのぽよぽよ感を味わうことは出来ないし、お尻しりを触っても、そのぷりぷり感を満足には得られないのだ。

　時が止まった世界で触るおっぱいは、ただの脂し肪ぼうに過ぎなかった。

　セクハラは女子の反応までがセクハラ。

　気付かなければ意味はなく、ただ引かれてはセクハラにならない。




　服を脱ぬがす。




　それによって、急に脱がされたという屈くつ辱じよくから、綾音の本心を見れるだろう。

　敵意を表せば──いや、むしろ敵意を表さなければ怪しい。

　服を脱がされるほどのことをされて、尚なお和馬を頼ろうとするのならば、逆に理沙の言うような『困っている人』ではなく、和馬の『敵』と見ていい。

　おっぱいを見せてと先に聞いたのも、この判定の布石。

　それを今、推おし量ろうとしたのだが────和馬は動けなかった。

　凄まじい重力が、和馬を襲おそっていたからだ。

　見れば、綾音がすっと右手を上げていた。

　最後の晩餐ダ・ヴインチで静止させる直前に、重力負ふ荷かを仕掛けていたのだろう。

　解除せざるを得ない。

　動けなければ、時を止めても何も出来ないのだから。

「くっ……」

　解除すると、ずんと重力がさらにのし掛かかってきた。フィクションを全開にしていないと、体が潰つぶれてしまいそうだ。

「やはり、何かするつもりだったか？　残念ながら、そうそうこの体には触れんよ」

　ふふっと笑う綾音に、和馬は不信感を抱いだいていた。

「まるで……俺が何をするかは……知らなかったような物言いだな」

　知らないはずがない。でなければ、時を止める前に行動は起こせないはずだ。

「能力を他言するのは校則で禁止されている。和馬くんがどういった能力を持っているのかは本当に知らない。──が、ふと危機を感じたのだよ」

　すっと手を下ろすと、和馬への重力付加もなくなった。

　危機感──つまり、カンで悟さとったというのだ。そう、和馬と同じように。

　嘘うそか本当かは分からない。ただ、和馬はこの少女の言うことを信じてしまった。

　嘘八百を述べる宗教の教祖達。なぜそれを信者は信用するのか──それは『カリスマ』という力の存在だ。

　綾音の言葉には、どこか人を信用させる不思議な力があった。

「へへー。綾音さんにセクハラなんてさせませんよーだ」

「なるほど、今の重力はちんちくりんの能力か」

「ほう？　どうしてそう思うのだ？」

　綾音は興味深そうに言う。

「させないって言ったからね。『出来ない』だったら、綾音ちゃんの能力だと思ったが。それに、君が自分の手の内を見せるとは思えない」

「あっ！」

　失言をしてしまったと、ちんちくりんは口に手を当てた。

「ふふ、君の前では言葉に気を付けるべきだったな。反省しよう」

「それは、ちんちくりんではなく君自身も失言しているということを言ってるんだろ？」

「ふふ、いやあ、敵かなわないな。──で、私の頼みを受けてくれるか？」

　真まっ直すぐに見つめられる。話題を変えることで誤ご魔ま化かしたいようだ。

「ああ、いいだろう」

　和馬は小さくそう呟つぶやく。真っ直ぐに目を見返して。

「やり」ぐっとガッツポーズをしたのは理沙だった。

「助かる。それでは週末の決戦闘兵、楽しみにしているよ。詳しよう細さいは追って理沙から知らせよう。ではいくぞ──ちんちくりん」

　快かい諾だくに嬉うれしくなったのか、明るい声で返しながら、綾音は立ち上がる。

「ちんちくりんじゃないですぅ～。災さい厄やく～」

「また会えるのを楽しみにしてるよ」

「ああ、こちらこそ」

　綾音は右手を差し出し、和馬はそれに応こたえた。

　がっしりと握あく手しゆを交かわすと、両手で包み込むように左手を添そえる。

　幸せな気分になる握手だった。

　去って行く綾音の後ろ姿に、和馬はぱたぱたと手を振ふる。

　ちんちくりんはそのちんちくりんな舌をべーっと出して、まるで親子のように連れ立って、二人は筋肉食堂を後にした。

「理沙」

「何？」

「こういう仕事をよく持ってくるが──どれぐらい金貰もらってんだ？」

「んー、車が買えるぐらいかなー」

　相当な額だということが分かった。

　躍やつ起きになって紹しよう介かいしてくるのも無理はない。

「受けるからには、おっぱい触らせろ」

「い・や」理沙はにっこりと微ほほ笑えんでそう言うと、そそくさと厨ちゆう房ぼうへと逃にげた。

　和馬はやれやれと首を横に振り、食事の続きを楽しむ。

　一部始終をただ見ていた殺気が、本をパタンと閉じて顔を上げた。

「……すんなり……受けたけど……どうして？　……美人だから？」

　殺気は綾音という人物を、和馬と同じく危険人物として見ていた。

　そして、和馬がそれを見み抜ぬいていることにも気付いていた。

「いや、彼女は何かを企んでいる。俺を頼ったんじゃない。俺に接せつ触しよくを図はかったんだ」

「……どうして……そう……思ったの？」

「生徒会は会員数を調べることは出来ても、名前までは調べられない」

　浴場生徒会は現在、二人だけになっている。

　てっきり、和馬しか会員がいないと思っているからだ。

　会長は自分の生徒会の詳細を見ることが出来るのだが、会長をしたことがなかった千里はその方法を知らず、今でも理沙を勧かん誘ゆうしていた。

「……それが……何？」

「綾音ちゃんはこう言った。『和馬くんと浴場生徒会に助力を惜しまない』──とね」

「……確かに……言っていた」

「知ってたんだよ。俺が浴場生徒会の人間じゃないと。それに、俺の能力も知っていた。……彼女は油断ならない」

「……だったら……なおさら……どうして受けたの？」

「監かん視し下に置くためさ。これ以上探さぐられまいと思ったのか、逃げられたけどね」

　和馬は笑え顔がおを見せて、そして溜ため息いきを吐ついた。

　綾音が和馬のことをどれだけ知っているか。それが問題だ。

　もし、『王』としての和馬を狙ねらっているならば──







　一方──筋肉食堂を出た二人は、対照的な表情をしていた。

「で、どうでした？　綾音さん」

「うむ。少々困ったことになった」

　ちんちくりんは楽観、綾音は困こん惑わくを浮うかべている。

「何かありました？」

「彼は恐おそらく、私が彼を頼ったのではなく、探りに来たと気付いている」

　綾音は困った表情をしていたが、出てきた声は楽しげだった。

　まさか──と、ちんちくりんは顔をしかめる。

「ただの災厄なセクハラオタクじゃないですか。バレてませんって」

「いや、確かに全てを知られてはいないだろう。だが──彼を狙っていることはバレている。確実に、な」

「だったら、なんで受けたんですかね」

「監視下に置くためさ。次に会うときは用心しないと。なかなかどうして、思っていた以上にやり手だよ──我らが『升々学園の王』は」

　綾音はそう呟くと、笑顔を見せて──溜息を吐いた。







　次の日、和馬は国語の授業を受けるため、いつもの教室のいつも座っている席へと向かった。

　升々学園の授業は単位制で、いつどの授業を受けても構わない。

　基本的には、空いている教室、あるいは逆に、人気のある教室を選ぶのだが、中には四月は国語だけ、五月は数学だけといった授業の選び方をする人間がいる。

　国語の授業を行っている教室はいくつもあるのだが、和馬がいつも選んでいる教室は、空調が効きかないために人気がない教室。

　ラーメン屋や居酒屋のカウンター席、あるいは電車などで、隣となりに知らない人間が座るのがあまり好きでは無い和馬は、いつもここを選んでいた。

　ついでに、カバンを隣に置いてガードするのだが──髪かみの長い少女が強ごう引いんに座り込んできた。

　可愛かわいい女の子が座るのなら、話は別。テンションも上がるというものだ。

「聞いてくれ！　とうとうデートまで漕こぎ着けたぜ！」

　声を聞いて、隣にいるのが拓哉であることが分かった。

　顔を向ける前に話しかけてくるほどのテンション。何やら嬉しくて嬉しくて仕方が無いようだ。

　多分鬱うつ陶とうしいだろうと思いながらも、和馬は平然とした顔で返す。

「おー、どこいくんだ？」

「遊園地」

　きらきらと目が輝かがやいている。

　そこにいたのは、ただの『恋こいする乙おと女め』だった。

「デート一発目でそれは、ちょっとハードルが高くないか？　待ち時間に話すことがなくなったら地じ獄ごくだぞ」

「え？　失敗だったかな」

　苦言を呈ていされて、拓哉は少し不安げな顔を見せる。

　それを見て、和馬は安心させようとしたのか、作り笑いを向ける。

「逆に利用出来そうだ。買い物から始めようか。着ていく服を買いたいって言えばいい」

「な、なるほど。確かにデートと言えば、買い物だよな」

「その気があるなら買ってくれるだろう。相手の本気度も測れるな」

「た、確かに、ボクも好きな子に欲ほしいモノがあるって言われたら、買いたくなるな」

「まあ、気があるだろうし、昼食にいくときとか、きっと男が払はらうと言ってくるね」

「奢おごって貰ってばかりは気が引けるなー」

「いや、昼食は奢って貰う方がいい。男は主導権を握にぎりたがるんだ。まず──握らせる」

「分かったぜ！　じゃあ今から電話してみる。ありがとな！」

　満面の笑みで嬉しそうに拓哉は出て行った。

　ついでに授業受けていけばいいのに。なんて、拓哉の後ろ姿を眺ながめていた──

「恋しちゃってますねー」

　──人物が和馬の他ほかにもう一人いた。

　いつの間にそこにいたのか、強きよう行こう突とつ破ぱ千里が和馬の背後からぽーっと拓哉を見つめていた。少し羨うらやましそうに。

「そうだな。恋をする分には、問題ない」

　和馬はこう考えている。恋とは〇から一で、愛とは一から一〇であると。

　一ひと目め惚ぼれをして、デートをして、遊んで、心を通わせる。

　そんな恋をする分には、問題がない。

　ただ、愛するには──

「ねえね、和馬さん」

　千里がきらきらと輝く純真無む垢くな瞳ひとみを向けていた。

「よからぬ企たくらみを感じるけど……なんだ？」

「拓哉さんのデート、見に行っちゃいましょうか」

　口に手を当てて、小声で提案する。

「そうだな。どんな男に恋をしたのか、見ておきたいところだし」

　なんて、バカな計画を立てていると──

　だだだだだ……

「聞いてくれ！　今週末に買い物いくことになったぜ！」

　だだだだだ……

　オーラを纏まとってまでの全力疾しつ走そうで、机にぶつかるぐらいの勢いで和馬の所へやってきた拓哉は、電話の結果だけを告げると、神速で去って行った。

　それは、正に刹せつ那なの出来事だったろう──

　恋に一生懸けん命めいなところが微笑ましくて、千里はくすくすと笑ってしまった。

「拓哉さん、可愛いなぁ」

　対して、和馬は少し渋しぶい顔をしていた。

　千里と一いつ緒しよに拓哉のデートを見守りたい気持ちはあるが、その日は綾音の決戦闘兵を手伝う約束をしている。

　すっぽかして千里と遊びに出かけるか？

　それとも、綾音を優先すべきか？

（いや、むしろ好都合だな）

「どうかしました？」

「千里さん。残念だけど、今週末は用事があるんだ」

　和馬は、綾音を取った。

　だが、千里をないがしろにしたわけでも、拓哉の行く末に興味がないわけでもない。

　むしろこれは、千里のためを思ってのことだ。

　和馬は、綾音の件に、千里を巻き込むつもりはなかった。

　千里が拓哉を見守っている間に、綾音の件を終わらせてしまおうと和馬は考えた。

「そうですかぁ。じゃあ、次のデートを一緒に見に行っちゃいましょう」

「千里さんとデートしたいかな」

「ふぇ？　…………ふぇえええっ！　わ、私なんかとですか？」

「なーんてね」

「もう……からかわないで下さいよぉ～。びっくりしましたぁ」

「いやあ、千里さんが可愛くて、ついね」

「もぅ……おっぱい見ながら言わないで下さい」

　ぺろっと舌を出す千里。

（やっぱり、この子を巻き込みたくはないな）

　和馬はからかうことで、今週末に何をするのか？　という質問を回かい避ひした。







「へえ、で、私が呼ばれたわけか」

　理沙と千里は建物の陰かげに隠かくれて、駅前で待っているひらひらのワンピース姿をした拓哉を眺めていた。

「一人で後を付けるのは……その……何というか、怖こわくて」

「まあ、今日のバイトは千里のところだけだったし、別にいいけど」

　人ひと混ごみに紛まぎれて、見失いそうになるが、バレる危険性があるため、よーく見るわけにはいかなかった。

　ハチマキをリボンに替かえた拓哉は、目を見張るほどに可愛かった。

「どんな方なんですかねぇ～？」

「拓哉の惚ほれた相手？　さあ、どうせジャニーズ系でしょ？」

　拓哉は壁かべを後ろにして、きょろきょろと辺りを見回しながら立ち尽つくしている。

　かかと立ちをしたり、つま先立ちをしたりと、交こう互ごにぶらぶらと体を揺ゆらし、暇ひまを持て余あましていた。

　どうやら、約束の時間より早く着いたようだ。

　何人か、通りかかった男が拓哉に声を掛かける。

　だが、拓哉はその都度顔を赤く染めて首を横に振ふっていた。

　見るからに可愛い女の子が、一人で駅前にずーっと立っているのだ。

　ナンパぐらいはされるだろう。

　しかし、拓哉はずっと女の子らしいことを否定してきた。

　男らしくあろうと生きてきた。

　だから、ちょっと女の子らしい格好をしただけで、夜の自じ販はん機きに群がる蛾がのように男が寄ってくることに驚おどろき、そして照れていた。

　一〇分、二〇分──

　およそ三〇分ほど経たった頃ころ、それは現れた。

　トーテムポールのように顔を並べて覗のぞいていた二人は、唖あ然ぜんとして口を開ける。

　そしてそのまま、千里は思わず顔を手で覆おおった。

　男前──と言えないこともない。

　髪をセットするようなこともない。

　身体的な特とく徴ちようもない。

　ただ、一つ言えることは──

「な、なんで……なんで裸はだかなんですかっ！」

「私に言われても分かんないわよ！」

　拓哉に声を掛けたのは、服を着ていない青年だった。

　もうすぐ暑くなってくる季節ではあるが、まだ長なが袖そでの人間ばかり。

　青年は、コートも、ジャケットも、ベストも、カーディガンも、シャツも、ズボンも下着さえも身に纏っていなかった。

　カバンを肩かたから下げて、スニーカーを履はいている。

　ただ、それだけだ。

　そんな彼と、拓哉は手を取り合って歩き出す。

　二人とも、とても清すが々すがしい笑え顔がおだった。

「話には聞いてましたけど……まさか本当だったなんて……ああいうファッション、流は行やってるんですかね？」

「周りを見てみなさい。誰だれもやってないから」

　千里と理沙はそんな二人の後を付けるために、ちょこちょこと足音も立てず次の建物の陰へ移動する。

「……じゃあ、個性的な人ですねぇ」

「あれを個性的で終わらせるには無理があるわ」

「あ、デパートに入るようですよ？　後を付けましょう！」

「後を……まあいいけど」

　デパートの中だと、人ひと影かげぐらいにしか隠れることが出来ない。特にエレベーターやエスカレーターは尾び行こうが難しい。

　ひょこひょこと慣れない行こう為いを続ける。

　だが、問題はなかった。

　休日ということもあってか、人が多い。

　拓哉は『ほぼ全ぜん裸らの男』に夢中で、後ろを振り返ることなど一度もしなかった。

　エスカレーターに乗るときに、千里と理沙は身を屈かがめてカバンで顔を隠したりもした。

　だが、そんなことをせずとも、バレはしなかったろう。

　なんなら、真後ろにいても気付かない可能性があったろう。

　それほどまでに、拓哉はほぼほぼ全裸の男に入れ込んでいた。

　六階までエスカレーターであがると、そこはレストランフロアだった。

「まずはお食事みたいですね。私達も入りましょう！」

　ストロベリーなパンケーキが今オススメなのだろう。入り口に看板が立て掛けてある、パスタ屋さん。

　この中に、二人は入っていった。

　時刻は午前一一時。

　一二時を回れば客が増える。そうなる前に食事を済ませてしまおうと考えたのだろうと、千里は推察する。

「千里、お金持ってるの？」

　理沙が心配になって聞いた。

　デパートのレストランフロアともなれば、パスタで一〇〇〇円を超こえることもザラにあるだろう。

　ほんの二週間ほど前まで、千里は毛布一枚しか持っていなかったはずだ。

　一食に一〇〇〇円掛けるほどの余よ裕ゆうはないはずだ。

　だが──

「和馬さんや理沙さんのおかげで、浴場生徒会の経済面は温かいんです！　……会員数は一向に増えませんが」

　ぐっとがま口財さい布ふを持った手でガッツポーズを取ったあと、かくんと項うな垂だれる。

　千里と一緒にいたいと思う人間がいないことはない。

　しかし、会員になるというのは難しい。

　生徒会の会員は、所属する生徒会の施し設せつを無む償しようで使うことが出来る。

　コンビニや飲食店のような施設を持たない限り、入る人間はいないだろう。

　生徒会の施設を作るにあたって、一番最初に作るべき施設は、銭湯ではない。

　もっと生活に密接した、必ひつ需じゆ品ひんを扱あつかう施設だ。

　それを作らなかったことが、会員数の増えない原因だった。

「私、外食するほど余裕ないのよね」

　理沙は困ったように看板の値段を眺ながめていた。

「奢おごらせて頂きます！　理沙さんが稼かせいだお金みたいなもんですから！」

　浴場生徒会の売り上げは、ほぼ理沙のおかげだ。

　爆ばく乳にゆうの女の子と混浴出来る。というそんな触ふれ込み一つで、毎日のようにロッカーが足りないほどの客がやってくる。

　いわば、理沙だけで保もっているのだ。

「そう？　ふふ、頑がん張ばった甲か斐いがあったわ」

　二人で笑いながら、店内へ。

　二人はパスタを頼たのまず、オススメっぽいストロベリーのパンケーキセットを頼む。

　ドリンクが付いてくるので、理沙はホットレモンティー。千里は──

「アイスコーヒーをお湯割りでお願いします！」

　ふふん。と自信ありげに注文した。

「は？　え？　…………は？」

　注文を取りに来たウェイトレスさんも、これには言葉を失っていた。

　千里の輝かがやくような表情から、冗じよう談だんで言っているようには思えなかったからだ。

　大人の飲み物、コーヒー。それを大人な頼み方である『お湯割り』で頼むのが、千里の、そして和馬のマイブームだった。

「気にしないで、適当にアイスコーヒーを持ってきて下さい」

　理沙は溜ため息いき交じりでウェイトレスに言う。

「かしこまりました～」

　ウェイトレスのお姉さんは思っていた。

　あ、この子、バカなんだ──と。

　理沙も確かにそう感じていた。

　そう感じていたが、訂てい正せいはしなかった。

（この子は、バカでいいわ）

　千里が千里らしくいること。それを理沙は尊重したかったのだ。

「理沙さんは、何にお金を使ってるんです？」

　注文が来る間に、千里はきょろきょろと辺りを見回し、拓哉を探しながら話しかける。

「私は……姉さんの生徒会を守る義務があるのよ」

　さらっと返しながら、理沙は人差し指を窓まど際ぎわに向ける。

　そこには、ミートソースのパスタに思いっきりタバスコをぶっかけている拓哉と、カルボナーラに思いっきり粉チーズをぶっかけている、ほとんど裸の男がいた。

「お姉さんの……」

「生徒会存続には、施設が必要。まあ千里のところは和馬がなんとかしてくれるでしょうけど、普ふ通つうは土地代を払はらい続けなきゃいけないのよ──どれだけ吊つり上げられても、ね」

「でもでも、施設があるんだったら、他でバイトする必要ないんじゃ」

「姉さん、俗ぞくに言う不治の病やまいって奴やつでねー。ずーっと寝ねたまま起きないのよ。生徒会長が寝たままだし、会員は全員他へ移っちゃって、決戦闘兵も出来ないし、施設の運営も出来ない。ただ垂れ流しでお金だけが必要になるってこと」

「大変なんですねぇ……じゃあ！　私、理沙さんにもっといっぱいお給金出します！」

「それは助かるわね。でも、もうすぐ……まとまったお金が入りそうだし、無理しなくても良いわよ」

　なんて話していると──

　パンケーキが届いたので、千里は満面の笑えみでフォークを取り出した。

　理沙は内心、助かったと思っていた。

　あまり、姉の話をしたくはなかったから。

　千里の笑顔を、奪うばいたくはなかったから。







　ゆっくり食べていると、拓哉とおおよそ裸の男は席を立ち、危あやうくバレそうになった二人はメニューで顔を隠かくしてやり過ごした。

「急いで食べないと」

　千里が囁ささやいた次の瞬しゆん間かん──理沙は食事を終えていた。

（ま、負けてられません！）

　千里はフィクション能力『民衆を導く自由の女神ドラクロア』を発動させる。

　光速で移動出来る能力──それはただ走るだけではない。

　光速でナイフとフォークを扱えるし、光速で咀そ嚼しやくすることも出来るのだ。

「はうっ！　頬ほおの内側噛かみましたぁ」

　急ぎすぎた千里は、口を押さえながら涙なみだ目めになり、んーっと唸うなっていた。

　これはもう、確実に明日、口こう内ない炎えんが出来るだろうと想像しながら、なんとか食べきり、会計を済ませる。

「今後、飲食店で尾行するときは、ドリンクだけにするべきね」

　そんな理沙の反省に、千里は同意してこくりと頷うなずいた。







　デパートをうろつく拓哉とおおよそ全裸の男。

　その後ろを、二人の少女が忍しのび足で付いていく。

「なんであんなに怪あやしいのに、みんなスルーしてるんですかね？」

　どうしても、千里は納なつ得とく出来なかった。

　ほぼ全裸の男を、おかしいと思ってる人間はいないのだろうか？　と。

「好きの反対は嫌きらいじゃなくて無関心ってことじゃない？　誰だれも、あれに関かかわりたくないでしょう？」

「そんな方でもあんなに好きになるなんて、素す敵てきですねぇ～」

　きらきらと輝く目で、マネキンの陰かげから覗のぞく千里。

「………………どこが？」

　そんな千里を見下ろす理沙。

　そんな会話をしていると──

「あのー、すいません」

　おどおどした顔の少年が、申し訳なさそうに話しかけてきた。

　まさか声を掛かけられるとは思っていなかった理沙と千里は、びくんと体を強こわばらせる。

　実は彼、ずっと理沙を尾行していたのだ。

　まさか、尾行している理沙が尾行されていたなどと、考えるわけもなかった。

（まさか……拓哉さんにバレたんじゃ……）

　あわあわと今にも泣き出しそうな千里と、引きつった笑みの理沙。

　呆ぼう然ぜんとして声も出せずにいると、少年は言葉を続ける。

「いや、嬉うれしいなー。こんなところで会えるなんてー」

　興奮しているのか、少しだけ吐はく息の量が多い。まるで憧あこがれの芸能人にでも出くわしたかのようだった。

「ずっと声掛けてみようと思ってたんですけどー」

「誰よあんた」

　理沙は睨にらみ付ける。

　理沙の嫌いな男ランキング一位は、『ナンパをしてくる男』だ。第二位は『チャラい男』で、第三位は『くちゃくちゃ音を立てて食べる男』だ。

　今すぐにでも爆ばく破は出来るよう、オーラを纏まとわせていた。

　だが、少年はそんな理沙の威い嚇かくに、より興奮した様子で掌てのひらに滲にじんだ汗あせをシャツで拭ぬぐう。

「すいません、あのー。握あく手しゆして貰もらっていいっすか？」

　申し訳なさそうな顔で、控ひかえめな声で、少年は言った。

「………………は？」

　意外な言葉に、理沙は戸と惑まどう。

「あれ？　あのー、『乳にゆう帝てい』の方……ですよね？」

　理沙の反応に、少年は少し不安になりながら尋たずねる。

「は？　は？」

　何を言われているのかが全然全く分からない理沙は首を捻ひねるばかり。

「世界三大おっぱい、『乳帝』の豪華絢爛　理沙さんですよね？」

　少年の言葉に、理沙は全すべてを理解して、とうとう頭を抱かかえてしまった。

「さすが理沙さん！　有名な方だったんですね！」

　千里は嬉しかった。

　世界三大なんたら。

　それは、キャビアやパンダやルーブル美術館やバスター・キートンやブルーバナナに匹ひつ敵てきするような響ひびき。

「有名も何も、人間国宝ですわー」

「へー」少年の補足に、千里はより一層感心していた。

「ちょ、ちょっと待って！　何よその不本意なタイプの人間国宝は！」

「先週辺りに認にん定ていされた──あれ？　豪華絢爛　理沙さんですよね？」

「まあ……そうだけど……」

　名前は、間ま違ちがっていない。人間違いをしているようではない。

　それを再確認した末──

「いやあ、嬉しいなぁ。こんなところで乳帝の方に会えるなんて～。握手して貰って良いですか？」

　会話は振ふり出しに戻もどった。

（リセットボタンを押した気分だわ）

　改めて握手を求められ、理沙はもう面めん倒どう臭くさくなり、握手に応じた。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　政治家かと思うぐらい、しきりにお礼を言いながら去って行く少年を見て、理沙はある真実に気付く。

（和馬の仕し業わざね……なるほど、浴場生徒会が繁はん盛じようするわけだわ）

　やれやれと溜息を吐つきながら首を横に振る。

　そう、理沙を『世界三大おっぱい』に認定し、『乳帝』という称しよう号ごうを与あたえたのは、理沙の推測通り和馬だ。

　どうしてそんなことをしたのか。

　浴場生徒会の銭湯は混浴だ。

　だからといって、連日連夜ロッカー不足に陥おちいるほどの満員にするのは困難。

　普通に運営していても、すぐに資金不足に陥って施し設せつを手放すことになりかねないだろう。

　だから、売り文句を付加したのだ。

　世界三大おっぱいに認定された、国宝級のおっぱいと混浴出来る。

　そう触ふれ込めば、そりゃあ一回ぐらい、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りたいと思うのは男として当然。それが、思春期ばかりの子供しかいない升々学園ならばなおのことである。

　知らない間に変な称号を得ていたことに戸惑っている理沙と、相変わらず楽しそうな千里は、拓哉と概おおむね全ぜん裸らの男をずっと尾び行こうしていた。

「あ、足を止めましたね」

「どこへ入るのかしら？　あっ！」

　今まで全く振り向いたりしなかった拓哉が突とつ然ぜん、キョロキョロと辺りを見回しだして、千里と理沙は近くのマネキンの陰に隠れた。

　挙動不ふ審しんな拓哉。明らかに、人目を気にしている。

　だが、バレたという感じには見えない。

　ふう。千里と理沙は同時に安あん堵どの息を吐いた。

「危ないところだったわね」

「はい、完一いつ徹てつでした」

「間かん一いつ髪ぱつって言いたかったの？　完全徹てつ夜やと頑がん固こ一いつ徹てつが合体した新語になってるわよ」

　二人はふふふと小さく笑い合って、そーっとマネキン越ごしに拓哉を観察する。

「し、下着売り場……」

　拓哉はとても恥はずかしそうな顔で、そして裸はだかの男はとても楽しそうな顔で下着売り場へと入っていく。

　拓哉が挙動不審になるのも、無理はなかった。

　女性下着売り場──それは男子にとって、女子トイレに匹敵する入りにくさだ。

　拓哉は初めて女性の下着売り場に足を踏ふみ入れたわけで、恥ずかしさで一いつ杯ぱいだった。

「凄すごい光景ね。どこからどう見ても変態だわ」

　理沙が呆あきれるのも無理はないだろう。たとえカップルだろうが、男が女性下着売り場にいるなんて嫌いやな気持ちになるだろう。

　それが、女装した男と九く分ぶ九く厘りん素すっ裸ぱだかの男だとすればさらに。

「あ、風紀委員が来ちゃいましたよ」

「そりゃ通報されるわね」

　二人の目の前で、『風紀委員』の腕わん章しようを着けた学生がぽんぽんと裸の男の肩かたを叩たたく。

　升々学園における風紀委員は、警察と同じ。

　ちょっと、お兄さん。ちょっと交番までご同行願えますか？

　そんなことを言われているのだろう。

　だが──

「え？　えええー？」

　千里は驚おどろいた。

　シンプルに、ただただ、驚いた。

　風紀委員の女の子が、裸の男を許したのだ。

　風紀委員とは言え女の子。顔を赤く染めて、もじもじするのは当然と言えるだろう。

　見ているだけでも恥ずかしい、ほぼ素っ裸なのだから。

　見るに堪たえない。

　そう思うのも当然だ。

　だが──違う。

　その表情は、拓哉と同じ──まるで、恋こいする乙おと女めのようだった。

　少し会話をして、大きく笑って、去って行く。

　お咎とがめなし。

「逮たい捕ほされないなんて……この学園の風紀ってじゃあ何なのって感じね」

　納なつ得とく出来ないでいる理沙は、相変わらず呆れ顔だった。

　今日は一日中この顔ではないだろうかと千里は思う。

　もじもじしたまま、風紀委員は帰ってしまったのだ。

　これには、通行人も困こん惑わくする。

　法規的機関からお墨すみ付つきを頂く姿を見せられては、誰も文句が言えない。

　警察と繋つながってるヤクザを見ているような気分だった。

　何も出来ない。

　見ていたくもない。

　関わりたくない。

　そんな男の腕うでを、誇ほこらしげに抱だく拓哉に、千里は──

「愛って凄いですね……」

　感心していた。

「まあそうね。あそこまでいけば逆に感心するわ。私達の感性がおかしいように思えてくるわよね」

「あ、可愛かわいい」

　もう少し近づこうとした千里は、目の端はしにちらりと映った服に興味が移ってしまった。

「ふふ」っと、理沙は思わず笑ってしまった。

「な、なんですかぁ」

　急に笑われて、千里は恥ずかしそうに返す。

「服を見つけてから可愛いまでが早すぎるわ。そういうところも光速なのね」

「そんなことないですよぉ。そんなことより拓哉さんを追わないと！」

　下着を買うつもりはなかったようで、うろうろした拓哉と大筋全裸の男は隣となりの靴くつ屋やへ入ってしまった。

「ふふふ。あー、だめ。なんかツボ入っちゃった」

　口に手を当てて、くすくすと笑う理沙に釣つられて、千里も笑ってしまう。

　さっき拓哉達がいた下着売り場まで移動したところで──

「あ、あれ可愛い──はっ！」

「あっはははは！」

　無意識に光速可愛いをやってしまい、また二人で笑った。

「でも、つい言っちゃいますよね」

「どれどれ。ちょっと見ていきましょうか」

「でも拓哉さんが」

「幸せそうだし、いいんじゃない？　大した事件も起こらないでしょう」

　理沙は正直なところ、拓哉なんてどうでも良かった。

　それより、ショッピングを楽しむ方が、有意義だ。

「むー」千里は悩なやんでいた。

　理沙の言っていることは正しいのかもしれない。

　せっかく付いてきて貰もらってるのだから、自分のわがままよりも理沙のしたいことをさせてあげたい。

　でも、拓哉のことも気になる。

　頭の中で、悪あく魔まがこう囁ささやいている。

『ふぇっふぇっふぇ、もう楽しく理沙さんと買い物しちゃいましょうよ』

　頭の中で、天使がこう囁いている。

『………………オッケーですっ！』

　頭の中で、一いつ般ぱん人がこう囁いている。

『悪魔を信じるかって？　そんなモノ、サンタと同じ。正体は──俺の親おや父じさ。ハーッハッハハハ』

　そして、理沙がこう囁いている。

「見てこ？」

「…………見ていっちゃいますか」

　千里はついに折れた。

　拓哉だったら、きっと大だい丈じよう夫ぶだろう。

　あれほど幸せそうにしていたんだし、風紀委員ですら容よう認にんしてしまったんだし。

「で、どれが可愛いって？」

　理沙の言葉に、千里はシルバーラメの入ったパンツを手に取る。

「これとか、かっぴかぴで可愛いですー」

「ぴっかぴかね。かっぴかぴだと、なんかに汚お染せんされてるように聞こえるから」

　続いて、その隣にあったピンクの下着を手にする。

「それよりこれ見て下さいよー。可愛くないですか？」

「まあ、それなりにね」

「和馬さん、こういうの好きですかね？」

「あいつ、ショーツだったらなんでも好きだと思うわよ」

　さらに、千里はブラジャーを手にして、「んー」と唸うなっている。

「これ……んー……和馬さん好きかなぁ」

　なぜ和馬のことばかり気にするのか。

　理沙は「どうせ和馬はそのブラを好きだろう」と思いつつも、千里を試ためす意味でこう答えた。

「それ、多分嫌きらい「じゃあやめます」」

　神速の一いち撃げきだった。

　理沙はまた笑ってしまった。

「ふぇ？　私、また変なこと言いました？」

　首を横に振ふりながら、理沙は笑い声を堪こらえる。

　和馬が嫌いだからって、それを身に着けないなんて言い出すとは思わなかったからだ。

　ブラをそっと元の位置に戻もどした千里は、次の下着を探していた。

　ふりふりのレースが付いたブラを発見し、また「んー」と唸っていた。

　どうせ、和馬がどうとか言い出すんだろうと思った理沙は、そこであることに気付く。

（笑ってる場合じゃ、ないわよね）

　どうしても気になっていたことを勇気を出して聞いてみる。

　和馬がいない今こそ、二人きりでいる今こそ、聞くチャンスだろう。

「ねえ、千里はさ……その……好きなの？」

　指で什じゆう器きをさすりながら、神しん妙みような声で理沙は切り出した。

「ふぇ？」

「何かっていうと、すぐに気にするじゃない？　だからその……好きなのかなって。……もうね、本当のところが知りたいわけ。嘘うそ無しでね」

　本当は、怖こわくて怖くて胸がドキドキしている。

　それは、答えを知っているから。

　千里が和馬のことを好きなのは、間ま違ちがいないと確信しているから。

「す、好きとか嫌いとか……そんなんじゃ……ないと思います」

　千里は顔をぽーっと赤くさせて、俯うつむき加減に小さく言った。

　恥ずかしくて堪たまらないとでも言いたげな表情だ。

　対して、理沙はむっとした表情を浮うかべる。

　誰だれがどう見ても、千里は和馬のことが好きなはず。

　当たり前のことを、はぐらかされるのが、一番苛いら立だつ。

「そんな曖あい昧まいな返事はいらないって言ってんの！　好きなのか嫌いなのか、どっちかで答えなさい！」

　理沙は少し声を荒あららげ、千里は困惑しながらも──

「す……好き、ですかね」

　肯こう定ていした。

　理沙は胸がきゅんと締しめ付けられるような思いだった。

「そう。素す直なおにそう言えばいいのよ、全く。──で、どういうところが好きなの？」

「どういう……って言われても……そうですねぇ……安心感があるって言いますか……」

　もじもじとブラ紐ひもを指で弄もてあそぶ。

「あー、包容力って奴やつね」

　それは、理沙も感じていた。

　和馬はセクハラさえしなければ、誰よりも頼たよりになる。

　全すべてを受け止めてくれる大きさを感じる。

　だから和馬といると、何でも相談したくなる。

　そう、相談してしまおうと何度も思ったことがある。

　和馬に近づいた理由を。千里を紹しよう介かいしたわけを。

「んー、包容力って感じではないんですけど」

　千里はモゴモゴとどもるように答える。どうも曖昧だ。

「包み込まれてるって感じでしょ？」

「あー、はい。そうですね！　そんな感じです。……あの……じゃあ……理沙さんは……お好きですか？」

　もじもじもじもじ。手に持っていたブラを弄いじりながら、たどたどしく聞き返す。

「はあ？　大っっっっ嫌いよ！　あんなの！」

　理沙は慌あわてて否定した。最も早はや、条件反射のようだった。考えるよりも先に、ただ言葉が出てしまった。

「ふみゅ……そこまで嫌わなくても」

「あんな奴、この世からいなくなってしまえばいいのよ」

　強く否定しながらも、理沙は少し罪悪感に苛さいなまれていた。

　千里には正直に話せと言っておきながら、理沙自身は本心を隠かくしていたから。

「ええーっ！　て、てっきり理沙さんだったら……その……」

　千里はワゴンに入っている下着をごそごそと探さぐりながら、目を見ずに呟つぶやく。

「何よ。はっきり言いなさい」

「シてるもんだと……思ってました」

　爆ばく弾だん発言。

　それは理沙にとって、核かく爆ばく発言だった。

「す、すすすするわけないでしょっ！　こんなところで何言ってんのっ！　…………あんた、結構大だい胆たんね」

　千里の言葉に、理沙はボンと爆発したように顔を真っ赤に染めて、普ふ段だんは絶対に見せない狼狽うろたえ方をしていた。

「はう……ご、ごめんなさい。そうですね……私、こんなところで、変なこと聞いちゃいました」

　二人は顔を赤くしたまま、しばし言葉を失ってしまった。

「ホント、ビックリしたんだから……そりゃあ、一度はシてみたいかなとか思うけど、やっぱり怖いわ……って、何言ってんのかしら」

　理沙の頭は混乱していた。

「一度？　え？　誰でも一度ぐらいはシたことあるんじゃないですか？」

「え？　………………えっ？　千里、シたことあるの？」

　まさか……と、理沙は固まる。

　奥手そうに見えて、実は大胆なんてことはよくあることだ。

　でも、理沙はまさか千里に先を越こされているとは思っていなかった。

「はい。今日もシてますよ？　ほぼ毎日」

　ボン。と二度目の爆発が起こった。

　理沙はもう、熱くなった顔を両手で隠してしまいたかったが、それをしてしまうと千里に負けているような気がして、理沙は毅き然ぜんと振る舞まった。

「……あんた、もうそんなところまで……っていうかっ！　ま、毎日だなんてどういう」

　わなわなと唇くちびるが震ふるえる。毅然とした態度を維い持じし切れていなかった。

「あ、でもでも！　寝ねる時はシてませんよ？」

「え？　……寝る時にするもんじゃないの？」

　混乱に次ぐ混乱。理沙の頭はまた爆発しそうだった。

　理沙の知る常識が、彼女には通じない。

　大人の世界は広すぎて、理沙の想像では追いつけなかった。




「寝づらいじゃないですか。──ブラしながらだと」




「………………ん？」

「………………ん？」













　二人は顔を見合わせて、怪け訝げんな表情を浮かべる。

　理沙は頬ほおを桜色に染めた千里、ワゴンに積まれた下着、千里の手にあるブラジャーを見て──

「…………あ～、そうだったのね～」

　納なつ得とくして、頷うなずいた。

　食い違いがある。

　そう、食い違いがあったのだ。

　和馬の話をしていたはずが、千里はずっとブラジャーの話だと思っていた。

　好きとか嫌いとかじゃないし、包容力もないし、毎日シているモノ。

「……でも、私知りませんでした。理沙さんがノーブラ派だったなんて」

「いや、シてるわよ。……この前まで、ずっと下着貸してたじゃない」

「あれ？」

　さっきとは話が違うと、千里は困こん惑わくしていた。

　一生懸けん命めい考えた結果──

「あ、そう言えばそうですね。なあんだ、からかってただけですかー。もう」

　矛む盾じゆんとか疑問は全て投げ捨てて、笑え顔がおを見せる。

「……んー、もうそれでいいわ」

　勘かん違ちがいの指し摘てきをしようかと思ったが、理沙はバカらしくなってやめた。

「これ、買っちゃいましょうか」

　ふりふりレース付きブラを手に、千里は小声で聞く。

「金持ちは良いわね」

「へへー。和馬さんとか理沙さんとか、明日菜さんとかがお手伝いしてくださったおかげです。理沙さんのも買っちゃいましょう！」

「でも、買って貰もらうのは悪いかな」

「理沙さんには、以前から借りがあります！　ここも、どーんと買わせて下さい！」

「ふふ、じゃあお言葉に甘えようかな」

「あ、これとか和馬さん好きそうですよね！」

「んー、そうかもね」

「えへへ～」

　拓哉を尾び行こうするなんて話はどこへやら。

　千里と理沙はいつの間にか、普通にショッピングを楽しんでいた。







　一方──

　欠伸あくびをしながら、和馬は日曜に一いち期ご一いち会え地区第三高等学校へとやってきた。

　ここには、広いグラウンドや体育館に加えて、テニスコートがある。

　決戦闘兵には観客がいない。

　第三者は参加することが出来ないからだ。

　いるとすれば、双そう方ほうどちらかの生徒会に所属している人間だけ。それらは観客でいながら、プレイヤーでもあるのだが、今このテニスコートにはたった四人ほどの人間しかいなかった。

　そう、和馬がやってきたとき、決戦闘兵は佳か境きように入っていたのだ。

「やあ、和馬くん。よく来てくれた」

　体育座りをしている綾音を発見したので、前に回ってパンツを拝もうとしたが、綾音は立ち上がり、握あく手しゆを求めてくる。

　女性の手に触ふれることが出来るなら、それに越したことはないと、和馬はその手を握にぎる。

　どうやら、綾音は出会う度たびに握手を求める癖くせがあるようだ。

（んー、惜おしい。ガードが堅かたい奴ほどパンツが見たくなるな）

　最後の晩餐ダ・ヴインチで時を止めれば、パンツを見ることは簡単だろう。しかしここは決戦闘兵の場だ。今から戦うかもしれない相手の前で、能力を使うわけにはいかない。

　仕方なく、和馬は視線をテニスコートへ向けた。

　バシンバシンと、激しい打音と共にラリーを続ける少女と青年がいる。

「やってるねー。状じよう況きようは？」

「うむ。五分五分と言ったところだろう」

「にゃはははは！　お前を災さい厄やくにしてやるーっ！」

　試合に出ていたのは、ちんちくりんな少女だった。

　テニスウェアがちんちくりんな体によく似合っていた。

　和馬は名前を知らないが、知ったとしてもちんちくりんと呼ぶだろう。

　辺りを見回すと、綾音の部下らしき人物はちんちくりんしかいなかった。

（やれやれ。同じ考えか）

　綾音とは、どうも思考が似ているようだ。

　和馬が一人でここへ来たのは、当然千里を巻き込みたくないという気持ちもあるが、戦力を教えたくないという点からだ。

　いずれ、戦う時が来るはずだという気がしてならない。

　そして、それは綾音も同じだろう。

「和馬くん、一人ではないか」

　綾音は楽しそうにそう言った。

　千里は連れて来ないだろうと踏ふんではいたが、理沙ぐらいは連れてくると思っていた。

　予想を裏切られたことが、綾音は嬉うれしかったのだ。

「ああ。十分だろ？」

「それは頼たよりになるな。一人で殲せん滅めつしてくれるというのか？」

「いや。君達の戦力で十分だろうと推測しただけさ。──最初から、この決戦闘兵に俺達の手なんか必要なかった。……そうだろ？」

「ふふ、いやはや、そうでもない。確かに、理沙達までは必要ないが、君の手は借りたいと思っていたさ」

「知ってる。だから来たんだ」

　和馬は作り笑いを見せた。

　綾音は、和馬を騙だますつもりだ。

　だから、和馬も綾音を騙すつもりで突つっ掛かかっていた。

「カマを掛けられたのか。……全く、もう少し友好的な関係でいたいものだが」

「だったら、おっぱい見せて」

「ふふ、断るよ」

　綾音は終始、楽しげに笑っていた。

　和馬に警けい戒かいされていることも、引っ掛けようと話しかけてくることも、綾音は楽しんでいた。

「あー、友好的な関係でいたいものだねぇ」

　バシーン。ちんちくりんの絶ぜつ妙みようなスマッシュがラインぎりぎりで入った。

「ナイスコート」

　ぱちぱちと手を叩たたいて、綾音が笑顔で応おう援えんする。

「ナイススコート～」

　続いて、和馬もメガホン代わりと言わんばかりに、口の周りに手を添そえて叫さけぶ。

　ちんちくりんは咄とつ嗟さの声にお尻しりを押さえ、和馬を睨にらみ付ける。

　その隣となりをボールが通過していった。

「あー、点を取られてしまったな」

「スコートぐらいなら見られても良いだろうにね」

　残念そうな顔を作った和馬は、辺りを見回す。

　綾音の率いる面々──は、ちんちくりん一人だけだった。他の仲間にもお目にかかれると踏んでいたが。

「二人で仕掛けたのか？」

「いいや、そうではない。ただ、決戦闘兵が終わった者は──帰らせた」

　やっぱりなと和馬は納得した。

　和馬がそうしたように、綾音も仲間の姿を見せるつもりはないということだろう。

　恐おそらく次が最終戦。

　顔も能力もバレている、ちんちくりんの決戦闘兵だけを見せるつもりで、この時間に呼び出した。

「俺が一人で来ると分かっていたな？」

「うむ。理沙に聞いた」

　電話をちらつかせる。

　にっと白い歯を見せて笑う綾音は、ただの少女のようだ。

（可愛かわいい顔しやがって……）

　和馬は笑え顔がおを見せて、溜ため息いきを吐つく。

　彼女の天使スマイルは、ついつい追つい及きゆうをやめたくなる。

　もう、なんでもいいやと思ってしまう。

　それは最も早はや、天性の才能。

　綾音と和馬は、互たがいに感じていた。




　主導権を握らせるつもりは、なさそうだ──と。




　これ以上言い合っても、どうせ何も得られないだろうと、和馬は決戦闘兵に集中する。

　ちんちくりんの相手は、『全すべてを引き寄せる』フィクション能力者だった。

　メガネがよく似合う、長身の男。

　短パンも似合う、すらりとした足の長い男だった。

　恐らく、千里が光速で放ったボールも、彼はいとも簡単に引き寄せ、その衝しよう撃げきを無にすることが出来るだろう。

　凄すさまじい力を持っている。

　しかし、引き寄せるだけでは、『重力を操あやつる』ちんちくりんには遠く及およばない。

　ちんちくりんの放ったボールを、どれだけ重力負ふ荷かを掛けられようが、ラケットのガットへ引き寄せる。

　それは出来るのだが、打てない。

『跳はね返す能力』を、彼は持ち得ていなかったのだ。

　ラケットごと、地面にずっしりへばりついて持ち上げることが出来ないでいた。

　彼がちんちくりん好みのイケメンでなければ、体ごと超ちよう重力で潰つぶしていただろう。

「ギブアップだ」

　メガネのイケメン。略してイケメガネは、両手を頭上でクロスさせて宣言する。

　じゃんけんでグーがパーに絶対勝てないように、彼もまた、ちんちくりんには絶対に勝てないと悟さとった。

　ちんちくりんは、『ロックペーパーシザーズじやんけん』で勝ったのだ。

　和馬はちらりと綾音に目をやる。

（知っていたな？　相手の能力を）

　決戦闘兵が始まる前から、相手の出す手がなんなのかを知り、そしてそれに勝てる相手を当てる。

　これこそが、必勝の策である。

　そうならないように、能力を口外しないという校則があるのだが──

　ふふーんと得意気に胸を張って、勝利に酔よいしれていたちんちくりん。

「げ。本当に来たんだ。災厄～」

　可愛らしいテニスウェアのちんちくりんが、スカートを押さえながら綾音の所へとやってきた。

　たとえスコートだろうが、ほんの少しだろうが、絶対にスカートの中を見られたくないという意思が表れていた。

「呼ばれただけだ。文句なら綾音ちゃんに言ってくれ」

「気安く綾音さんの名前を口にするな！　このセクハラ王！」

　王という言葉に反応したのは、和馬ではなく綾音だった。

　余計なことを言うなと、目で訴うつたえる。

　抜ぬき身の刀のような鋭するどい視線。

　ちんちくりんは「ひっ」とちんちくりんな悲鳴を上げて、アヒルのように上うわ唇くちびるを突き出しながら黙だまった。

「さて、和馬くん。次の試合をお願いしたい」

「次？」

「大将戦だ。この試合で全てが決まる」

「おいおい、そんな重要な試合だったら、綾音ちゃんがやればいいだろ」

「報ほう酬しゆうはもう支し払はらったのだ。頑がん張ばってくれたまえよ」

　和馬は笑顔を見せて、溜息を吐く。

（こき使われるのはムカつくが、さてどうしたものか）

　和馬は、主導権を握にぎられることがあまり好きでは無い。

　このままいいなりになりたくはなかった。

　負けることは簡単だ。

　だが、そうすれば、きっと理沙にぐちぐちと文句を言われ、頭が上がらなくなるような関係が待っているかもしれない。

　それもまた嫌いやだ。

　和馬は主導権を握りたいのではない。

　握られたくないのだ。

　明日菜にも、綾音にも──理沙にもだ。

　ラケットを渡わたされて、和馬はぽんぽんと肩かたたたき機のようにラケットで右肩を叩きながらコートへ向かう。

　対するは──少女だった。

　それも、車いすの。

　青色生徒会会長『艱かん難なん辛しん苦く　迷めい子こ』は、ヒザの上にラケットを乗せ、車輪をからからと回してコート中央へ。

「よろ辛苦」

　手を差し伸のべる迷子。眠ねむそうなジト目だが、口は笑顔だった。

　暗いのか明るいのか、わかりにくい表情。

「よろしく」

　和馬は優やさしく声を掛けて握あく手しゆする。

　やっぱり、可愛い女の子に手を差し伸べられると、つい握ってしまう。

　決戦闘兵実行委員である大生徒会の審しん判ぱんからボールを受け取る。

　和馬は不思議だった。

　迷子は生徒会長。つまり、決戦闘兵の競技を選ぶ権利がある。

　車いすの人間が生徒会長をやっているのにテニスを選ぶなんて、よほどのことが無い限りあり得ない。

　決戦闘兵を受ける側は、当然高い勝率の勝負を選ぶ。

　よほど、このテニスに自信があるのだろう。

　とりあえず、サーブを打ち込んでみる。

　通常、車いすでは追いつけない程度の速度で。

　和馬は目を丸くさせた。

　純じゆん粋すいに、普ふ通つうに、驚おどろいた。

　追いつかれたのだ。

　剛ごう速そつ球きゆう。ただのテニスショットではない。フィクションを用いた、超ちよう人じん的なショット。

　それを、いとも簡単に打ち返された。

　戻もどってきた球は、和馬が放ったモノよりも、さらに速かった。

「やるな。オーラの質、練度が高い」

　なんとか跳ね返す。ぎりぎりだったが、迷子の逆をつくショットだ。

「あれを返すんだ……天才め」

　ぼそぼそと呟つぶやく迷子はジト目をもう少し開き、にやりと笑った。

　嬉うれしいのだ。

　天才に出会えたことが。

　迷子は天才を超こえるために、凄まじい努力をしてきた。

　だが、努力をしすぎて、目標にしていた天才を超えてしまった。

　だから嬉しいのだ。

　同じレベルの人間に、努力の全てを出せる人間に会えたことが。

　それを、和馬は一打だけで見み抜ぬいた。

「天才は……ぶっ潰す──下げ克こく上じようだ」

　ぼそり、と迷子は呪のろいのような言葉を呟いた。

「そういうお前も天才だろうが！　まるで努力の人間みたいな台詞せりふ吐きやがって！　火ほ影かげの中ちゆう忍にん全ぜん般ぱんかお前は」

　声は届いていた。

　逆に和馬はちゃんと聞こえるように、大きめの声で返す。

　ドン。ドン。

　太たい鼓こでも叩たたいているような打音。

　ボールは残像を残し、まるでレーザービームのように伸びている。

　ラケットが大生徒会の特注品でなければ、簡単に突つき抜けていただろう。

　二人は、気付いていた。

　互ご角かく──

　フィクション能力者としての実力は、互角だろう。

「ねえ、あなたは……どれだけの努力をしたの？」

　迷子は和馬に興味を抱いだいた。

「さあて、君ほどじゃないさ」

　天才を超えられるのは、努力をした天才だけだ。

　努力家が努力だけで天才を超えるには、前提として、天才が怠なまけなければならない。

　しかし、トップを走る天才は怠けない。

　仮に、努力で才能を超えた人間がいたとしたら、それは気付いていないだけで天才の一人だ。

　努力を超えるには、それ以上の努力しかない。

　努力をする天才を超える人間がいるなら、それはさらに努力する天才しかいないのだ。

　だからこそ、迷子は努力をしてきた。──誰だれよりも。

　フィクション能力者の中には、オーラを手足のように使える者がいる。

　オーラでネジを回したり、針に糸を通したりという精密な動きが可能な人間が、ごく希まれに存在する。

　彼女は、その一人だった。

　いや、必死に出来るよう努力したのだろう。

『艱難辛苦　迷子』は、そんな精密な動きが出来るほどに、努力を重ねてきた。

（車輪をオーラで回しているのか）

　和馬は感心していた。

　もしも車輪をオーラで動かして移動しているのならば、恐おそらく──

（彼女は、足の自由な誰よりも速いっ！）

　あくまで、固有能力を除外した場合に限るが、和馬はそう評価した。

　そのとき、凄すさまじい速度と球きゆう威いを持った一いち撃げきが、和馬のコートの逆サイドへ放たれた。

　それは迷子の全力。

　和馬の返しが悪かったのか、タイミングもポジションも完全に決まった、クリティカルでいてテクニカルなショットだった。

　ドン。必死に食くらいつき、ボールを打ち返す和馬。

「今のを返すなんて……初めて……初めて私の努力と同じレベルの『天才』に会えたっ！」

　迷子は目を輝かがやかせていた。

「残念ながら、俺は……天才じゃない」

　努力をしすぎた天才。『艱難辛苦　迷子』。

　彼女を押さえつけるには、固有能力しかないだろう。

　和馬はもう少し、迷子の『努力』を受けたかったが、そうも言っていられない。

　時を止める──止めようとしたが、次の瞬しゆん間かん──

「本気で行くよ……『貧しき漁夫シヤヴアンヌ』」

　迷子が、フィクション能力『貧しき漁夫シヤヴアンヌ』を発動させた。

　二人の天才は、同じタイミングで固有能力が必要だと判断したのだ。

　目の前に広がっているのは、暗黒。

　相手コートが丸々全部、黒く塗ぬりつぶされたように見えなくなっていた。

　固有能力を仕し掛かけるタイミングも、同じだったのだ。

　暗雲が立ちこめているということではなさそうだ。

　和馬は『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を使って、時を止めなかった。

（暗くら闇やみにする能力……じゃないな。光を奪うばうとかそういう能力だろう）

　恐らく、迷子には光が届かない。

　そして、その光とは、オーラも含ふくまれるだろう。

　フィクション能力は、オーラの範はん囲い内にのみ効果がある。

　その範囲に、迷子は穴を開けられる。

　つまり、オーラによる攻こう撃げきが出来ないということだ。

　ちんちくりんの重力は、彼女の周りを変えられない。

　恐らく綾音は、迷子の能力を知った上で、それに勝てる部下を持っていないのだろう。

　だから、和馬に頼たよった。

　しかし、和馬の『最後の晩餐ダ・ヴインチ』すら、通用しない可能性がある。

　フィクション能力は、オーラ範囲内で行うモノだ。

　今、あの暗黒空間は、和馬のオーラ範囲外である可能性がある。

　ならば、使うわけにはいかない。

　効かない可能性のある状態で、切り札は使えない。

　試ためすことも出来ない。

　可能性が少しでもある限り。

　他人に干かん渉しようされない能力。

　そうなれば、固有能力抜きで戦わなければならない。

　しかし、天才を超える努力を続けてきた迷子に、自力で勝てる相手はそうそういないだろう。

　強い。

　その一言に尽つきる。

　そこまで考えたとき、ふわっと髪かみが揺ゆれた。

　黒い空間から、暗闇が『放たれた』。

　いくつもの黒い球が、和馬のコートを襲おそう。

「フィフティーンラブ！」

　審判の声。

　てん、てん、と、和馬の背後で小さく跳はねるボール。

　ふわっと髪が揺れたのは、横をボールが通ったからだ。

「なるほど、ボールにオーラを纏まとわせて打ち出してきたのか」

　和馬は困っていた。

　放たれる無数の暗闇の球、そのどれか一つがボールなのだろう。

　暗闇の中にいる以上、ボールも時間停止の干渉を受けないと考えていい。

　オーラを切り離はなして発射することは、それほど簡単では無い。

　それもまた、努力で身に付けた技わざなのだろう。

　それらを生かすために、このテニスという競技を選んだ。

　和馬は素す直なおに尊敬した。

　決戦闘兵の種目というのは、どうしても固有能力だけで選びがちだ。

　だが、彼女は違ちがう。

　能力よりむしろ、自分の培つちかってきた才能を伸のばすために選んだ。

　好感が持てる。

　また髪がふわりと揺れたとき、和馬は少し楽しげにオーラを発現させた。

（やっぱり、あの暗闇はオーラを除外してるな）

　迷子のように物を動かしたり掴つかんだりなんてことは和馬には出来ないが、それがオーラの中で動いているかどうかは分かる。

　オーラの干渉を受けていない。

　つまり、暗闇に包まれたボールは、時を止めても動いているし、迷子は止まった時の中で和馬の動きを見ているだろう。

　何も出来ない。

　固有能力を一方的に使われるのでは、勝ち目はない。

　となれば、最も早はや勝負すべきことは一つ。

「敬意をもって、最大限の奥おう義ぎで応こたえよう！　『最後の晩餐ダ・ヴインチ』っ！」

「そ、その姿はっ！」

　迷子は驚きよう愕がくする。

　そして──さーっと、暗闇が、引いていった。







　こうして、決戦闘兵のヘルプは終しゆう了りようした。

「楽しかったよ」

　中央で迷子と和馬は握あく手しゆをする。

　互たがいに額に汗あせを滲にじませ、清すが々すがしい表情を向け合っていた。

「うん……こちらこそ。今度は決戦闘兵じゃなくて、ただ普ふ通つうに……テニスしたいな」

　ダルそうなジト目だった迷子の表情は、晴れやかだった。

　決戦闘兵に挑いどむ前、気持ちが沈しずんでいたのは、絶望していたから。

　もう、努力をする必要がないのかと思っていたから。

　もう、目指す目標がないのかと思っていたから。

　だが、まだ上がいることを、今日迷子は知った。

　勝負の勝ち負けなどどうでもいい。

　ただ、心ここ地ち良い人間に会えたことを、二人は喜んだ。

「ああ、大だい歓かん迎げいだ。いつでも呼んでくれ」

　軽く手を振ふって、和馬はコートを後にする。

　ぱちぱちぱちぱち。

　空を見上げながら戻もどってくる和馬を綾音は小さな拍はく手しゆで迎むかえ入れた。

「さすがだな。素す晴ばらしい猫ねこ耳みみだった。さしずめ、かずにゃんと言ったところか」

　とても感心した声だった。

「うるせーよっ！　かずにゃん言うな！」

　和馬は泣いた。

　猫耳と猫の尻尾しつぽが二本。そして燕えん尾び服ふくにメガネという出いで立ちで泣いた。

　猫ねこ又また紳しん士し。それが迷子を倒たおす手段だった。

　迷子の萌もえは決して猫などではない。

　和馬は迷子の萌えが何なのか、それを明らかには出来なかった。

　賭かけに出たのだ。

　必殺のかずにゃん。勝負服。それが猫又紳士モードだった。

　そして、その賭けは成功し、迷子は新たな萌えに目覚めてしまった。

　だが、和馬は泣いていた。

　メガネの度数が合ってないから涙なみだが出たというわけではない。

　猫耳を付けて勝ったよあいつ……なんて思われるのが恥はずかしくて泣いていた。

「凄まじい身体能力だな。さすが和馬くん」

「それをお前が言うかね」

「どういうことだ？」

「綾音ちゃん。君は負ける戦いくさは絶対にやらないタイプだ。ギャンブルもしない。そして、今回は俺の実力を測ることが目的だった。迷子ちゃんの身体能力を超こえられるほどなのかどうかをな」

　和馬は綾音の顔色を窺うかがいながら述べていた。

　だが、綾音は顔色を一いつ切さい変えない。

　少し微ほほ笑えんだまま、「……そうだな」と一言相づちを打つ。

　顔色を変えない。

　それは逆に言うと、顔色を操作しているということだ。

　綾音は今、『どんな感情も出してはいけない』と思っている。

　図星だと和馬は確信しつつ、言葉を続ける。

「つまり、君は俺が固有能力なしでどこまでの力があるのかを知らなかった。ならば、この勝負、負ける可能性もあるギャンブルになる」

「現に、私は和馬くんが迷子を倒せるとは思っていなかったよ。──すまなかった。君を信用していなかったと言いたかったのだろう？」

　本音をぶつける。

　あえて、ぶつけることで、和馬から主導権を奪だつ取しゆするつもりだ。




「いや、──つまり、君はあの迷子ちゃんより、遥はるかに強いってことだ」




　そう、綾音は絶対に勝てる勝負しかしない。

　それは、和馬の推測通りだ。

　だから、この決戦闘兵は絶対に勝てる戦いだ。

　和馬が負けた場合、どうする？

　この場には、綾音とちんちくりんしかいない。

　和馬の後に戦える人物は、二人しかいないのだ。

　そして、ちんちくりんでは迷子に勝てないだろう。

　絶対的な自信が、綾音にはあるのだ。

　迷子ほどのフィクション能力者を、一〇〇％倒す実力と、自信が。

「さあて、それはどうだろう。私は努力が嫌きらいだからな」

　相変わらず、表情は変わらない。

　だが、綾音の内心では、ある感情が燻くすぶっていた。

　和馬の実力を測るつもりが、自分の実力を測られてしまった。

（………………欲ほしい）

　綾音は唇くちびるを舐なめる。

　ぞくぞくと衝しよう動どうが全身を駆かけ巡めぐった。

　和馬。

　自分と同等か、それ以上の存在。

　それを、自分のもとに置いておきたい。

　自分に服従させたい。

　独どく占せん欲よく。強ごう欲よくにも似た、圧あつ倒とう的な独占欲が、湧わき上がっていた。

「ところで和馬くん。もう一つ頼たのまれて欲しいことがあるのだが」

　綾音は顔色を変えない。

　今感じていた気持ちを悟さとられないようにしながら、綾音は次の提案をする。

「お断りだ」

　和馬は顔も見ずに答え、ラケットをフェンスに立て掛かける。

「まあ、そう言わずに聞いてくれないか。森しん裸ら生徒会という七三位があるのだが」

「さらに一〇〇位以内ランカーかよ」

　和馬は呆あきれた顔で返した。図ずう々ずうしいにもほどがあるだろうと。

「今回のは我々のためだけではない。──人助けだ。君の大好きな」

　和馬は少しだけ顔を向けた。

「と、言うと？」

「どうも悪さをしているようでな、我々の同志がその被ひ害がいにあった」

　綾音は、少し悔くやしそうな顔を見せていた。

　和馬はじっとその表情を見つめ、それが作ったモノでは無く、本心であると見た上で、笑顔を見せて溜ため息いきを吐つく。

「報復か。報復は報復しか生まないって言葉があるよな」

「野球を知っているか？」

「野球？　まあ、知っているが」

「一回の表を攻こう撃げきしておいて、一回の裏に攻撃するのはおかしいことだろうか？　一度の報復ならば、それは正義と呼んでいいと私は思う」

「合衆国かお前は。……じゃあ二回表の攻撃は？」

「それだ。それこそが報復なのだよ。和馬くん。──そうさせないために、私はどうすると思う？」

「一回の裏でコールド勝ちをする」

「それが出来ないとすれば？」

「別の人間に、新たな一回表の攻撃をさせる」

「正解だ。いやあ、やはり君とは意見が合うな。嬉うれしいよ。引き受けてくれるかい？」

　復ふく讐しゆうをしてしまうと、また復讐される。

　その連れん鎖さを断たち切るには、完かん膚ぷなきまでに叩たたきつぶすか、復讐の矛ほこ先さきを変える必要がある。

　自らの手は汚よごしたくない。ということだろう。

「お断りだ」

　当然の答え。

　和馬は少し不思議だった。

　受けるはずがない。復讐の肩かた代がわりなど、和馬が受けるはずがないのだ。

　右手を挙げて、ひらひらと振りながら、和馬は背を向ける。

「いや、君はきっと受ける」

　綾音はふふっ、と笑いながら、和馬の背中に言葉を投げた。

「ノストラダムスかお前は」

「いつでも理沙から連れん絡らくをくれたまえ。待っているよ」

　綾音は、勝てない戦いをするタイプではない。

　絶対に断られる提案など、するはずがないのだ。

　そう、この馬ば鹿かげた『人助け』を、和馬が確実にするという『勝算』がある。

　和馬は振り返り、綾音の可愛かわいらしくも憎にくらしい笑顔を見つめると無視してその場を去った。

　その『勝算』を聞くわけにはいかないとでも言いたげに。
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　筋すじ肉にく食堂へ向かう途と中ちゆうで、おっぱいを揺ゆらしながらやってくるセーラー服の少女を発見した。

　背が低く、胸が大きい。長い黒くろ髪かみは乱れに乱れて、いつもなら笑え顔がおな表情は、涙なみだでぐしゃぐしゃに崩くずれていた。

「か、和かず馬まさぁん！」

　それは、浴よく場じよう生徒会会長、強きよう行こう突とつ破ぱ千ち里さとだった。

「どうかした？」

　ただならぬ気配にも、和馬はいつもと同じトーンで返事をする。

　彼女が狼狽うろたえているからこそ、和馬は平然とする必要があった。

「拓たく哉やさんが！　拓哉さんがぁ！」

　目にうるうると涙を浮うかべる千里。

　何があった？　と和馬は聞かなかった。聞かずとも、千里ならベラベラと喋しやべり出す。

　走り出したら止まらない。それが千里の性格だから。

　しかし──千里は何も言わずに和馬の腕うでをがしっと掴つかむ。

　和馬は瞬しゆん時じにオーラを全開する。

　刹せつ那な──

　ごす。

　和馬と千里は、壁かべに人型を作っていた。

「ふみゅう……痛いですぅ……だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　和馬さん」

　鼻を押さえながら、ずぼっと型から抜ぬけ出る千里。

　ぱらぱらと粉末状のコンクリートを手で払はらいながら、和馬は笑顔を見せて、そして溜息を吐く。

「たまには、壁にめりこむのも面おも白しろいもんだな」

　千里の能力によって、光速で移動してきたのだ。

　何があったのかを喋るよりも、千里は行動で示した方が手っ取り早いと考えた。いや、話している時間が勿もつ体たいなかった。それほど、緊きん迫ぱくしているのだろうと和馬は思う。

「ご、ごめんなさい和馬さん」

　ぺこりと頭を下げる千里。

　そこは、病院だった。

　美容院ではなく──

　歴れつきとした、病院。

　子供しかいない升ます々ます学がく園えんでは、診しん療りよう所じよのような病院はない。

　医い療りよう行こう為いを行えるほどの知識を得られないからだ。

　ちゃんとした知識を持った『大人』と連絡が付くのは、大生徒会だけ。

　病院は、大生徒会の管理する大病院しかないのだ。

　和馬達の住む一いち期ご一いち会え地区では、病院は一つしかない。

　その代わり、その大きさはどの施し設せつよりも大きい。

「切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようなのは顔を見れば分かるさ」

　和馬は自動ドアを抜けて、清潔感と独特な匂においに溢あふれる白い巨きよ塔とうへ足を踏ふみ入れる。

「和馬さん……」

　後に続く千里は申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　いつもいつも、千里は間ま違ちがいを犯おかす。失敗をする。

　でも、和馬は一度も怒おこったことがない。

「謝らなくてもいいよ。事情も大体予想出来る」

　なぜ、ここへ連れてこられたのか。

　それは、千里に聞かずとも分かっていた。

　拓哉に何かがあったのだ。

　それも、病院が関かかわるような、千里が泣くような何かが。







　五〇一号室。

「あ」和馬の顔を見て、小さく声を上げた拓哉は、右手の人差し指で両目を擦こすった。

　左手を吊つっている拓哉の姿を見て、和馬は少し顔をしかめる。

「んー、全治三週間ってところか？　入院は必要なさそうだな」

　優やさしく微ほほ笑えみかけながら、丸い椅い子すに腰こし掛かける和馬。可か哀わい想そうとか心配そうな顔を見せれば、拓哉に悪いと、笑顔を作っていた。

「そんなことまで……分かるんだな」

　へへっ、と少年のような笑みを返す拓哉。さっきまで泣いていたのを隠かくそうと必死になっているのが、見るからに分かってしまう。

　隣となりでリンゴを剥むいているのは、国こく士し無む双そう殺さつ気き。拓哉の所属する早そう雲うん生徒会の会長だ。

　何も言わず、ただリンゴの皮を剥いていた。

「ボク……その……」

「別に、何も言わなくて良いさ」

　和馬は分かっていた。

　拓哉の恋こいが終わったことを。

　恐おそらく、男だとバレた。

　バレたから……腕を折られた。

　和馬は胸が苦しかった。

　まただ。

　また、バカがいる。

　それは、拓哉のことではない。

　怒いかりを感じるのは分かる。騙だまされていたのだから。

　でも、それで腕の骨を折るなんてことをするのはおかしい。

　そんな当たり前におかしいことを、ここの人間はやる。

　イライラしたから。それだけの理由で攻こう撃げきするような奴やつがいるんだ。

　強い力とは、それをコントロール出来る人間しか持ってはいけないのだ。

　簡単に力を行使し、欲望を満たす。

　おかしいことをおかしいと思えない。

　そういう人間が、和馬は一番嫌きらいだった。

「いや、一つだけ聞きたいことがある」

「え？」

　拓哉は和馬の目に、驚おどろいた。

　そこにあったのは、怒り。

　普ふ段だんは絶対に見せない、和馬の表情だった。

「復ふく讐しゆう──したいか？」

　復讐、というおっかない言葉に、拓哉はふるふると首を横に振ふる。

「これは……自じ業ごう自得だから。……やっぱり、君の言う通り、友達として接するべきだったよ」

「バレちゃったんですか？」

　尾び行こうをしておきながら、その現場を目もく撃げき出来なかった千里は、責任を感じていた。

　途中から、目的を忘れて理り沙さと買い物をしてしまっていた。

　バレてしまった現場さえ見ていれば、拓哉を助けられただろうと。

「いや、和馬さんが言ったように振る舞まってたら──騙せた。彼、付き合おうって言ってくれたんだ」

「だったらなんで……」

　千里は分からなかった。なぜ、付き合おうとした相手にこんなことをしたのか。

「自分からバラしたわけだ」

　和馬の答えに、拓哉はこくりと頷うなずく。

　リンゴの皮を剥いていた殺気は何も喋らなかったが、母親のような顔でじっと拓哉を見ていた。

　バカな正直者。優しい正直者を見つめていた。

「嘘うそを吐ついて付き合っていくなんて……やっぱり出来なくて。ボクは男なんだって」

　赤く染まった頬ほおを人差し指でかりっと掻かきながら、照れくさそうに笑った。

「だからって、やりすぎだと思います！」

「……誰だれにやられた」

　鋭するどい目で、和馬は睨にらみ付けるようにして言った。

「それは……」

「拓哉さん、あの人にやられたんですか？　あの人、誰なんですか！」

　千里は顔を見ている。

　だが、全然覚えていなかった。そう、ほぼ全ぜん裸らであるというインパクトが強すぎて、顔の印象がないのだ。それが、悔くやしかった。

「……だ、大丈夫だって。別に恨うらんでないし」

　拓哉は頑かたくなだった。頑なに、言わなかった。

　もどかしい。

　拓哉はこんな目にあってまでも、まだそいつのことが好きなんだ。

（吐はくつもりはないだろうな。俺に関わる人間だろうか？　……俺に関わる？）

　和馬はふと、病室の天てん井じようを仰あおいだ。

　そして笑みを浮うかべて──溜ため息いきを吐く。

（そういうことか……あの女……）

　脳のう裏りに浮かんだのは、綾あや音ねの勝かち誇ほこったような笑顔。

「森しん裸ら生徒会……だな。たしか、ランキングは七三位」

「え！　なんで──」

　拓哉は驚いた。

　どこの生徒会に所属しているか──どころか、名前も顔も言っていないのに、和馬が当ててしまったからだ。

「そうなんだな？」

「ホント、何でもお見通しなんだな」

　拓哉は少し寂さみしげにそう言った。

　森裸生徒会は、綾音から依い頼らいされていた、潰つぶして欲しい生徒会だ。これ以上関わらない方が良いと思い和馬が断ったとき、綾音はこう予言をしていた。

『いや、君はきっと受ける』

　その答えが、これなのだ。

　あのときの笑顔の理由。

　絶対に依頼を受けるという『勝算』が、これだったのだ。

　彼女は、拓哉のことも知っていた。

　拓哉の置かれた状況も、何もかも。

　和馬はぎりっと奥歯を噛かみしめる。

　綾音の掌てのひらで、踊おどらされていることが、悔しかった。

「和馬さん。その森裸生徒会──倒たおしましょうっ！」

　千里はぎゅっと拳こぶしを握にぎり、復讐を決意する。

「…………いや、今回はやめておく」

　千里は驚きよう愕がくした。

　てっきり、和馬は快く首を縦に振ると思っていた。

　千里にとって、和馬はヒーロー。正義の象しよう徴ちようであり、優しさの象徴でもあったから。

　だが、渋しぶい顔で首を横に振ったのだから。

「ど、どどどどどうしてですかっ！　拓哉さん、こんな目にあわされたんですよっ？　和馬さんっ！」

「当の本人が、復讐を望んでいないからな」

　それは、建前だった。

　和馬の本心は別のところ、つまり綾音にあったのだ。

　どうも、綾音は何かを企たくらんでいる。

　その全容とまではいかないが、少しでも分からない限り、綾音の掌でこれ以上踊るわけにはいかない。

「それは、そうですけど──」

　もやもやした気持ちを抑おさえるように、千里は俯うつむいた。

「……人は……失敗して……成長していく」

　そんな二人をじっと見ていた殺気がぼそりと呟つぶやいた。

　今回の件は、教訓。

　バカなことをやってしまったな。という手痛い教訓として、受け取るべきだと殺気は考えているようだった。

　そして、その考えに拓哉も共感している。

　だから、恨みではなく、反省。

　腕うでを折られたことより、折られるような行こう為いの方が悪いと思っているのだ。

　千里は何も言えないまま、静かに涙なみだを流していた。

「ごめんなさい……ごめんなさい……拓哉さん」

「ち、千里さんが泣く必要なんてないよ！　悪いのはボクなんだ」

「……そう……拓哉が悪い……大好き」

　よしよし。まるで母親のような顔で、殺気は拓哉の髪かみを撫なでた。

「もう恋なんてしない」

「槇まき原はらかお前は」

　悔しそうに呟く拓哉を、和馬は守ってやりたい気持ちになった。

　だが、その気持ちだけでは、動くことは出来ないでいた。

「じゃあ、思ったより元気そうだし、そろそろいくわ」

「わざわざ、来てくれてありがとう。嬉うれしかったぜ」

「私は、もう少し拓哉さんと一いつ緒しよにいたいです」

　そう言い残した千里に手を振って、病室を後にする和馬。













　廊ろう下かに出たところで、くいっと制服を引っ張られて、振り返るとそこには殺気がいた。

「どうかした？」

「……仇かたき……討うって欲しい……ダメ？」

　和馬は驚いた。

　てっきり、殺気は報復を是ぜとしていないと思っていた。

　先ほども、これは手痛い教訓だと言っていた。

　でも、本心は、みんなと同じだったのだ。

　拓哉の前では見せないが、殺気も怒おこっていたのだ。……和馬のように。

「……すまん」

　和馬は頭を下げた。

　ムカついているのは同じだが、綾音の思い通りにさせるわけにもいかない。

　その本心が分かるまで。







　拓哉のいる病室を出て、和馬は一人、別の病室へ入った。

　そこには、横たわる、一人の可愛かわいらしい少女がいた。

　背が低くて、長い髪。というと千里のようだが、その髪は亜あ麻ま色いろ。体は華きや奢しやで薄はつ幸こうの美少女という言葉がよく似合っていた。

　安らかな寝ね顔がお。楽しい夢を見ているように、少し微ほほ笑えんだまま眠ねむっている。

　彼女は、ずっと眠ったままだ。

　二年ほどの時を、ただただ寝て過ごしている。

　まるで、眠り姫ひめのように。

「あら、お見み舞まいに来てくれたのかしら？」

　声を出したのは、その少女ではなかった。

「ああ、拓哉を見に来たついでにな。お前もそうだろう？　理沙」

　背後に現れた少女の声に、顔も向けずに返事をする。

「私は、あっちがついでよ」

　呆あきれたように言いながら、水を替かえた花か瓶びんを机に置いたのは、世界三大おっぱいの一人『乳にゆう帝てい』の理沙だった。

　この眠り姫は、理沙の姉。理沙にとっては、拓哉の見舞いがついでになる。

「最近来てなかったけど──どうだ？　様子は」

「見て分かるでしょ。……ずっと変わらないわ」

　悔しそうに呟く理沙。

　拓哉の悔しさとは圧あつ倒とう的に違ちがう、憎ぞう悪おにも似た感情が込こめられていた。

「そうか」

　だから、それ以上何も言えなかった。

「ねえ、和馬……絶対に、いるわよね？」

　その質問は、これまで何百回と理沙からされていた。

　その都度、和馬はこう答える。

「ああ、いるさ。絶対に、不治の病やまいは治せる」

　と。

　理沙はもちろん、和馬も理沙の姉が目覚めることを願っていた。

　ここは子供しかいない升々学園。

　フィクション能力者だけで作られた、それ以外に何者もいない場所。

　その病院の設備は、世界規模で見ても最さい高こう峰ほうだろう。

　だが、医師の知識は乏とぼしい。

　医師を目指す者も当然いるだろう。が、患かん者じやを診みるほどの知識を得るには、時間が足りない。

　外部の人間、『大人』とは画面越ごしで会話が出来る。

　だが、実際に診てみないことには、分からないことが多い。

　そう、この病がなんなのか、それすらも判明していない。

　升々学園の外に連れて行くことさえ出来れば、もっとちゃんとした治ち療りようを受けられるかもしれない。

　だが、彼女はその治療を受けることは出来ない。

　なぜなら、フィクション能力者だからだ。

　フィクション能力者は、升々学園から出られない。

　出てはいけない。

　どんな例外も、認められることは無いのだ。

　となれば、彼女を治す一番の近道は──

『不治の病を治すフィクション能力者を探すこと』

　これに尽つきる。

　理沙は姉を存命させるために、莫ばく大だいな医療費を払はらい続けている。

　ありとあらゆる薬を試ためし、治療を試し、保険も利きかない新薬を試し──

　それでも彼女は変わらない。

　幸か不幸か、病状は何一つ変わらないのだ。

　治らない。悪化もしない。

「じゃあね、姉さん。また、来るわ」

　優やさしく髪を撫でながら理沙は微笑みかけ、そして──病室を後にする。

　和馬に、一つも声を掛かけずに。

　まるでそこに誰だれもいないかのように。

　理沙はこの件で、和馬を頼たよらない。自分の力で解決させたいと思っている。

　和馬はぐっと、奥歯を噛かみしめた。

　歯は痒がゆい──

　知っているのだ。

　和馬は、知っている。

　不治の病を治すフィクション能力者が……いないことを。

　いや、いてはいけないことを。
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　大生徒会、風紀委員長『人じん畜ちく無む害がい　ゆかり』は大生徒会本部の廊下で、普ふ段だん見かけない後ろ姿を発見し、にへら、と笑った。

　その豊満な胸をゆっさゆっさと揺ゆらしながら、物音一つ立てずに背後から忍しのび寄る。

「か～、ず～、まっ！」

「うわったっ！」

　後ろから抱だきしめられて、和かず馬まは悲鳴に近い声を上げた。

　背中には、理り沙さほどではないが、とても大きく、そして柔やわらかいおっぱいがぎゅっと押しつけられている。

「ひっさしぶりじゃねえか～。ここ女ばっかりだから、会いたかったぜぇ～」

　世界三大おっぱいが一つ。『覇は乳にゆう』の異名を持つそのおっぱい。

　おっぱいとは、天性の才能と言えるだろう。

　生まれ持った時点で、優ゆう劣れつが付く。

　その才能を生かすために努力する人間は少なく、努力をしたとて、絶対に勝てないおっぱいは存在する。

　なぜゆかりのおっぱいが『覇乳』と呼ばれるのか。

　それは、この形、大きさを維い持じするために『努力』をしているからだ。

　誰も彼女に追いつくことなど出来ない。

　そんな、おっぱいを、彼女は惜おしげも無く武器として使う。

　迷めい子こと同じく、ここにも『努力をする天才』がいた。

「ゆかりさん。その痴ち女じよ癖ぐせ、なんとかなりませんかね？」

　たすきを掛けるように肩かたからと腰こしから回された腕うでを掴つかみ、剥はがそうとしながら和馬は言う。

「あ～？　童どう貞ていのくせに、あたいに意見すんじゃねえよ～。クソガキ」

　とても嬉うれしそうな声で、ゆかりは和馬を罵ののしる。

「相変わらず、口が悪い──ぐえー」

　なんとか引き剥がそうとするが、尋じん常じようでは無い力で締しめ上げられ、ビクともしなかった。

「和馬ー。あたいと生ハ○ピーしようぜ～」

「な、何をさせる気ですか！」

　自主規制音に、和馬は狼狽うろたえる。

　完全な逆セクハラ──

　和馬は普段セクハラをする。

　セクハラをするからといって、セクハラに耐たい性せいがあるわけではないのだ。

　ゆかりの逆セクハラに、どういう反応をするのが正解なのか、未いまだに分からない。

「生ハムです」

　さらにもう一人、髪かみをアップにまとめた少女がひょっこり現れた。

　やけに不ふ機き嫌げんそうに、ジト目を和馬に向けている。

　大生徒会、総務外務法務財務環かん境きよう文化保険行政国土交通農林水産経済産業文部科学統とう括かつ委員長及および総書記『毀き誉よ褒ほう貶へん　桜おう花か』。

　簡単に言うと──不ふ甲が斐いない『王』の代わりに全すべてをこなしている、諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいばりのスーパーウーマンだ。

　当然、一人でこなせる仕事量ではないが、彼女の能力『反逆天使の墜落ブリユーゲル』は、オーラ内にあるモノをコピーし、新たに生み出す。つまり、無限の分身を作り出すことが出来るのだ。

　今この場にいる彼女が本人かどうかすら、本人にしか分からない。

　同じ思考、同じ力を持って、そのまま分身を作る。

　といっても、分身はオーラを纏まとえない。が、執しつ務むをするには十分すぎるだろう。

　一度作ってしまえば、オーラ外に出ても消えはしない。

　桜花自身の意思でいつでも消せる。

　そんな桜花の絶大な力を、和馬は誰よりも信用していた。

　実質、この大生徒会を指揮、運営しているのは、和馬ではなく彼女なのだ。

　王の座を彼女に譲ゆずってもいいのだが、桜花はそれを拒こばんだ。

　右腕どころか、手足であり脳であり心臓である。

「なんだよ桜花ー、せっかく久しぶりに会えたんだから、もうちょっと逆セクハラを楽しませろよ。なー？　和馬、なー？」

　やれやれと首を振ふり、ゆかりは和馬の耳元で呟つぶやく。

「いや、結構です。むしろ俺は桜花に用があって来たわけで」

　などという和馬の言葉は無視。ぎゅーっと抱きしめる力を強めるゆかり。

「今晩、どうだ？　あたいの部屋で──つつきたくないかぁ？」

「鍋なべを、ですね」

「朝一番に口の中を出し入れして、白い液を一いつ杯ぱい出してもいいんだぜ？」

「歯は磨みがきは大事ですね」

「えきを飛ばそうぜぇ」

「特急ですね」

　和馬の反応を見るのが目的なのに、桜花にことごとく邪じや魔まをされ、ゆかりはむっと不快そうな表情を浮うかべる。

　対して、桜花は知らん顔。ゆかりの怒いかりや恨うらみ辛つらみは全すべて流すのが正解だと桜花は知っていた。

「おい和馬。こいつがいるとセクハラ出来ねえんだけど」

「ゆかりさん乳ち首くびをこりりんぐしないで下さい。──で、桜花は何をしに来たの？」

「何しに来たのもクソもありません。ゴミ兄様。帰ってきたのなら、仕事をして下さい」

　桜花はゆかりの頭をべしべしとバインダーで叩たたくことで、やっとゆかりを和馬から引き剥がすことに成功した。

　桜花は、和馬の妹というわけではない。

　和馬が譲じよう一いちを兄さんと慕したうように、桜花は和馬を兄貴分だと思っている。

　自分は所しよ詮せん、和馬の子分でしか無い。

　いや、子分の立場でいたい。そういう思いから、桜花は『兄』と呼んでいた。

「助かった。仕事に関してはいつも通り、桜花が適当にやってくれ」

　乱れた襟えりを正し、思い通りにいかずに拗すねた表情を見せるゆかりを横目に話を進める。

「兄様に承しよう認にんして頂きたい書類が、約八二三万六〇〇三件ございます」

　ずいっと顔を近づけられて、和馬は顔を逸そらした。

「えー……っと」

　じっと見つめる桜花と、何も言えずに視線から逃にげる和馬。

「兄様、言っておきますが、あなたはご自分の立場をお分かりになっていません。いいですか。今、この升ます々ます学がく園えんでは──」

　バインダーを持ったまま、両手を腰に当てる桜花。

　一歩、また一歩。

　ずい、ずずずいっと攻せめ寄られ、和馬はその都度後ろに引いていく。

　桜花は和馬にとって、天敵だった。

　そんないつもの様子をずっと眺ながめていたゆかりは、ある悪戯いたずらを思いついて二人の間にぬるっと入り込むと──

「えい」まくしたてる桜花の胸に、ゆかりは和馬の手を当てた。

「きゃああああああああっ！」

　廊ろう下かを劈つんざく、可愛かわいい悲鳴。

　持っていたバインダーに挟はさまれていた資料をまき散らし、桜花は胸を両手で隠かくしながらうずくまる。

「ゆかりさん！　何やってんすか！　ありがとうございます！　じゃないわ。──すまん、桜花。気が済むように俺を殴なぐってくれ」

　すっくと立ち上がった桜花は、じーっとゆかりを睨にらみ付けながら、ふうと息を整える。

「いいえ……絶対、完かん膚ぷなきまでに仕事をして頂きます。兄様」

　涙なみだ目めになった桜花の背後から、ぞろぞろと書類を抱かかえた桜花の集団がやってきた。

　その数は──数えるのも億おつ劫くうになるほどだ。

「知らない間に、ずいぶん妹分が増えたな」

　和馬は頭を掻かきながら、やはり来るべきでは無かったと後こう悔かいした。

　だが、和馬には目的がある。

「で、和馬は何をしに来たんだい？」

　ゆかりに言われ、和馬は目的を思い出した。

「ここへ来たのは他ほかでも無い。調べて欲しいモノがあるんだ」

「へえ、和馬があたいらを頼たよるなんて──よっぽどだね」

　頼ってるのは桜花なのだが、事によってはゆかりにも救きゆう援えんを要よう請せいすることもあるだろうと、和馬はそこに触ふれなかった。

　ゆかりは校則を守る警察機構のトップである風紀委員長なのだから。

「まあ、明あ日す菜なでも良いんだが、ちゃんとした情報が欲しいからな……ここだと確実で信しん憑ぴよう性せいのある情報が手に入る」

「何を調べて欲しいと？」

　桜花は和馬が自分を頼ることに少し驚おどろいていた。

　大生徒会の会長になった和馬は、その権力を自分のために使うことはない。

「強きよう行こう突とつ破ぱ千ち里さとという人物と、天てん衣い無む縫ほう綾あや音ねという人物。特に、その綾音という人物に何か怪あやしい点がないか」

「人物調査ですか。どういうフィクション固有能力を持っているかは、王であってもお伝え出来ませんがよろしいですか？」

「ああ」

　返事をしながら、和馬は悩なやんでいた。

　ここで、森しん裸ら生徒会のことも調べて貰もらうべきかを。

　綾音のことは国益に関かかわる問題なので、大生徒会を頼った。だが、森裸生徒会のことは一いち概がいにそうとは言えない。

「怪しいっても、どこをどう怪しめばいいんだ？」

　ぽりぽりと頭を掻きながら、ゆかりが困ったような声を出した。

「そこは、皆みんなの直感に任せる」

「兄様の直感ではどのようでした？」

「根こん拠きよなしでいい？」

「ええ」




「大生徒会転てん覆ぷくを謀はかる、テロリスト」




　ぞくり、と桜花は震ふるえた。国家を脅おびやかす存在ともなれば、人物調査も必要。

「──命令、してくれよ」

　ゆかりはにやりと口の端はしを吊つり上げる。

　和馬はわしわしと後頭部を激しく掻きながら笑顔を見せて、溜ため息いきを吐つく。

　主導権を握にぎるのは好きだが、上から命令するのは小こっ恥ぱずかしい。

　結果として相手を操あやつったり、頼たのみ事をするのは慣れているが、偉えらそうに言うのは慣れていない。

　和馬は真しん剣けんな表情を、二人の『部下』に向けた。

「二人を調査し、資料を送れ。いいな？」

「はい。兄様」

「ＯＫ、キングカズ」

　二人は嬉うれしかった。

　久しぶりに和馬に会えたこと。それ以上に、和馬に命令されることで、自分の存在や役割を再認にん識しき出来たことが。

「──って、キングカズ言うなっ！　サッカー部かっ！」







　大生徒会本部に向かったあと、和馬は筋すじ肉にく食堂へとやってきた。

　時刻はすでに午前零れい時じを回り、店は閉店時刻を迎むかえていたが、明かりが点ついていたので中へと入る。

　そこには、泣きながら料理を食べている千里と、それを呆あきれた表情で見下ろすエプロン姿の理沙がいた。

「まだやってる？」

　片手でのれんを上げながらのこの台詞せりふ。一度は言ってみたいと和馬は思っていた。

「もう終わったわよ。まあ、別に作ってあげるけど」

　やれやれ、また鬱うつ陶とうしいのが増えたわ。

　そんな心の声が理沙の顔に滲にじみ出ていた。

「理沙さん！　もう一いつ匹ぴき！」

　千里は和馬の存在に気付いていないのか、理沙に叫さけぶような声を浴びせた。

　和馬は店内にゆっくりと入り、千里と向かい合うように座る。

「千里さん何してるの？」

「ヤケ酒です！」

　まさか本当に飲酒でもしているのかと思ったが、千里のコップにはシュワシュワの黒い液体。──明らかに、コーラだ。

「もうこの辺にしておきなさい」

　と窘たしなめながらも理沙が持ってきたのは──鮭さけだった。

　一匹丸々塩焼きにした、無人島で食べるような豪ごう快かいな鮭だった。

　机に大皿が置かれると、千里は頭と尻尾しつぽを掴つかんで、思いっきり齧かじり付く。

　まるで志し村むらけんがスイカを食べているかのように食べていた。

「あ、俺は──」

「鮭納なつ豆とう定食納豆マシマシね」

　いつもの。と注文するより先に、理沙に言われてしまった。

　和馬は千里に声を掛かけなかった。

　何か気持ちをぶつけたいのなら、千里からしてくるだろう。

　そうでないならば、聞きたくないようなことだ。

　それに、それどころではない。

　椅い子すに座っているだけで、和馬は苦しんでいた。

　あのあと、桜花に凄すさまじい量の仕事をやらされた。

　桜花の能力『反逆天使の墜落ブリユーゲル』で一〇二五人の分身を作られ、一〇二五人の和馬はそれぞれせっせと職務に励はげみ、全すべてが終わると元に戻もどされる。

　知識と経験、そして徒労が一つに凝ぎよう縮しゆくされ、和馬の体は悲鳴を上げていた。

（こりゃ、一週間は動けないな）

　オーラを使わないと、手足が動かない。

　いや、動かそうとすると激痛が走る。

　まるで全身の骨が粉ふん砕さいしたようだった。

　だから、千里に何があったのかを聞く気はなかった。

　ただ、納豆を食べて心だけでも癒いやされたい。

　それが、筋肉食堂へやってきた理由だ。

「理沙さん！　もう一匹っ！」

　綺き麗れいに骨だけを残して食べきった千里は、さらにオーダーを追加した。

「千里。もう今日はやめなさい。──塩分のとりすぎよ。どうしてそこまで」

「だって……私のせいで拓たく哉やさんがぁ」

　うるうると涙を浮うかべる千里。

「なあ、千里さん」

「はい、なんでしょう」

「それで、何をやってるの？」

　千里は混乱して、目をぱちくりさせた。

　さっき聞いたばかりなのに、もう一度同じ質問をされたからだ。

「ヤケ鮭です」

　拓哉を守れなかった自分が悔くやしくて、千里はヤケになっていた。

　和馬はただ沈ちん黙もくしていた。理沙はただ見守っていた。

　千里にだって、表情を読むことぐらい、少しは出来る。

　そう、その空気は物語っていた。

「あれ？　…………もしかして……『やけざけ』って、鮭のことじゃないんですか？」

　上うわ目め遣づかいに、恐おそる恐る千里は聞く。

　和馬はこくりと一つ頷うなずいた。

　みるみるうちに、千里の顔が赤く染まっていく。

「あー、ヤケ酒のつもりだったの……あのね、千里。『やけざけ』のさけってのは、お酒。アルコール飲料のことを言うのよ」

　理沙に訂てい正せいされて、千里はより一層恥ずかしくなった。

「ふぇ？　……そうだったんですか。でも、私まだお酒飲めないので、これでいいと思いますっ！　間ま違ちがっていたとしても、これで押し通しますっ！」

　この挫くじけず前だけを見ている千里の勢いだけは、和馬も買っていた。

「理沙、お前がもっと早く止めるべきだったんじゃないか？」

「ある程度食べさせないと、自暴自じ棄きになると思ったのよ。まさか、すでにもうなってるなんて思わなくてねー」

　それもある意味正しいか。と和馬はそこでその話を打ち切った。

　今日は、もう体も頭も休めてしまいたい。

　そう思っていたとき──

　すぱーんと頭を叩たたかれた。

　振ふり返るとそこには、きらきらと輝かがやくツーサイドアップの髪かみ、幽ゆう玄げんな雰ふん囲い気きを持つ揺ゆらめいた水の制服を纏まとった少女──明日菜の姿があった。

　明日菜は異性に触さわれないため、バインダーで和馬を殴なぐっていた。

「げ、貧ひん乳にゆう」

　理沙は露ろ骨こつに会いたくないとでも言いたげな表情を浮かべた。

「あーら、言葉を話す牛を飼ってるようですわね。和馬」

　明日菜は睨にらみ付けるように目を細めて理沙を一いち瞥べつすると、和馬の肩かたにアゴを乗せて呟つぶやく。

「だ、誰だれが牛よっ！」

　なんていう理沙を無視して、明日菜はもう一度すぱんと頭を叩く。

「で、明日菜は何しにきたんだ？」

「あなたを殴りに来たのですわ」

「それはもう分かってるけど」

「ちょっと──顔を貸して頂けます？」

　ぐいっと肩を引っ張られ、和馬は「痛い痛い痛い痛い……」と口早に言いながら、筋肉食堂の外へ。

　理沙と千里は、「またあのパターンか」と肩を竦すくめた。

　すぐにでも、明日菜の「うにゃあああん♥」的な可愛かわいらしさとセクシーさが混じった鳴き声が聞こえてくると思ったが──

　その日は違っていた。







　外は少し肌はだ寒ざむかった。

　風が強めに吹ふいているせいだろうか。

　飲食街の全ての店てん舗ぽにシャッターが下りていて、明かりが灯ともっているのはこの筋肉食堂だけだった。

「あなた、やらないと言ったそうね」

「何を？」

「復ふく讐しゆうを、ですわ」

　誰から聞いたんだ？　とは問わなかった。千里かあるいは理沙だろうと簡単に予想出来たからだ。

「まあ、な。何せ、本人が求めてないんだから」

　むっとした表情を浮かべた明日菜は、バインダーを開く。

「森裸生徒会への苦情件数は六八二件。これは、去年の数字ですわ」

「一日二回程度……何かをしてるってことだな」

「あなた、分かってるんでしょう？」

「それを調べたのは、理沙に言われてだろ」

「そこじゃなくて」

「ああ、分かってるさ」

　思わず和馬は、目に怒いかりを宿していた。




「拓哉が男に恋こいをしたのは、相手のフィクション能力だってな」




　森裸生徒会への苦情は恐らく全て同じ内容だろう。

　フィクション能力によって強制的に恋をさせる。そして、その気持ちを利用して、様々な悪事を働いてきた。苦情は本人あるいは同じ生徒会の人間が出したモノ。

　和馬は気持ちを操作するタイプの能力者が嫌きらいだった。

「一度発動した能力は、フィクション能力者が解除するまで続く……決けつ戦せん闘とう兵ひようで能力解除を申しん請せいしないと、ずっとあの子はあのままですわ」













「そうだな」

「次にその男に会いに行ったら、今度は腕うでだけではすみませんわ」

「そうだな」

「燃えるような恋をした人間を、あなたが止められて？　無理に決まってますわ」

「そうだな」

「だったら、腕が治らない内に決戦闘兵を仕し掛かけるしかありませんわ！」

「そうだな」

「ああもう！　なんですの！　さっきからウダウダと！　見み損そこないましたわっ！」

「他ほかにも、理由があるんだよ」

　ばしん。黙だまれと言わんばかりにバインダーが振り下ろされた。

「俺を、いや──この升々学園を狙ねらってる奴やつが──」

　ばしん。黙れと言わんばかりにバインダーが振り下ろされた。

「恐らくはテロリスト……」

　ばしん。黙れと言わんばかりにバインダーが振り下ろされた。

「あいつはきっと──」

「うっせーですわっ！」

　ついに黙れと言わんばかりの言葉が飛び出した。

「俺の立場も考えてくれ」

「そんなもの、考こう慮りよにも値あたいしないですわっ！　友がケンカを売られて、買わないなんて。──そんな和馬は……見たくないですわ」

　友──その言葉に和馬はふっと小さく笑えみをこぼす。

「お前の中に友なんて言葉、あったんだな」

「な、なんですの？　わ、ワタクシにだって友ぐらいいますわ。──昔のワタクシとは違ってよ」

　つん、とそっぽを向く。最後の方は少し声が小さくなっていた。

「友のためね。よくある説得だな」

「それじゃ動かないと分かっているから、こうして殴ってるんですわ」

　べし。べし。べし。

「痛い痛い痛い。肋ろつ骨こつが……」

　指を三本立てて、肋骨折れたコントをしようとしたが、和馬は途と中ちゆうでやめた。

　なぜなら、明日菜の目が、潤うるんでいたからだ。

　そんな和馬は見たくない。

　あの言葉から、明日菜は悲しそうな表情を浮かべていた。

「あなた、千里さんを使って、水み戸と黄こう門もんや暴あばれん坊ぼう将軍や遠とお山やまの金きんさんのように世直しをするつもりではなかったの？」

　確かに、千里を利用する理由の一つは、大生徒会という肩書きとは別に、困った人間を助ける手伝いをすることだった。

　明日菜には、それだけが目的だと思わせておいた方がいい。

「で、そのバインダーの資料にある六八二件は、同じ苦情なのか？」

「良い傾けい向こうですわ。やる気が出てきましたわね」

「お前を言いくるめる材料を探すだけだ」

　明日菜に押しつけられるように渡わたされたバインダーを開いて、パラパラと資料をめくり、ざっと目を通した和馬は、笑顔を見せる。

「溜ため息いきが出るでしょう？」

「ああ」明日菜に言われるままに、和馬は大きく息を吐はいた。

　森裸生徒会は、過去の決戦闘兵のほとんどが、『能力解除』を申請されている。

　決戦闘兵は仕掛けるよりも受ける方が遥はるかに勝率が高い。

　それは、受ける側が種目を決められるからだ。

　森裸生徒会の会長は、この升々学園では珍めずらしく男。

　名前は、『天てん涯がい孤こ独どく　貴たか明あき』。年ねん齢れいは一九歳。

　女おんな癖ぐせの悪さ──和馬以上。

「この、女癖ってところ──なんで、基準が俺なんだよ」

「あなた、誰にでも同じ対応をするでしょう？」

「いいことじゃないか」

　なんて言いながら、溜息の原因になった文章を読み直す。

　現在付き合っている女性の数──六八二人。

「つまり、拓哉は六八三人目の彼女にされようとしていたわけだ」

「そろそろ、結論を聞かせて貰もらえるかしら」

「この天涯孤独貴明って奴は、能力で人を誘ゆう惑わくし、それをネタに決戦闘兵を仕掛けさせて施し設せつを稼かせいでいる。仕掛けたのは誘惑された人間の所属する生徒会だろうな」

「その一回とて、負けたことはありませんわ」

「まあ、惚ほれた相手に負けてくれと言われれば、それとなく、わざと負けるだろうね。全ての抗こう議ぎが一回で終わっているのも気になるところだが──お前が代わりに報復してくれないか？」

「あなたがやらずに、誰がやるんですのっ！　ワタクシも──出来れば参加したいですわよ」

　資料の中の決戦闘兵種目に、明日菜は指を向けた。

　一つ前もその前も、ずっと同じ種目。

　それは──『腕相撲ずもう』だった。

　明日菜は異性の肌はだに触れない。異性に触ふれることで敏びん感かんになるという秘密を誰にも知られたくない。

　決戦闘兵に於おいて、セッティング前に能力を発動させることは許されていない。

　腕相撲という種目である以上、明日菜は今回、参加出来ないのだ。

「で、どうなさるおつもり？」

　和馬は正直、苦く悩のうしていた。

　拓哉の仇かたきを取りたいという気持ちはある。

　だが、王の立場として、得体の知れない綾音を放ほうってはおけない。

　それにもどかしさを抱いだいていた。

「誰かに、背中を押して欲しかったら──ワタクシを頼たよりなさい。誰かに、怒おこられたいなら──ワタクシを呼びなさい。じゃないと──」

　それを、明日菜は見み抜ぬいていた。

「じゃないと？」

「悪さ、しちゃいましてよ？」

「やれやれ。それはさせるわけにはいかないな。さて、どうしたもんかね」

　和馬は揺ゆさぶられていた。

　王としての自分。

　友としての自分。

　綾音の悪わる巧だくみ。

　明日菜の悪巧み。

　それらは全すべて、天てん秤びんのように揺らしている。

　大きく──大きく──
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　強きよう行こう突とつ破ぱ千ち里さとは心配しながら鮭さけを頬ほお張ばっていた。

　いつもなら、すぐに聞こえてくるはずの声が、今日はてんで聞こえてこない。

（和かず馬まさん……何を話しているんだろう……）

　心配で、心配で、心配だった。

　明あ日す菜なに頼ったのは、千里だ。理り沙さを介かいして、明日菜に救きゆう援えんを要よう請せいした。

　千里に言われて明日菜は資料を用意し、和馬を殴なぐりにやってきた。

　筋すじ肉にく食堂の外で今何が行われているのか、それが気になって仕方が無かった。

　もしかしたら、殴り合いになってるかもしれない。

　自分のせいで──

　そう思うと、ヤケ鮭が止まらなかった。

「ちょっと、様子を見てこようか？」

　理沙に言われ、千里は首をぶんぶんと横に振ふる。

「り、理沙さんにお手間はとらせません！　わ、私が、私が見てきますっ！」

「そう？」

　だが、千里は動かなかった。

「どうしたの？」

「見に行って、いいんでしょうか？」

「そうね。聞かれて困るから、外に出たんでしょうし」

「でも、遅おそすぎる気がします」

「そうね。いつもならものの五秒で」

「あっ♥　あっ♥　あっ♥　らめええええええぇぇんっっ♥」

「って声が──」

「聞こえてきましたね」

　がらがらがらがら……

　戸を開けて、明日菜がほふく前進しながら入ってくる。

　それはさながら、ホラー映画のワンシーンのようだった。

　続いて、和馬が入ってくる。

　まるでトイレを我が慢まんしているかのように足を閉じて、中ちゆう腰ごしの状態で泣きながら。

「な、何があったんですか！」

　異様な光景に、千里が慌あわてて駆かけ寄る。

「いや、何。こいつが仕返しをしろ仕返しをしろってうるさいから、殴られた回数分の仕返しをしたんだが」

　和馬はバインダーで殴られている間、その回数を数えていた。

　その回数分、和馬は明日菜の体をなで回した。

　そして、明日菜はさらに仕返しとして──

「蹴けり上げてやりましたわ」

　和馬は泣いていた。股こ間かんを押さえて、ずっと。

「で、話し合いの結果はどうなったわけ？」

　理沙の言葉に応こたえようとした和馬だったが──

「あ、ちょっと待って。電話が」

「このタイミングで何よ。──もう」

　話の腰を折られ、理沙はふくれる。

「あーもしもし、殺さつ気きちゃん？　どうしたのさ」

　涙なみだを拭ふいた和馬が珍しい人物からの電話に出ると、すぐに顔を強こわばらせた。

　一いつ瞬しゆんで、その場が緊きん張ちように包まれるほどの、時折見せる和馬の怖こわい顔。

『……拓たく哉やが……いなくなった』

　殺気の電話の内容は、それだけだった。

　それだけで、和馬は判断出来る。

「明日菜！　森しん裸ら生徒会の場所はっ！」

「な、なんですのいきなり……大声出さなくとも」

「場所はっっ！」

「し、資料にありますわ」

　和馬は明日菜の持っていたバインダーを奪うばうように取り、その住所を指さしながら千里に向けた。

「二駅ほど先か──千里さん。空を行こう」

「ちょちょちょちょ、和馬。何をそんなに慌ててるの？」

　理沙が落ち着けと和馬を諫いさめる。

「拓哉が、姿をくらました。あいつは、きっとこう思ってるんだ。もう一度会いたい。会って、謝って、そしてまた、やり直したい」

「良いことじゃないですか」

　千里の言葉に、和馬は首を横に振る。

「今度は、腕うでだけじゃ終わらない」

　その言葉で、やっとみんなが理解した。

　和馬が焦あせっている理由。最悪の事態もあり得るということを。

「根こん拠きよは？」

「ない」理沙の言葉に、即そく座ざに返す和馬。

「行きましょう和馬さん！　理沙さん！　明日菜さん！」

　一人一人、顔を見て千里は決意を露あらわにする。

「ワタクシは関係ありませんわ」

　犬でもあしらうように手をひらひらと振る明日菜。

「千里さん、とりあえず二駅先まで跳とんでくれ」

「了りよう解かいしましたっ！」

　開きっぱなしの戸の向こうへ、千里が駆けていく。

　後ろから追いついた和馬と理沙は、それぞれ片方ずつ千里の手を取り、そして──

　その場から消えた。







　ごす。

　三つの人型が、壁かべに出来た。

「いたたたた」鼻を押さえる理沙。

「す、すみません」鼻を押さえながら千里が頭を下げる。

「あれ？　しかもここ、駅じゃないじゃない。全く、あんたは絶対行きすぎちゃうのね」

「これでもすぐ能力解除したんですけど……どうも慣れてなくて」

　光速で一キロ『だけ』を走ろうとしたら、三〇万分の一秒しか走ってはいけない。

　ストップウォッチを三〇万分の一秒で止められるほどの反射神経を持っている人間はいないだろう。

　千里は、千里の体は、能力を使い切れない。

　この升ます々ます学がく園えんで、唯ゆい一いつフィクションを扱あつかえない。

「もう、ドジなんだから」

　そう言いながら、理沙は携けい帯たい端たん末まつを弄いじっている。誰だれかに連れん絡らくを取っているようだった。

「いや、ナイスだ千里さん」

「え？」

「ここだ。ここが、森裸生徒会本部なんだ」

「ええええ！　凄すごい偶ぐう然ぜんですねぇ」

「偶然ということもないさ。ここはこの駅周辺で、一番大きな建物。ぶつかる可能性は一番高いからね」

　あれほど慌てていたのに、今はとても冷静だった。いや、正確には冷静を装よそおっていた。

　その理由は──

「千里さん、ひとっ飛び風紀委員を呼んできて」

「はい！　分かりました！」

　びしっと敬礼した千里は、オーラを纏まとってその場からふっと消えた。

　凄すさまじい風圧に、理沙は目を閉じる。

「行くぞ。理沙」

「え？　千里と風紀委員待たないの？」

「来ないさ」

「どうして？」

「何も事件が起きていないからな。どれだけ千里が説明しようが、風紀委員は動かない」

「じゃあどうして──」

　と、そこで理沙は気付いた。

　千里に見せられないようなことを、和馬はやろうとしている。

　冷静な姿を見せて、役目を与あたえることで、体てい良く追おい払はらったのだ。

「理沙、お前も帰れ」

「いやよ」

「お前は魅み力りよく的だからな。狙ねらわれる可能性がある」

「は？　思ってもいないこと言わないで。大だい丈じよう夫ぶ──拓哉を助けに来た私達は、決けつ戦せん闘とう兵ひようを仕し掛かける可能性がある。そんな人間の前で、ほいほいフィクション能力を使ってきたりはしないでしょ？」

「分かった。でも──お前は手を出すなよ？」

　威い圧あつ的な声でそう言いながら、和馬は建物内へ。

「……分かったわ」

　理沙は携帯端末をしまって、ポキポキと指を鳴らしながら建物内へ入っていった。







　傍ぼう若じやく無ぶ人じん拓哉は懇こん願がんしていた。

　つるつるに磨みがかれた床ゆかに、ギプスで固められた左手と華きや奢しやな右手、そして、ハチマキを着けた額を付けている。

　土下座。

　拓哉の渾こん身しんの土下座の周りには、三人の男がいた。

　一〇〇人来ても問題ない広さのボウリング場。夜も遅く、三人の男と拓哉以外は誰もいない。

　モニターは全すべて切られており、ＨＩＰ─ＨＯＰが店内に流れている。

「許してくれと言われてもねぇ～」

　受付の机に腰こし掛かけて、片かた膝ひざを立てているのは森裸生徒会会長『天てん涯がい孤こ独どく　貴たか明あき』。

　今、彼は完全に全ぜん裸らだった。

　靴くつ下したも靴も、カバンも何も身には着けていない。

　ここは彼の家も同然だからだ。

「誠意ってそういうことじゃねえんだよ。お？　こら」

　リーゼントの男がハトのように頭を振ふりながら、眉み間けんにシワを寄せていた。

「まあまあ……」

　そんなリーゼントの男を宥なだめているのは、熊くまのような大男だった。

　太い眉まゆ、丸いアゴ。柔じゆう道どうからキャッチャーまで様々なスポーツで活かつ躍やく出来そうな、筋骨隆りゆう々りゆうでいて肉厚の、プロレスラーのような体格をした男だ。

「お願いします。どんなことでもしますから……ボクを見捨てないで下さい」

　拓哉は震ふるえる声で、床に言葉を吐はいていた。

「誠意を見せろっていってんだろ！　お？　こら」

　リーゼントの男が言う誠意を、拓哉は理解出来ていなかった。

　彼は、こう言いたいのだ。

　金を持ってこい。

　だが、それは要求出来ない。

　金品を要求することは、脅きよう迫はくにあたり校則違い反はん。──つまり法に触ふれ、罰ばつ則そくがある。

　あくまで『誠意』を拓哉に自分から『差し出させる』しかないのだ。

　だが、拓哉は『誠意の裏』にあるメッセージを理解出来ていなかった。

　パーフェクト全裸である貴明は鼻の頭をぽりぽりと掻かく。

「じゃあさ、サクヤちゃん」

　貴明は、拓哉を女子だった頃ころの名で呼んだ。

　ゆっくりと顔を上げた拓哉が見たのは、笑え顔がお。

「一〇発殴なぐらせてよぉ～」

　どす黒い、笑顔だった。

「一〇発……」

「そ。一〇発耐たえられたら、サンドバッグとして今後もウチで『飼って』あげるよぉ～」

　そんな鬼き畜ちくとも取れる言葉を受けて、拓哉は思った。




　助かった……と。




（良かった。まだ貴明さんと一いつ緒しよにいられる。ボクが耐えれば、一緒にいてくれるんだ）

　拓哉は嬉うれしかった。

　どんなことをされてもいい。ただそばにいられればそれでいい。

　それほどまでに、彼が恋こいしかった。

「分かりました」

　立ち上がった拓哉。しかし、貴明は動かない。

「サクヤちゃん。『殴って下さい』は？」

「え？」

「俺に頼たのむんだよぉ～。殴って下さいってね」

　拓哉は強く目を瞑つぶり、そして、振り絞しぼるように声を出す。

「ぼ、ボクを……殴って下さいっ！」

　ごっ！　鈍どん器きで殴おう打だされたような、硬かたいモノが振り下ろされた音がした。

　そして、拓哉の少女と見まがうほどの華奢な体はボウリングの球のように、すーっと床を滑すべり、壁かべに激げき突とつした。

「亮りよう、記録は？」

　貴明はボウリングの球を拭ふくために置いてあった布ふ巾きんで手を拭いていた。まるで、虫でも潰つぶしたかのように。

「んー、時速四〇キロぐらい？　お？　こら」

　リーゼントの男、亮が拓哉のところまで歩きながら答えた。

　それは、殴った際に床を滑すべった拓哉の速度だった。

「まあまあ……」

　熊のような大男が最後に感想を述べた。

「おら、立ておら。お？　こら」

　拓哉の髪かみをぐいっと引っ張り、引きずるようにして貴明のところまで連れてくる。

　床がつるつるだったから、引きずるのは簡単だった。

「あ……がっ……」

　拓哉の顔は血だらけだった。

　口からも鼻からも血が滴したたり、声が声にならない。

「会長～。一発目に顔はやめて下さいって言ったでしょ。お？　こら」

「ついいつもの癖くせでねぇ～」

「これじゃ、『殴って下さい』の言げん質ちが取れないじゃないっすか。お？　こら」

「聞けばいいだろ。まだ殴って欲しいよな～？」

　拓哉は小さくこくりと頷うなずいた。

　次の瞬しゆん間かん──拓哉はまた床を転がる。

「お？　こら、五〇キロいったんじゃね？」

　けらけらと笑い飛ばすと、リーゼントが揺ゆれる。亮は虫でも潰したかのように制服の裾すそで手を拭ぬぐっていた。

　壁に激突した拓哉は、殴られたみぞおちを押さえ、息を荒あら立だてていた。

　呼吸が、ままならない。

「五〇キロいってるねぇ～。サクヤちゃん喋しやべれるー？」

　遠くから聞こえる貴明の声に、辛かろうじて、首を横に振ることしか出来なかった。

　血と涙なみだで顔は汚よごれ、くしゃくしゃに歪ゆがんでいる。

　辛つらい。

　恋とはこんなにも辛いことなのか。

　拓哉の意識は最も早はや、朦もう朧ろうとしていた。

　自分が立っているのか、宙に浮ういているのかすら定さだかではない。

　全身の力が抜ぬけきり、激痛のみが拓哉の意識を保たせていた。

「さあて、大だい吉きちの番だな」

「まあまあ……」

　大男がオーラを纏わせて拓哉の前に立つ。それはまるで、山のようだった。

「さあ、サクヤちゃん、三発目。当然、殴って欲しいよねぇ～？」

　悪あく魔まの声が、耳元に聞こえる。

　まだ、三発目。

　たったの一〇発が、途と方ほうもなく遠い。

　拓哉を『拾いに』来た亮は、拓哉のハチマキを掴つかんでずるずると引きずる。

「ちゃんとオーラでガードしろよ？　じゃないと──死ぬぜ？　お？　こら」

　リーゼントが楽しげに耳元で囁ささやく。

「サクヤちゃんは体が軽いからな～。これは、大台の二〇〇キロ出るかもねぇ～」

　大男、大吉の体が、みるみる内に硬こう質しつ化していく。

　その右みぎ腕うでは、ダイヤモンドのように輝かがやきながら、どんどん角張っていく。

　拓哉は、恐きよう怖ふした。

　その大きさに。その威い圧あつ感に。

　だが、すでに声は出ない。

　誰だれにも、助けは求められない。

　オーラで防ぼう御ぎよしても、全身の骨を砕くだかれると拓哉は確信し、目を閉じた。

　ぶうん。丸太のような巨きよ大だいな右腕が、放たれた。

「お？　こら？」

　リーゼントの男、亮は首を捻ひねった。

　空を切ったのだ。

　亮の支え無しでは立っていることすら出来ないでいた拓哉が、その場にいなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ……じゃなさそうだな」

　拓哉の体を抱だきかかえた少年が、ゆっくりと歩いていた。

「誰だお前」

　貴明は、さっきまでいなかったはずの男の背中に、声を掛かける。

（か……和馬さん）

　緊きん張ちようの糸が切れたのか、拓哉はふっと気を失った。

「オカマ野や郎ろうの友達か？　お？　こら」

「ああ、そうだ。これ以上──」

　気を失った拓哉を床ゆかに寝ねかせ、和馬は怒ど気きを吐き出すように言った。




「俺のオカマに、手を出すなっ！」




　その威圧感は、猛もう獣じゆうのそれと同じだった。

　辺り一面を、ピリピリとした稲いな妻ずまのような殺気が張り巡めぐらされ、思わず森裸生徒会の三人は言葉を失い、その少年をただ凝ぎよう視ししていた。

　特に、森裸生徒会会長、天涯孤独貴明は瞬時にこう分ぶん析せきしていた。

（一目で分かる。……この感かん触しよく、この迫はく力りよく……こいつは、俺より圧あつ倒とう的に強いねぇ）

　蛇へびに睨にらまれたカエルなどというレベルではない。

　熊に睨まれたカエル。

　ケンカをすれば、絶対に勝てないだろうという恐きよう怖ふ感、緊張感、そして──無力感。

　その全ぜん裸らの体が、ぶわっと鳥とり肌はだに変わった気がした。

「意味分かんないこと言ってんじゃないわよ」

　そんな空気を破ったのが、理沙だった。

　和馬の後ろから、呆あきれた声でツッコミを入れている。

　あまりの迫力だったので、誰も和馬の台詞せりふを気に留めていなかったが、今思い返せばこう思う。

　俺のオカマってどういうことなんだろう。

　リーゼントの男、亮は「はっ」とあることに気づき、貴明に耳打ちをする。

「あいつ、乳にゆう帝ていですよ」

　貴明も小声で聞き返した。

「乳帝？」

「ほら、世界三大おっぱいの一人──」

「ああ……あれが今、大ブームになってる……」

　二人はしきりに感心して理沙を見ていた。

　いや、正確にはそのおっぱいを見ていた。

　視線を感じた理沙はちっ、と舌打ちして、胸を隠かくすように腕を組みながら──

「あんたら、絶対豚ぶた箱ばこ行きだからね」

「何で？」

　しれっと返され、理沙はさらに怒いかりを増ぞう幅ふくさせた。

「寄ってたかって怪け我が人をボコボコにして！　私はそういう弱い者苛いじめをする奴やつが一番ムカつくのよっ！　これは校則違反。無期停学確実だわ」

　升々学園における停学は、懲ちよう役えきに相当する。無期停学は即すなわち──無期懲役。

「あっははは。勘かん違ちがいしないで欲しいなぁ～。サクヤちゃんが自分から殴ってくれと頼み込んできたんだ」

「だからって、手を出したら一緒だわ」

「罪ってのは、告発されて初めて成立する。賭かけても良いけど、サクヤちゃんは絶対に俺を訴うつたえたりはしない。つまり──これはただのお遊び。そう、お遊びのままなのさ」

　貴明のフィクション能力『狩猟場の王ヴアン・ダイク』はオーラ内にいる『全すべての生物に愛される』という能力だ。

　一度能力で虜とりこにしてしまえば、能力を解除するまで貴明を愛し続ける。

　ただし、貴明はオーラの量が極きよく端たんに少なく、体の表面を覆おおう程度しかない。

　体に触ふれた相手にしか、能力が発揮出来ないのだ。

　だが、その効力は凄すさまじく、法執しつ行こう機関である風紀委員に捕つかまろうが、捕まえた時点で許される。

　だから、貴明は常に裸はだか──犯罪を起こすことが出来るのだ。

　いやむしろ、服を着ているとオーラが届かなくなる。

　常に服を着ないのは、能力を最大限に発揮するためだった。

「こんの、悪党が……」

　理沙は怒りに震ふるえていた。

「正義の味方生活より、悪の親玉生活の方が楽しいよ？　やってみれば分かるけどねぇ」

　だが、そんな怒りは届いていない。貴明は、他人の評価など気にしない性格だった。

「君を訴えるつもりはない。ただ、もうこいつとは関かかわらないでくれってことだ」

　けんか腰ごしの理沙を手で諫いさめ、和馬は提案する。

「いいよ。と言いたいけど──タダではなぁ～」

　貴明はニヤニヤと笑いながら答えた。

「そのオカマは一〇発殴なぐらせるって言っときながら、二発で失神しちゃってんだ。お？　こら」

「俺達は不完全燃焼ってところなわけ。誠意を見せて欲しいなぁ～」

「なるほど……じゃあ、俺が残りを殴られればいいんだな？」

「ちょっと和馬何言ってんのよ！」

　理沙はてっきり、和馬がこの連中をボコボコにするのを見せたくないから千里を帰したのだと思っていた。

　だが、違った。

　和馬は最初から、拓哉の身代わりをしようと考えていたのだ。

「理沙、止めるなよ？　お前は、証人として、ただ見ていればいい」

「見てればいいって……」

「じゃあ、お言葉に甘えるぞ。こら」

　リーゼントが嬉うれしそうに笑って、右ストレートを和馬の頬ほおへぶち込む。

　そこで、リーゼントの男、亮は目を丸くする。

　拓哉と同じように、吹ふっ飛ぶと思っていた。

　しかし、和馬はそこに立っている。相変わらず、生意気に睨み付けて。

　それどころか、亮の拳こぶしは頬で止まっていた。

　殴り抜けることすら、出来なかった。

　続いて、左のボディブロー。

　和馬は少し前まえ屈かがみになったが、すぐに体勢を立て直す。

　三発、四発打って、亮はその異様さに気付いた。

（こいつ、ダメージを受けてねえのか……こら）

　五発、六発──

　亮の攻こう撃げきにびくともしない和馬に、大男、大吉がずいっと亮を押しのけて和馬の前へとやってくる。

　拓哉が殴られたのは二発、そして今和馬は六発受けている。あと二発で、『誠意』が終わってしまうのだ。

「亮、まあまあだが、こいつをぶっ飛ばすには、二つ足りないモノがある。それは『重さ』と、『硬かたさ』だ」

　熊くまのような巨大な右腕が、ぶんと振ふられ、和馬はついに吹っ飛んだ。

　が、拓哉のように床を滑すべったりはしない。軽く体が浮ういて、横に倒たおれた。

「和馬っ！」

　理沙の叫さけび。ただ見てろと言われていたが、こんなモノを見せられて冷静でいられるわけがない。

「動くな。……大丈夫だから」

　ぱんぱんと埃ほこりを払はらいながら、何事もなかったように立ち上がる。しかし、足腰はふらついていた。

「でも……」

　理沙は苛いら立だっていた。ムカついてムカついて仕方が無かった。

　同じように、大吉も苛立っていた。

　こんな、見るからに体を鍛きたえていない小こ僧ぞうに、鍛え抜ぬいた筋肉が通用しないなど、あってはならない。努力の結けつ晶しようが、無む駄だだなんてことは、あってはならないのだ。

　大吉は右みぎ腕うでに全身全ぜん霊れいを込こめる。

「まあまあ……やるな。貴明さん、最後の一発ですが、俺がやってもいいですかね？」

　ガキガキと機械音にも似た音を立てて、その大木のような腕が結晶化し、角張っていく。

　それは最も早はや、腕の形をしたダイヤモンドだった。

　凄まじい硬さと重さ。それらが生み出す破は壊かい力は、簡単に想像出来る。

「いいよ。どうやら、俺じゃそいつを吹っ飛ばせないようだしねぇ～」

「ぬぅおおおおおっっ！」

　鋼鉄の塊かたまりが、今度こそ和馬の体を遠くへ飛ばす。

　それはまるで、爆ばく発はつでも起きたかのように。

　大吉と亮は清すが々すがしい気持ちだった。

　どこか不気味で生意気だった少年が、人形のように宙を舞まう姿を、やっと見ることが出来たから。

「こんのっ……」

　我が慢まん出来ずに殴りかかろうとした理沙はふと気付く。

　貴明の姿がないことに。

　気がついたときには遅おそかった。

　貴明は和馬を殴ることに参加していなかった。

　最初から、狙ねらいは別にあったのだ。

　そう、世界三大おっぱいの一人である理沙自身。

　理沙はふと思い出した。拓哉とデートしていたとき、注意をしにいった風紀委員が肩かたに触れた途と端たん、何事も無かったように貴明を許した。

　そう、貴明のフィクション能力は、触れることで発動する。

　いや、触れるほどの範はん囲いしか、オーラを纏まとえない。

　そのことに、もっと早く気付いていれば、理沙は常にオーラを張り、その範囲に入った時点で『夜警レンブラント・フアン・レイン』によって爆破しただろう。

「そんなに熱くならないでよ～」

　のんびりとした声が、理沙の背後から聞こえてきた。

　肩に、手が置かれていた。

　どくん、と爆乳とも乳帝とも謳うたわれた素す晴ばらしいおっぱいの下で、心臓が大きく脈を打った。

　それはまるで、銃じゆう撃げきにあったかのように。

　理沙は決戦闘兵を行う可能性のある人間の前でフィクション能力を発動させるはずがないと考えていた。

　──だが、違った。

　理沙は悔くやしくて、奥歯を噛かみしめた。

　爆破してやるつもりだったのに、どうしても指が動かない。胸の内がモヤモヤする。

　和馬はその様子を、床に寝ね転ころがりながら眺ながめていた。

　足ががくがくと震え、立つことすらままならない。

　リーゼントの男が和馬の髪かみを掴つかむ。

「お前のオカマも、お前の女も、もう会長のモノだな。お？　こら」

　勝ち誇ほこった表情。

　和馬はにっと笑え顔がおを見せて、溜ため息いきを吐つく。

「一〇発は終わったよな？　もう、帰っていいか？」

　飄ひよう々ひようとした声で、和馬は告げる。

　まるで、理沙が能力を掛かけられたことを、なんとも思っていないようだ。

　どこまでもムカつく。

　亮がもう一発お見み舞まいしてやろうと拳を振り上げたそのとき──

「おいおい和馬、お前らしくもねえ。無様な姿だな」

　男の声が、聞こえてきた。

　また招かれざる客に、貴明は困こん惑わくする。

　それは──『学園最強』の男、気き炎えん万ばん丈じよう　譲じよう一いちだった。

　燃えさかるような髪と、アウトボクサーのような体つき。タバコを咥くわえながら、ゆっくりと歩く。カツカツと靴くつ音おとが静かになったボウリング場に響ひびいていた。

　ここに着いたとき、理沙が携けい帯たいで助けを求めたのだ。

「俺達は、誰だれにも危害は加えてませんよ。見てくれの悪い奴やつはいますがねぇ」

　白々しい弁明──を、譲一は聞く気がなかった。

「調子にのんなよ──クソガキ」

　ぎらりと鋭するどい眼光で睨にらみ付け、咥えていたタバコを掴む。タバコを持った手を下ろすと、それは燃えさかる『炎ほのお』と化し、三人へと襲おそいかかった。

「あ──」

　急に、貴明がその場に倒れた。

　続いて、亮、大吉もバタッとまるで糸の切れた人形のようにその場に倒れてしまった。

　三人は口から泡あわを吹いて、体を痙けい攣れんさせている。

　炎で『焼いた』のではない。タバコに含ふくまれている一酸化炭素を急激に増やし、それを吸引させたのだ。

　気絶してしまえば、能力を発動しようという気が起きない。させようにも、意識がないのだから。

　一いつ瞬しゆんで、その場を制圧してしまった。

　ただ、『星ゴ月ツ夜ホ』で炎を増ぞう幅ふくさせただけで。

　これは、攻撃ではない。ただの一酸化炭素中毒。そう、事故だと風紀委員には報告すれば良い。

「かっこ悪ぃな。和馬」

「出来れば、もう少し早く来て欲しかった」

　腰こしを押さえながら、ゆっくりと立ち上がる。

「和馬……あの……」

　理沙はもじもじと目を合わせずに話しかける。

　心配で心配で、仕方が無かった。

　そんな理沙に、和馬は強い口調で伝える。

「──今週、浴よく場じよう生徒会から森裸生徒会に決戦闘兵を仕し掛かける」

「いいの？」

「ああ。拓哉だけじゃなく、理沙まで能力を掛けられたら、やるしかない」

「そ。じゃあ早さつ速そく綾あや音ねに連れん絡らくを。そうだ、譲一さんも手伝ってくれませんか？」

　今目にしたように、譲一がいれば、どんな戦いでも負ける気がしない。だが──

「残念だが、今は決戦闘兵の手助けやってないんだ」

「俺達だけでやる。綾音ちゃんの手も譲一さんの手も借りない。──そうじゃないと、こいつらは決戦闘兵を受けはしないだろう」

　決意を込めてそう言ったあと──和馬は気を失った。

「和馬……和馬っ！　ちょっと！」

「全く、このバカは、すぐ自分の力量以上の事をしようとすんだからなぁ」

　焦あせる理沙を尻しり目めに、譲一は和馬の服をむんずと掴み、引きずるようにして連れて行く。

「あ、あの──譲一さん……ありがとうございました。この借りはいずれ──」

「ん？　んー」

　譲一は首を少し傾かたむけて何かを考えた後──和馬を引きずったまま理沙の前まで戻もどってくると、その爆乳に下からたぷっと手を添そえた。

「んなっ！」

　つい反射的に、理沙は『夜警レンブラント・フアン・レイン』で譲一の頭をアフロにした。

「これで、チャラにしてやるよ」

　にっと笑った譲一は、踵きびすを返して手を振りながら去って行く。和馬を引きずって──

　そんな後ろ姿を見つめていた理沙は、携けい帯たい電話を取り出す。

「和馬が、森裸生徒会に決戦闘兵仕掛けるって。うん……まあ全部あんたの言うとおりになったわ……え？　あー、うん……問題があるんだけど。……そう……絵え里り香かと同じく、私もあれ食くらっちゃった。……ホントごめん……え？　千里の監かん視しはあのバカの仕事でしょ？　……うん、まあ使えないのは分かってるけど……はあ、いいわ。ただし、そんなにずっとは出来ないからね。今がギリギリ。これ以上近づくと──和馬は絶対気付くわ。絶対にね。──うん、じゃあ」

　報告しながら、理沙は悔しさで胸がモヤモヤしていた。

　貴明と別れることに、寂さびしさを感じている。

　また、ここに来て彼に会いたいと感じている。

　彼に、恋こいを感じている。

　それらは、いつも和馬に感じている感情と同じだったから。

　奇くしくも、貴明のフィクション能力『狩猟場の王ヴアン・ダイク』によって、気付かされてしまったから。
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　決けつ戦せん闘とう兵ひよう当日。『胸きよう中ちゆう複ふく雑ざつ　香か織おり』はここにいる誰よりも緊きん張ちようしていた。

『決戦闘兵執しつ行こう部ぶ』という腕わん章しようを着け、肩かたまでの髪をポニーテールにした少女。それが香織だった。

「それでは、これより七三位、森しん裸ら生徒会と、一〇四八位、浴よく場じよう生徒会の、決戦闘兵を開始します！　勝負方法は腕うで相撲ずもう。賭かける施し設せつの数は三つ、ただし森裸生徒会が負けた場合は、生徒会長『天てん涯がい孤こ独どく　貴たか明あき』の能力を一度全すべて解除することとします。えー第三の生徒会の介かい入にゆう、『ホワイトナイト』を認めます。他ほかに質問は？　…………ありませんね。ではそのように決します」

　一息に言い切った香織は、一万回反復練習した成果を遺い憾かんなく発揮し、一度も噛かまずに言えたことに満足していた。

　和かず馬まは千ち里さとと殺さつ気きの二人だけを連れて、一いち期ご一いち会え地区第一小学校へやってきた。

　目の前には、机。

　昔ながらの、木製勉強机だ。中を覗のぞけばカッチカチのパンとかが入っていそうな、懐なつかしさを感じる昭和の机だった。

　その机を中心に、向かい合う男。

　貴明と、和馬。

　和馬の後ろには、千里と殺気が、そして貴明の後ろにはずらりと屈くつ強きようなマッスルメンがざっと五〇人は控ひかえていた。

　誰も彼もが腕に自信のありそうな連中。

　ぱっと見ではただの奥手な少年である和馬だが、そんな連中に囲まれても、表情を変えなかった。

　しかし──

「か、かかかかかか和馬さん！　私……怖こわいですぅっ！」

　千里は完全にビビっていた。

　見知らぬ筋骨隆りゆう々りゆうな男に囲まれているのだ。怖くないわけがない。

「勝負は勝ち抜ぬき戦です。一人目の方、中心へ」

　香織が一同礼のくだりを忘れていることに、和馬は有り難がたさを感じていた。

（こいつらに、礼れい儀ぎなど必要ない）

　和馬の炎は少しも衰おとろえていなかった。

「まあまあ……」

　森裸生徒会一人目は、熊くまのようで山のような大男、大だい吉きち。

「ピジ……肘ひじは浮うかせないで下さい。手首も巻き込ませないで下さい。えー、あと……あ、肝かん心じんなルールを忘れてました。──今回、痛みによる気絶及および再起不能を反則行こう為いと認めません。よろしいですか？」

　和馬は二倍はあろうかという巨きよ大だいな手を握にぎり込む。

　その手は、セットと同時に硬こう質しつ化していった。

「お前、まあまあやるようだが、相手が悪かったな。俺の能力は世界一の硬かたさと重さを持った鉱石に変えること──」

「知ってる」

　さらりと和馬は返す。

「さらに──全身のオーラを右腕に集めることで、強度を増すっ！」

　大吉の右腕だけに、エメラルド色のオーラが猛たけ々だけしく燃えていた。

　それは、そうそう出来る技術ではない。

　オーラを凝ぎよう縮しゆくし、一カ所に集めることで、より強いフィクションにする。普ふ通つうのオーラを一とするなら、凝縮したオーラは一〇〇。それほどの差があるのだ。




　今、大吉は誰だれよりも硬く、誰よりも重く、そして誰よりも濃のう厚こうなオーラを展開していた。

「レディー」香織が右手を上げる。

　和馬はじっと大吉の顔を見上げ、大吉は不敵な笑えみで和馬を見下ろす。

「ゴーっ！」

　香織が右手を下ろすと──

「ぐあああああっっっっっっ！」

　絶ぜつ叫きようが、響ひびき渡わたった。

　和馬は『腕を放ほうり投げ』て、言う。

「お次はどいつだ？」

「う……うわあああああっ！」

　屈強な男達が、一目散に教室から出て行った。

　無理もない。

　誰よりも強い大吉の、誰よりも硬い右腕が──『もぎ取られた』のだから。

　勉強机はへしゃげ、原形を留とどめていない。

　大吉は左腕だけでほふく前進して、和馬に投げ捨てられた、最硬質の右腕を取りに向かう。

「ぐっ……なぜだ……なぜ……」

　大吉は、理解に苦しんだ。

　世界一の硬さを持っているはずだった。

　世界一の重さを持っているはずだった。

　世界一のオーラを纏まとったはずだった。

　なのに、負けた。

　苦にが虫むしを噛み潰つぶしたような表情を浮かべている大吉に、和馬は冷たく言い放つ。




「お前には、硬さと重さ。──そして何よりも、オーラの質量が足りねえんだよ」




　世界一硬いと言っても、破は壊かい出来ないというわけではない。

　世界一重いと言っても、破壊出来ないというわけではない。

　ならば、どこに差があったのか。

「お前のオーラ総量を仮に一〇〇としようか。だとすれば、俺のオーラ総量は、『無限』だ」

「む……げん？」

　大吉はさらに理解出来なかった。それは文字通り無む尽じん蔵ぞうのオーラがあるという意味なのか、それとも、自分との差がそれほど開いているのか。

　その答えは、もぎ取られた右腕が知っている。少なくとも、大吉と和馬には、天地ほどの差が存在していることを。

　その日、千里は初めて和馬の『オーラ』を見た。

　光り輝かがやくような純白のオーラ。それを、皆みんなと同じように全身に纏まとっていた。

　大吉は、全身を覆おおうオーラを右腕に凝縮して、いわば一〇〇を一に凝縮した。

　その技術を和馬も持っている。

　垂れ流しに放出し続けるオーラを止め、集め、凝縮する。

　世界を覆うほどのオーラ。無限とも言えるそのオーラを一〇〇に凝縮する。

　時を操あやつるフィクション能力者はほとんどいない。

　その中で、オーラを全身に纏わせるほどに凝縮する芸当が出来るのは──和馬ぐらいなものだ。

　そう、つい先ほどまで誰よりも強いオーラを纏っていたのは大吉だが、今現在、誰よりも強いオーラを纏っているのが……和馬なのだ。

　大吉は圧あつ倒とう的なオーラの違ちがいに気づき、そして──絶望した。

　自分が、誰よりも『強い』と思っていたから。

　そして、どれだけ努力をしようが、絶対に和馬を超こえられないと確信したからだ。

「なぜだ！　お前はあのとき、俺に吹ふっ飛ばされて、ふらふらになっていただろう！　それほどの力があるなら──」

「あー、あのとき足あし腰こしがふらふらだったのは……ただの筋肉痛だ」

　和馬の言葉に、ただ唖あ然ぜんとすることしか出来なかった。







　二人目──三人目──四人目──

　和馬は容よう赦しやなく。無む慈じ悲ひに。ただ怒いかりを込こめて、腕を折っていった。

「五人目の方……」

　うめき声と悶もん絶ぜつする男達を可か哀わい想そうな目で見ながら、香織が森裸生徒会の方に手を差し伸のべる。

　威い勢せいは、完全になくなっていた。

　一人目の大吉が、世界一硬い腕がプラモデルの腕を破壊するように容た易やすくもぎ取られたのが、森裸生徒会の戦意をも、もぎ取っていた。

　俺の能力なら──と次々に挑いどむが、無理。

　開始と共に時を止めて腕を破壊してくる和馬に勝つほど、都合の良い能力者はここにいなかった。

　森裸生徒会会長、『天涯孤独　貴明』は冷静に和馬を見ながら言う。

「次、誰でもいいから行って～」

　嘘うそだろ？　という顔の会員達。そんな中、名乗りを上げたのは、亮りよう。

　リーゼントの男だった。

　机に肘をついて、和馬の手を握りつぶそうと強く握る。対して、和馬はそっと添そえる程度だった。

「お前が大吉よりパワーがあるのは分かったぞこら。お？　こら」

　亮の言葉に、和馬は何も応こたえなかった。

「レディ、ゴー」

　香織が右手を下ろす。

　刹せつ那な──和馬は『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を発動する。

（圧倒的なパワーを見せつけられたのに、臆おくすること無く挑んできたってことは、相手の力を利用するタイプだろうね）

　和馬は冷静だった。

　怒りに燃えていたが、いつもの判断力は備わったままだった。

　止まった世界で、和馬は試ためしに亮の腕うでを倒たおしてみる。

　すると、驚おどろくことに、和馬は負けた。

　動かないはずだった亮の腕が倒れ、和馬の手の甲こうを机に叩たたきつけていたのだ。

　和馬はやっぱり、と安あん堵どする。これが時の止まった世界でなければ負けていた。

（危ない危ない。こいつの能力は恐おそらく、逆転させるってところだろう。つまり──）

　和馬は亮の手を倒すのではなく、くっと下に引っ張る。

　すると、倒れていた亮の手がすっと机に立つ。

　逆転する能力。つまり、押せば押すほど押し返され、引けば引くほど引き返される。

　和馬は押したり引いたりを繰くり返して、がしがしと亮の腕を痛めつける。

（確か……殴なぐられたのは八回だったな？　まあ、拓たく哉やにも殴ってたし。こんなもんかね）

　なんて思ったのは、三〇回目の時だった。

　最後の晩餐ダ・ヴインチを解除する。

　ドゴン。爆ばく発はつ音にも似た音が教室に響き、凄すさまじい衝しよう撃げき波はと砂すな埃ぼこりに、リーゼントが揺ゆれた。

　目を大きく開き、体がふわりと宙を舞まう。

　完全に腕を折られて、亮は何も考えられなかった。

　どうして？　という言葉だけが脳のう裏りをよぎる。

　彼の能力は『逆転』だ。相手が押してくるなら押し返し、相手が引いてくるなら能力を解除する。そうやって勝ってきた。──が、そんなことをする暇ひまもなく、激げき烈れつな痛みが襲おそっている。

　たった一回とは到とう底てい思えない。まるで、数十回にわたって骨を折られたような気分だった。

　わけも分からないまま、亮は白目を剥むいて、空中にいる間に失神し、力なく倒れる。

　和馬は汗あせを拭ぬぐう。

「お次は誰だ？」

　ギロリと睨にらまれて、最も早はや誰も席に着こうとはしない。

「誰でもいいから座ってー」

　のんびりと貴明は言う。

　しかし、誰も座ろうとはしない。

「あいつのオーラは、恐らくあと三人ほどで限界だと思うよー？」

　貴明は気付いていた。和馬が威い圧あつ的に睨み付けている理由。自分を大きく評価するような言動をする理由。大吉の腕を折った理由。

　それは、『闘たたかわない』ためだ。

　オーラを凝ぎよう縮しゆくする技術は、簡単なものではない。それは、大吉を見てきて貴明は知っている。それを維い持じし続けることは、さらに難しい。

　勝つためにはそれだけではなく、固有能力も使わなければならない。

　だからこそ、恐きよう怖ふを与あたえることで、戦意を失わせる必要があった。

「さすが一〇〇位以内ランカーの会長さんだな。その通りだ」

　和馬は、あっさりと認める。否定する必要はなかった。

　あと三人──と言われても、誰だれが進んで腕を折られるだろうか。

　その三人に名乗り出る人間は、一人もいない。

　それどころか──

「お、俺は今回やめとくよ」

「そ、そうだな。会長なら、どうせ楽勝だって」

　などと、教室から逃にげてしまう。

　残ったのが、会長である貴明のみ。となれば──貴明が出るしかない。

「やれやれ～。男のファンはいらないんだけどねぇ～」

　貴明が席に着くや、和馬は立ち上がる。

「交代だ。殺気ちゃん」

　さすがに、和馬の最後の晩餐ダ・ヴインチでは貴明の狩猟場の王ヴアン・ダイクに手も足も出ない。

　まさか、降りるとは思ってなかった貴明は、目をぱちくりさせていた。

　交代した殺気は、いつもと変わらない表情で肘ひじをつく。

　女の子が相手と知るや、貴明はにんまりと笑って、そのか細い手を握にぎる。

　決戦闘兵に於おいて、試合に参加していない者のフィクション能力は認められない。

　このセッティングさえ終われば、もうフィクション能力をどう使おうが、問題ない。

「可愛かわいらしい手だなぁ～」

　ゆらゆらと手を振ふる貴明。まるで恋こい人びとと歩くときのように。

「じっとして下さい」

　審しん判ぱんである香織は、組まれた二人の手を包むように添え、ピタリと停止させる。

　止まらなければ、始められない。

「レディ、ゴー」香織が手を離はなす。

　ドゴン。と強きよう烈れつな音が鳴った。和馬のときに比べれば、それは小さな衝しよう撃げき音だったろう。

　貴明は驚きよう愕がくした。

　肌はだに触ふれた状態で始まるこの腕相撲ずもうでは、貴明は正に最強と言える。

　しかし──天敵は存在する。

『誰もが誰かに絶対に勝てない』

　それが、この升ます々ます学がく園えんの常識なのだ。

　貴明は右腕を折られこそしなかったが、肘の脱だつ臼きゆうによる激痛に顔をしかめた。

　殺気の『愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ』は『全すべてを固定する能力』だ。感情を固定すれば、貴明の『狩猟場の王ヴアン・ダイク』によるテンプテーションは無効化される。

　オーラの量は、そのまま、力の量。

　となれば、体の表面に滲にじむ程度のオーラしかない貴明では勝負にならない。

　これが和馬にとっての切り札だった。

　雑ざ魚こを全て和馬と千里が全力で蹴け散ちらし、貴明を勝負に駆かり出す。そして、その天敵である殺気で潰つぶす。

　簡単そうでいて、これはなかなかに難しい。貴明以外を全て、和馬と千里で潰さなくてはならないからだ。

　そして、恐らく和馬や千里の天敵が森裸生徒会側にも存在するだろう。

　それらを勝負に立たせないために、わざわざ威圧的な態度で大吉の腕まで折る必要があったのだ。

　全ては、和馬の計算通り。

「ぐあああ……」奥歯を噛かみしめて、右肘を押さえながら悶絶する貴明。

　身み悶もだえる全ぜん裸らの男を見下ろす殺気の目は、冷ややかなモノだった。表情にこそ出さなかったが、その内には和馬以上の怒りが燃えていた。

「……拓哉の痛みは……こんなもんじゃ……ない」

　能力が効かない相手だと悟さとった貴明は、痛みに顔を歪ゆがめながらも、こう主張した。

「反則だ。肘が浮ういていた」

「え？」言われて、審判である香織は目をぱちくりさせる。

　気付かなかった。正直なところ、そこは見ていなかった。

「じゃあ、反則負けです」

　その言葉に、殺気は困こん惑わくする。

　議論も何もなく、ただ言われただけで負けを宣告するなんて。

「……反則……していない」

　抗こう議ぎする。これは当然だ。実際、殺気はルールに則のつとって勝負をした。

　しかし──

「その……」ちらりと貴明の顔を眺ながめ、そして顔を真っ赤に染めた香織は、再度強く言う。

「国こく士し無む双そう殺気選手の、反則負けですっ！」

　これは、不公平なジャッジだった。それに、自分でも気付いていたが、言えなかった。

　どうしても、どうしても貴明に勝たせてあげたい。そんな思いしかなかった。

「そういうことか」

　和馬は笑え顔がおを見せて、溜ため息いきを吐つく。

　貴明は、審判を能力で魅み了りようした。

　それが、勝率一〇〇％の真実。

　決戦闘兵執しつ行こう委員は、乱闘などが起こった際に、その場にいる全員を一人で制圧出来るような人間が選ばれる。

　しかしながら、誰がどのような能力を持っているかまでは知らないのだ。

　もし、貴明の能力を知っていれば、セットの際に触れたりはしないはず。

　和馬の誤算は──香織がバカだったということ。

　和馬はてっきり、殺気のように触れても大だい丈じよう夫ぶな能力を持っているのだと思っていたが、何の考えもなく手に触れて、貴明の思うがままになってしまった。

　和馬は腰こしに手を当てながら項うな垂だれる。

「ど、どうしたんですか？　和馬さん」

「残念だが、今回は負けだ」

　審判が敵に回った以上、どんな勝ち方をしても反則負けにされるだろう。

「いやですっ！」

　千里は強く返す。

「いやって……」

「私がやりますっ！　やってみせますっ！」

　千里の気持ちは汲くんでやりたかったが、和馬は千里では勝てないと悟っていた。

　元々、和馬は千里と二人で雑魚を蹴散らせるつもりだった。

　正直、貴明一人が残れば、正に丸まる裸はだかに出来れば、殺気で必勝出来ると余よ裕ゆうを持っていた。

　しかし、今は逆だ。

　どれだけの力があろうが、触れた瞬しゆん間かんに相手を好きになってしまい、勝たせてしまうだろう。

　勝ったとしても、審判によって無効試合にされる。

　そして、それを打破する力を、千里は持っていない。

「和馬さんっ！」

　答えない和馬に痺しびれを切らしたのか、千里が声を荒あららげた。

「本人の意思を尊重してやろうよ～」

　貴明は、ほくそ笑んでいた。

　大吉と亮、さらに生徒会のメンバーをボロ雑ぞう巾きんのように仕留められてきたのだ。

　──和馬に怒いかりが無いわけがない。

（お前の女を、全員俺のモノにしてやる）

　それが、貴明の復ふく讐しゆうだ。

「どうしますか？」

　香織の言葉に、千里は目を閉じる。

「分かった……民衆を導く自由の女神ドラクロアで、ぶっ潰せ」

　和馬の言葉に、千里は目を開ける。

「やります！」

　和馬は笑顔を見せて、溜息を吐く。

　止められるわけがなかったのだ。

　拓哉がああなったのは、自分のせいだと思っているんだから。

「……本気で……言ってるの？」

　殺気がいつも通りの眠ねむそうな目で和馬を見つめていた。

　勝てるわけがない。

「勝てる可能性は、まだあります──和馬さん、教えて下さい。彼の、『萌もえ』を」

　フィクションのオーラは、ある特とく殊しゆな感情の時、発動出来なくなる。

　それが、萌えだ。和馬はその人間と出会っただけで、それを見み抜ぬくことが出来る。これは、能力ではなく、経験則。

「……濡ぬれたブラウス。下はパンツ一枚で」

　千里は和馬を信じて、強気な表情のまま机に向かい、そして肘をついた。

「……和馬……本当に……いいの？」

　殺気は和馬の服をぐっと引っ張る。

　勝算があるようには思えなかった。萌えでどうにかなるようなレベルじゃない。

　感情に走って、大局を見失っている。

　止めるべきだ。出直すべきだ。──無む駄だだ。無理だっ！

　殺気は、自分が千里を止めるべきか悩なやんでいた。

　しかし、千里はダメだと言っても聞かないだろう。和馬もそう思っているのだろう。

　やらせるしかない。

　そして、それからどうする？

　千里、理り沙さ、拓哉。三人とも、貴明に何をされるか分からないだろう。

　いや、和馬ならその結末が分かるはずだ。

　胸がモヤモヤする。

　そこまで考えたとき、勝負が始まった。

「左でも構わないかい？　あのツインテールちゃんに右みぎ腕うでをやられてしまってね」

「構いません。──拓哉さんの折られた腕は、左腕でしたから」

　貴明は、ぞくりと体を震ふるわせた。この、小さな体の少女から発せられたとは思えないほどの威い圧あつ感に。

　がっちりと手を組んで、千里はきっと睨にらみ付けながらオーラを発現させる。

「民衆を導く自由の女神ドラクロアっ！」

　真っ赤な怒りに燃えるオーラに包まれ、そして、肌に張り付くブラウス。

「おおー」貴明は鼻の下を伸のばしながらも驚おどろいた。

　まさか、一発で自分の萌えを当てられるなんて、思いもしなかったからだ。

「レディ……」

　オーラが、一いつ切さい消えていた──のは、ほんの少しの間だけだった。

　すぐに気を取り直した貴明は、一度は消失したオーラをもう一度展開する。

　そう、萌えは長く続かない。

　貴明の狩猟場の王ヴアン・ダイクは、ほんの一瞬で勝負を決める能力。

　萌え攻こう撃げきを食くらったとて、すぐに持ち直せる。

　殺気の思った通り、萌えは決定打にはならなかった。

　そして──千里は、頬ほおを赤く染めて俯うつむく。

（……終わった）と殺気は目を閉じて嘆なげいていた。

「ゴーっ！」

　香織が手を離はなしても、千里は動かなかった。

　やはり、思った通りかと、殺気は奥歯を噛みしめた。

　萌え攻撃が、最後の要かなめだった。千里の勝算は、そこだけだったのだ。

　拓哉の仇かたきを取る。絶対に許さないと思って、席に着いた。そこには、怒りしかなかった。

　だが、千里は今こう感じている。




　貴明さんに勝たせてあげたい。




　貴明はにんまりと笑いながら、ゆっくりと手を倒たおす。

「可愛かわいい女の子の腕を折る趣しゆ味みはないからねぇ～」

「あっ……ああ……」

　胸がとくとくと早はや鐘がねを打っている。

　負けてはいけないのに、力が入らない。

　ただ、貴明に触ふれているだけで、幸福感に包まれている。

「千里さんっ！」

　和馬の声に、千里はくっと堪こらえた。

「あ……ぁの……」

　千里は、か細い声で、貴明に問う。

「なんだい？」

　その声がとても心ここ地ちよく感じた。

「少しだけ……ほんの少しだけ……抵てい抗こうしてもいいですか？」

　馬ば鹿かげた提案だった。

　勝負の最中、そんなことを言い出すなんてあり得ない。

　今、千里は貴明に惚ほれ込んでいる。抵抗するのは当然のことだが、それにも許可を貰もらえないとやれないのだ。

「あっはははははっ！　いいよ。別に」

　貴明は、大きく笑いながらそう答えた。

　知っているからだ。どれだけ抵抗しようが、どうせ最終的には自分から負けを認めることを。

　今はただ、立場的な言い訳が欲ほしいだけ。

　ただ負けたんじゃない。自分は抵抗した。そう思いたいだけ。

　ただ、昔の男を吹ふっ切きる口実を作りたいだけ。

　そう思うだけで、貴明は笑いが止まらなかった。

「あっははははっ！　あとで、この女も遊ばせて貰うぞ！　あのオカマのようになっ！」

　刹せつ那な──

　ドゴン。と大きな音が鳴った。

　ボキ。と、折れる音がした。

　左腕が、背骨が、腰が折れ、そして──貴明は白目を剥むいて倒れていた。

「はわわわ……ご、ごめんなさいっ！　貴明さんっ！」

　千里は自分がしてしまったことを反省する。

　香織は唖あ然ぜんとしていた。

　何が起こったのか、理解出来なかった。

「……手加減……失敗……大好き……でも……分かっていたの？　……こうなると」

　殺気は和馬を見上げる。

「ああ。千里さんは、この升々学園で唯ゆい一いつ、自分の能力を扱あつかい切れない。出会ったときにガードレールに激げき突とつしたし、二駅の距きよ離りですら、行きすぎてしまう」

　光速移動は、あまりにも『速すぎる』ため、距離が短ければ短いほどに扱いが難しい。

　一メートルの距離をちゃんと測れない千里に、数センチメートルで止める技術などないのだ。

「ちゃんとした……勝算が……あったんだ」

　殺気は感心していた。和馬は決して、感情のままに千里を送り出したわけじゃない。

　民衆を導く自由の女神ドラクロアで、ぶっ潰つぶせ。

　あの言葉で、千里は民衆を導く自由の女神ドラクロアを使わないと和馬に示しがつかないと考えた。

「まあ、結構な賭かけだったけどね」

　あわあわと申し訳なさそうに怯おびえる千里のところへ向かい、首に腕を回して、和馬は千里に小さく言う。

「よくやった」

「ふぇ？　私、何か褒ほめられるようなことしました？」

　ヘマをしたはずなのに、優やさしい言葉を掛かけられて、千里はむしろ不安だった。

「……バカ……だから……大好き」

　よしよしと千里の頭へ手を伸ばし、撫なでる。

「あ……えっと……その……」

　困ったのは香織だった。

　どうすれば、貴明の勝ちにすることが出来るのか。

「不正は行われていない。そうだな」

「……はい。そうですけど」

　香織は悩んでいた。悩みに悩んで、一つ閃ひらめく。

「そうだ！　強きよう行こう突とつ破ぱ千里さん。棄き権けんするという意思はお有りでしょうか！」

　香織の提案に、和馬は「マズイ」と千里を見る。

　民衆を導く自由の女神ドラクロアは感情に関係なく威い力りよくを発揮するだろう。だが、棄権すると千里が言えば、それで終わり。

　が──

「ありませんっ！」

　千里は強く返した。

「で、でも、貴明さんのこと、好きですよね？」

　香織のフォローは続く。ポニーテールをふぁさふぁささせて、千里と貴明を交こう互ごに見る。

「はい！　でも、和馬さんの方がもっと好きですからっ！」

　千里の言葉に、和馬は思わず赤面してしまった。

　千里は、狩猟場の王ヴアン・ダイクによって貴明に恋こいをした。

　だからといって、愛情の全すべてを持って行かれたわけじゃない。バカだからこそ、天然だからこそ、千里は和馬を愛したまま、貴明をも愛してしまった。

　そう──千里は貴明にとって、天敵だったのだ。

　和馬はこほんと一つ咳せきをして、香織に言う。

「早く救急車を呼んでやることが、愛じゃないかな。きっと君に感謝する」

「………………はっ！　そうですね！　じゃあ今回の勝負、浴場生徒会の勝利ですっ！」

　和馬の言葉に感かん銘めいを受けた香織は、さっさと決戦闘兵を閉めた。

　誰だれよりも早く、自分が愛する貴明を介かい抱ほうするために。
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　天てん衣い無む縫ほう綾あや音ねは大金星の朗報に心を躍おどらせていた。

「さすがは我らが王、と言ったところかな」

「私は未いまだに信じられませんけどねぇ」

　一人はすらりとした長身の女の子。

　もう一人はちんちくりんな女の子。

　暗い路地で、壁かべにもたれ掛かる二人は、三日前の決けつ戦せん闘とう兵ひようで和かず馬まが貴たか明あきに勝利したことを話しながら、人を待っていた。

「だがしかし、現に君はもう天てん涯がい孤こ独どく貴明を愛していないのだろう？」

「全っ然好きじゃないですっ！　あんな変態っ！」

　ぷんぷんと頬を膨ふくらませて怒おこるちんちくりん。

　そう、綾音が和馬に森しん裸ら生徒会を潰して欲しいと依い頼らいした理由は、このちんちくりんが貴明の能力によって虜とりこにされていたからだった。

　決戦闘兵での結果は絶対だ。貴明はそれに準じ、一度全ての能力を解除した。

　せざるを得ない。

　抗あらがおうが、『戦闘』で勝てるほどの力を持ち得ていないのだ。

　どうせまた、一から女を釣つればいい。その程度に考えていた。

「ねえねえ、君可愛いね。こんなところで何をしてるの～？」

　綾音達の待っていた人物がそこに現れる。

　それは、カバンと靴くつ以外全ぜん裸らの男。左ひだり腕うでを骨折しているのか、ギプスで固めている。

　件くだんの貴明だ。

　綾音は、貴明がいつも学校終わりに、ここを一人で通ることを知っていた。

「あなたを待っていたのだよ」

　笑え顔がおで綾音は答えて、右手を差さし伸のべる。

「嬉うれしいねぇ」

　貴明は触ふれるだけで相手を虜に出来る。握あく手しゆは願ってもないと綾音に近づく。

　その瞬しゆん間かん──ずしんと体が重くなった。

「重力一〇〇倍から行きましょうっ！　死の舞踏ヴオルゲムートっ！」

　ちんちくりんは楽しげにそう言うと、オーラを強める。

「ぐ……ああ……」

　貴明の全身の骨がバキバキと音を立てていき、その重圧のせいか、悲鳴も声にならない。

「今から貴様の体に触れるが、狩猟場の王ヴアン・ダイクは使うなよ？」

「もし使ったら、重力一〇〇〇〇倍にしてやるんだから」

　ケラケラと笑うちんちくりん。

　一〇〇〇〇倍。それがどれほどの重圧なのかは分からないが、貴明はこくこくと小さく頷うなずいた。

　目の前にいる美少女が、漆しつ黒こくのオーラを身に纏まとう。ぞくり──と貴明の体を撫でるのは、恐きよう怖ふだった。

　その感覚を、貴明は知っている。

　そうだ、これは、以前和馬から感じたモノと同じ。

　蛇へびに睨にらまれたカエルどころか、熊くまに睨まれたカエルのように、ただ強大な力の前で立ち竦すくむしかない無力感。

　圧あつ倒とう的、絶対的強者のプレッシャー。それを、貴明は綾音に感じていた。

「大分、遠回りをしたが、ようやく計画を進行出来る」

　綾音は満足気に貴明の体に触れる。

　刹那──貴明は全身の力が抜ぬけた。オーラが、ふっと消えたのだ。

　めきっと音がして、全身の骨が一いつ斉せいに砕くだける。

「あ、やっちゃった」

「ちゃんと解除してやらんとダメではないか。ちんちくりんよ」

「もうっ！　いつまでその名で呼ぶんですかっ！」

「すまないすまない。悪かったよ。──絵え里り香か」

「全く、で、どうですか？」

「うむ。オーラの量が少なすぎるな。狩猟場の王ヴアン・ダイクは、使えて一度というところだろう」

「ホント、最後までムカつく男でしたね」

「まあでも、救急車は呼んでやらないとな。ここで死んで貰もらっては、意味がない」

　二人は笑いながら、ぺしゃんこになって気を失っている貴明をそのままに、路地を後にした。







　行こう雲うん流りゆう水すい和馬は、国語の授業を受けるために、朝早くから教室へ来て、話をしていた。

「ああ、だからもう気にすんな」

「ごめん」

　隣となりにいたのは、拓たく哉やだった。

　いつもハチマキを巻いているが、今は包帯。

　長かった髪かみはばっさりと切って、出会った頃ころと同じ長さに戻もどっていた。

　恋は、完全に終わったのだ。

「ボクのために、危険を冒おかしてくれたんだろ？　ホント、感謝してる」

　べし。

　和馬は包帯の巻かれたおでこに、デコピンを一発。

「はう」

「勘かん違ちがいすんな。──てめえじゃ、萌もえねぇんだよ」

「うん、ごめん。そして──ありがとう。ボクが君に萌えそうだな」

　拓哉はおでこをさすりさすりしながら、顔を赤く染めていた。

　そして二人は、大きく笑った。







　拓哉が去り、周りに誰もいないことを確かく認にんしてから、カバンを開ける。

　和馬のもとに、一通の封ふう筒とうが送られてきた。

　それは、和馬の側近中の側近である、総務外務法務財務環かん境きよう文化保険行政国土交通農林水産経済産業文部科学統とう括かつ委員長及および総書記『毀き誉よ褒ほう貶へん　桜おう花か』から。

　封筒の中には、二つのクリアファイルにまとめられた書類。

　履り歴れき書のように、名前から経歴から特技や好きな食べ物まで詳しよう細さいに記された書類だった。

　添そえられたメモには可愛かわいらしい丸い字で──『カス兄様へ　見終わったら消し炭にして下さい』と書かれている。

　個人情報なのだから、それは秘ひ密みつ裏りにしておくことが当たり前だ。

「はいはい、すぐに処分しますよ」

　なんて、メモに返事をしながら和馬はさっと二つのクリアファイルに目を通す。

　大生徒会にあった資料は、三ヶ月前のモノだった。

　情報が最後に更こう新しんされたのが、三ヶ月前だったのだろう。

　最新情報では無いことを理解した上で、和馬は資料を確かめる。

　そして、驚おどろきを見せた。

　それは、二人の女性の情報だった。

　一人目は、『強きよう行こう突とつ破ぱ　千ち里さと』。

　二人目は、『天衣無縫　綾音』。

　その二人の顔は──和馬の知っているモノと全く『逆』だった。

　写真の貼はり間違えではない。

　確かな情報を得るために、わざわざ大生徒会本部へ足を運んだのだ。

　これは、正しい情報。

　なるほどな、と和馬は合が点てんがいった。

　なぜ、千里は自分の能力を扱あつかいきれないのか。

　それは、自分の体ではないからだ。

　なぜ、過去に会ったはずの千里を、和馬は顔も知らないのか。

　それは、千里の顔ではないからだ。

　和馬が綾音にセクハラしようとしたとき、綾音はこう言っていた。

「やはり、何かするつもりだったか？　残念ながら、そうそうこの体には触さわれんよ」

　この体。私の──ではなく、この──と言っていた。

　妙みような違い和わ感が、この資料によって輪りん郭かくを持つ。




　二人の体は入れ替かわっている。




　いや、そうではない。きっと、そうではない。

　和馬はいつもと同じように、推理小説やサスペンスドラマを見る主婦のように根こん拠きよの無い推理をする。













「──綾音が『奪うばった』んだ。千里さんの体を」

　そして、ある数字が目に入った。

　強行突破千里──バストサイズ、八九。

　和馬の知っている千里は、身長一五〇センチに満たず、その豊満なおっぱいは『不ふ釣つり合い』だと思っていた。

　そして、綾音に会ったとき、和馬はこう思った。

　この体に、千里さんのおっぱいが付いていれば完かん璧ぺきなのに。

　そう、千里のおっぱいは、千里本来のモノ。

　綾音は千里の全すべてを奪った──わけではない。

　おっぱいは奪わなかったのだ。

　より、最強の体にするために。

　能力を扱いきれないフィクション能力者は存在しない。

　つまり、千里の『本来の肉体』は、光速の反応速度を持っている。

　光速でほんの数センチの距きよ離りを動かせるほどの条件反射を、『体が覚えている』のだ。

　綾音が欲ほしかったのは、それだった。

　おっぱいは萌え攻こう撃げきには素す晴ばらしい効力を発揮するが、運動能力、延ひいては戦せん闘とう能力に於おいては邪じや魔までしかない。

　だから、おっぱいを残して、肉体を奪ったのだ。

　和馬が時を止めて服を脱ぬがそうとしたあのとき、綾音は「和馬の能力を知らない」と言っていた。

　そう、和馬が時を止めようとした瞬間に反応し、ちんちくりんこと絵里香に光速で指示を送ったのだ。

　そこまで考えていた時──

「やあ、和馬くん」

　ぞくり。と背筋が凍こおった。

　教室に、綾音がやってきたからだ。

　咄とつ嗟さに資料をカバンに戻し、立ち上がる。

「き、急に現れるなよ。普ふ通つうにビビったわー」

「あはは。すまないすまない。先週のお礼が言いたかっただけなのだ。ありがとう。実によくやってくれた」

　手を伸のばす。初めて会ったときと同じように。

　和馬が握あく手しゆに応こたえると、綾音は左手をそっと添えて、包み込むような握手をする。

　そして和馬は、恋こいに落ちた。






　あとがき




皆みな様さまおはようございます。木村です。さて、この二巻では、以前募ぼ集しゆうしたファンレターからキャラ設定を一人使わせて頂きました。

　どのキャラが私の考えたキャラ設定じゃないか分かりましたか？

　正解は、『艱かん難なん辛しん苦く　迷めい子こ』です。

　ふっふっふ、他人が考えた設定とは思えないほどになじんでるでしょう～？

　本当は三名ほど使いたかったんですが、役割を持たせるのが難しい。

　敵キャラとして出すのも申し訳ないし、拓たく哉やと同じ目にあわせるのも忍しのびない。

　いやあ、ホントはもっと出番を増やしたかったんですけどねー。

　それにしても、いつもファンレターを下さる皆様には感謝しています。

　神か奈な川がわナンバーワン猫ねこ好きとか、メル友になって下さいといいつつメアドがなかったりとか、ついつい返事を書きたくなる衝しよう動どうに駆かられます。

　でも、残念ながらファンレターの返信はデビュー当時から控ひかえるようにと言われてます。

　こういう仕事をしていると、いつも一人なので、友達が欲しくなります。

　ファンとの交流も出来る限りやりたいモノですが、ツイッターやブログはやりません。

　ただ、ネットゲームとかはちょこちょこやってます。

　どこかでお会いしたら、気き兼がねなく話しかけて下さい。

　なんなら、一いつ緒しよにウィアーザワールドを歌ってもいいですよ！







　では、最後に謝辞を。

　この本を手にとって下さった皆様。おつきあいありがとうございます。

　イラストのQP:flapperさん。キャラが多いので大変だと思います。頑がん張ばってくれてありがとう。

　担当編集Ｉさん。最近歳としなのか、スケジュールを覚えられないので、何度も確かく認にんすると思います。ごめんね！

　それでは皆様、またお会いしましょう～。









ロック・ペーパー・シザーズ２




靴くつ、履はいてるから全ぜん裸らじゃない
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